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非読?書人的読書人半

土岐 善 麿*＊

〆一こういうマスコミ時代の騒音雑音の中で許読書生活といわれるものがどういうふうに一般に営まれて

ル､るのであろうか。あとからあとから,いわゆるベストセラーズに追われ，月刊誌週刊誌に送り迎えら

jれながら，新閏は朝刊にも夕刊にもいちおう眼を通さなければ，一種の不安を感じるということになる

わけであるが,さらにヅそういうものを読む作業，あるいは次ぎ次ぎと読みすてる過程が，果して読書

～生活といえるかどうか。そう思うと，それにもまたかえって一種の不安が感じられてくる｡～

いったい読書というものは，現代においてどういうものと考えられているのか，また読書人というの

はどういうもの蔵のがなど，そのことを知る機会として，最近たまたま刊行された阪本一郎教授の新読

書論をひらいてみたが，その中に，読書人の性格と題する一章があって，いろいろと分類されてあつ

～たdすると,その最後のところに，「老衰型」の非読書人というタイプが挙げてあり，ゾ､ハア，ぼく瞳

しんは,‐これに当てはまるのかなと気がつくとともに,それは老衰によって「自閉型の非読書人」にな

るものと解されるということなので，そのタイプのところへ立ちかえってみると，それは「自分で考え丁

たことに固執してジj客観的な他の情報に耳を傾けようとしないタイプ」であり，それだけに我が強く〆

その考えは主観的で，偏j見におちいりやすく，独断的で，独善的で，しかも内容が貧弱である。だが当卜

人は,鍔そうとは気がついていないということである。

著者は，この自閉的ということについて，更に分析を試みているが，すると，当人がそうとは気がつ

ル､ていない，という点において，ぼくは，いくらかまだ完全にはこうしたタイプになりきってしまって

ル､ないのかなとも考え，あるいはまたそう考えることがすでにいわゆる自閉的なのかもしれず，すで:に

老境に入ってはいるものの何とか「自己充実の要而求」だけはつづけて，寿命が尽きたら，そこでストツ

,〃プということにしたいと思った。

たしかに一部の政治家や官僚や社会運動家などといわれるものの中に，「自閉的」なものがあること

は否み難かろう。それが「自閉的な非読書人」になってしまっていることも，おそらくは，現実のよう
．。O

である。そういう連中が，ベルグソンがいったように，「思考者として行為し〆行為者として:思考せぅ、

よ」というところへ進むことは，なかなか困難な事情があるかもしれないが，それでもできるだけいわ

ゆる「外向的読書人」のほうへ近づける必要があり，それが実行されなければ，社会の新しい民主化は

遂げられないことになりそうである。
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そのためには，マスコミ的刊行物への量における

外向性を調整して，読書人としては質的な内向性へ
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みずからを導かしめることが，いくらかでも「おたがいの」幸福であり，「危機」を避けることにもな

る；のではあるまいか。

そこで阪本教授も，さまざまな数字や研究を資料として，読書指導に心を尽くされているが，結局の

ところで，「何か一つ，重読書の材料｣，すなわち「座右の書」をもつことをすすめていられる。「そう

いう本を発見したい」ことは，はじめから読書人的なものならいうまでもないし，非読書人にとっても

それがあれば，そう量において気のひけることもなく，質でいくと泰然たるところをみせ得るわけで・

あ･る。ただその選び方をあやまると，かえって世間からケイベツされることにならないともかぎるま

い。これが江戸時代ならば，常に論語を机上に載せて，「最上至極宇宙第一」といっていれば，それだ

けで尊敬されるかもしれないが，ぼくなどが，そのひそみにならったら，なにを，ほんとうには読めも
、 ，

しないくせに，と笑殺されるであろう。しかし，この東洋の古典は，ふるくから「論語読みの論語知ら

護;」ともいわれているものであるし，狩野君山翁のような一流の老学者さえ亡・くなられる二十日ほど前

に，「この年になってもまだ論語が満足に読めない」と嘆息されたということが伝えられているほどで

あるから，なかなかたいへんなものらしいが，しかし，あるいはいつか読めるようになるかもしれない

と思って「座右r」においておくことは，ぼくなどにとってもさしつかえはなかろう。実は，わかる程度

にはわかる部分もあり，いつぞや道徳教育のことについて聞かれたとき,そのテキストには論語と「世

#界人権宣言」とを対置したようなものを作ってみたらどうかと答えて，きまじめ過ぎる心配性のオヤク

ニツを退却させたこともある。あの宣言の訳文よりも，論語の文章のほうが，わかりいいところもある

ように思われる。そしてその論語の中から採るべきものと採れないものとを選び別けることは，現在の

われわれの社会生活にとっても，意義のあることではあるまいかと，これはぼくの老人性を実証するこ

ととして，かなりまじめに考えているのである。

学ンデ時ニコレヲ習ウ，マタヨロコバシカラズヤd朋アリ遠方ヨリ来ダル，マタ楽シカラズヤ。人
イカ

知ラズシテ'iHiラズ，マタ君子ナラズヤ。
ズク

巧言令色，鮮ナシ仁。

こうしたはじめのところだけでも，あわただしい立身出世主義のマスコミ時代におちついて暮らす態

度は得られるようであるし，まったくソツのない巧言令色などに接したら,つきあう気にもならないは

ずであるし，人間としての信用もおけないし，政治をまかすわけにもいかなくなる。

第一条，すべての人間は，生れながらにして自由であり，かつ尊厳と権利とについて平等であるd

人間は，理性と良心とを授けられており，互いに同胞の精神をもって行動しなければならない。

…≦J第二条……

一 第 三 条 … …

砿｢座右の書」というものが，阪本教授のいわ魚れるとおり，「読み返すたびに，つねに新しいインスピ

レーシ雲ンをわき立たせてくれるもの」である以上，それは「ふるくして」（あるいは，「ふるくても｣）

常に新しいものであるにちがいない。読みようによっては，すべて新しくなるもの

読書時J言といったほうがいいかもしれない。
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読 書時言

ところで，その読みかたであるが，これも「ふるい」ところを尋ねてみると，ぼくの「座右の書」のi

一つである佐藤一責の『言志四録』の中に

学ヲ為ス，故二書ヲ読ムという一句があり〆すぐつづいて，
ト‘

ワレ既二善ヲ資ルノ心アレバ，父兄師友ノ言，ダダ間クコトノ多カラザノレヲ恐ル・読書二至ツテモ
？&

マタ多カラザルヲ得ンヤ。聖賢云ウトコロノ「多聞多見」トハ，意正ニカクノゴトシ。

とあり，そうした読書や多聞多見に対しては，更にじぶん自身の直接の体験，現実の「人情事変」を対

比して理念することにつとめ，また「事を処する時に臨みては｣，先覚者の説くところを照合して参考

にすれば，「事理融会じて学問は日用を離れざる意思を見得するにちかからん」と述べている。これは、

さきに引いたフランスの哲学者の「思考者として行為し，行為者として思考せよ」とまったく相通ずろ

態度と方法であり,まさしく人間形成の道程に立つことになるわけではあるまいか。

明窓浄机，あるいは孤灯のもとに,独座して，静かに書を読むことの楽しみも陶々たるものである

が，志を同じくするもの数名が集って，何かまとまったものを会読輪講することも，なかなか有益であ

り，とかくひとりではつづかないような読書の作業がおもわずはかどることもある。斜面草堂における

J杜甫を読む会」も，その要求と便宜からはじめられたもので，昭和二十九年二月十四日，雪のふりつ

もる午後の第一回から毎月一回，これは四人のメンバーを限って，根気よくつづけて来た｡杜甫の詩を

一つ残さず順々に読んでゆこうというわけで，仇氏の詳註本をテキストに，代表的な諸家の評解や論考．

などをも併せて読みながら，いちおうわれわれのかってな見解をも述べあうことになるから，そうド〆

ドンとは進まないが，それでも五年あまりのあいだに長短およそ三百首を越えたから，まず五分の一以

上は，どうやらいっしょに講読したことになる。このぶんでゆくと，全部を終えるまでにはなお二十年

近くもかかることになるが,そうどすれば，これもぼくじしんにとって，延命長寿のたよりどなるか1＄

しれない。途中でおそらくぼくがいなくなれば，あとの若い三人が，追憶をまじえながらつづけるかど

うか。そこまでは保証のかぎりでないが，ぼくとしては一回一回を楽しんでいればいいのであるか新し

い中国でも，杜甫研究は盛んなようで聞一多をはじめ，蒋至，伝庚生，請潅非,蘇仲期,浦江清j呉天

王,その他の諸家のものがそれぞれ刊行され，四川省から出版された杜甫年譜の類も，まことにたんね

んな労作といっていい。こういうものは，新しい出版だけに，われわれも廉価に入手し得られるが，吉J

書となった名著は，たまたま有っても，それを架蔵とする幸運を逸することがしばしばで，これは特殊1

な文庫や図書館へゆくよりほかはない。それに比べれば,日本のベストセラーズなど，買うとしても安､

いものと思う。しかし読んでみようかな，と思っているうちに，つい忘却してしまうことのあるのは，

やはり「老衰型の非読書人｣，あるいは「自閉的読書人」の徴候ということになろうか。

杜甫は今から一千二百年前に死んだが，世界的:な詩人としての名は，ますます高い、なぜそういうこ

とになるか。そこのところをじっ_くりと考えてみることも，現代に生きるわれわれにとっての一つの大

ぎな課題ということになる．ぼくが非読書人的読書人となっているゆえんも，こういうところにある患X
‐ヘ

うである。
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読．書科学（Ⅳ、2）

読書中の情緒の測定＊

日本読書学会読書心理研究部会

塁

宇留野・藤雄*＊

阪 J 本敬彦

そ本稿は1958年に行われた日本読書学会読書心理研究部

会の研究のうち読書中の'情緒反応に関する研究を詳細に
I：、

報告するとともに，そこに生ずる問題点を考察しようと

するものである。
‐‐ 1．4－．－．’

〔I〕読書中の情緒の測定法について
港す．’
.□Bi,笹一.；・』、診◆､,6..,.

一読書中にｲ本験する種々の感情，快･不快，とくに怒

--りも恐れ｡悲しみ・嫌悪のような強い感情（情緒）は，

寺読書の効果を決定する要因としてゥまた読み物の適否を

三決定する要因として古くから重視されてきている。近

=鶴‘不良図書･雑誌・マンガ等が世に充満するにおよび

Jそれらの蝋刺激の強さ〃を問題にずることが多くなって

ききたさまた読み物以外のマスメディアの発達が，人の読
』 ・

〆

…書行動を制限することに気づかれ，読み物と他のマス・

や〆溌ｲrのもつ情緒誘発性の相違も大きな問題として浮

かび上ってきている。このように読書中の情緒体験が問奄
々｡■.｡~fO

簿≧して蹴識されてはいるが,笑窪に研究課題とし
…てとり上げられることが少なかったのは研究方法の困難一

一;無一人．～．‘

土性が主な原因であった。
‘ｩ･も、ざ．.長さ．．？α8．‐・・

イさて読書中の情緒の測定にあたっては，読み手が何ら
－．F、、‘i象・

ごかの形で外に現わしたi青緒（情緒表出）をとらえなけれ
ゼー〔〆r、：－，、

ぱな膳ない。ところでこの情緒表出には次の三つの段階
‘含i・・、、、cふ．．．．．

‐のも:のがあると想定してよし､であろう。

三u）意識的再生的表出

K2）意識的即時的表出､

Y鋤~意識下的表出一“一

＊MeasurementofEmotionalProcesSinReading

*＊FUjioUruno；TakahikoSakamoto（TheRea鼻

dingPSyCI39lPgyGzoup,JSSR）

4

(1)は読み手が，読み終ってから読書中の情緒体験を再生

して表出するものであるのに対し②は読みの最中に体験

する情緒を，即時的に表出するものである。またこれら

がいずれも読み手の意識的情緒表出であるのに対し，(3）

は読み手の意識下のI情緒が生理的表出として現われるも

のである｡

上述の観点から読書中の情緒の測定法として次の三つ

の方法が考えられよう。

1J読書後の内省記録

読み終ったあとで，感動した場面ダおもしろかった場

面などを面接・質問紙息・感想文などの形式で報告させ

る。これは従来多く用いられてきた方法で，情緒内容を

具体的に知ることができるが，読み手の意識上にあるも

のだけしか知り得ないし，さらに多くの場合，読み手の
い

'もつ読書態度などによって情緒内容がワクづけされ，し

たがって類型化されることがある。

2読書中の内省記録

この方法は与えられる文脈の途中で体験する情緒を即

時的に報告させるもので，読書後の内省のように類型化

されることはより少いが，読み手が読書中にコトパで内

省報告をすることは比較的むずかしいので，多くの報告

が得がたい欠点がある。この点プログラムアナライザー

を用いれば便利であろう。

一アナライザーの場合は，読書前にボックスのボタンの

押し方について，例えばAの感情がおこった時は①のボ

タン，Bの感情の時は②のボタン……のように読み手と

一定の約束をし，読み手は読書中にそれらの感'肩をもづ
、

たときに決められたボタンを押す｡機械は何人の読み手

がどのボタンを押したかを連続的に記録する。読書中の

32ユ
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内省をとる方法としては，コトパで報告する必要がない

ため報告が容易にできること，結果が機械的に記録され

ること，集団で測定できることなどの点で優れた方法で

ある。しかし渉ボタンの押し方の約束を実行させること

がむずかしいこと，ボタンを押す時の音が他の読み手に

影響しやすいことなどには注意を要する。

S意識下的反応の測定

上述の測定法は，いず二れも読み手の意識的な表出をと

らえるものであったもしかし，これだけではとらえられF

ない情緒反応，読み手の意識下にある情緒の動き，ある
．｡．..と

いは読み手が故意に報告しなかったような反応を無視す

るわけにはいかない。このような反応は，心臓の鼓動．

脈博ざ血圧･呼吸数．皮層の電気抵抗の変化などの生理

的現象におきかえて測定することができる。

中でも皮膚の電気反応の変化，PsyCho-galvanicrespo‐

nse（P.G､R)．の測定は，近年その応用領域が拡大され，

映画・ラジオ・テレビなどの効果の測定に重要な役割を

果している。…

被験者の皮属の二か所に電極をつけ，皮庸に感じない

程度の弱い電流を通じておいて，被験者に視覚的，聴覚

的などの刺激を与えると，電流に変化があらわれる（こ

の変化のことをP・GRという)。さらにその変化には

一定の傾向がありj情緒的興奮の場合には皮膚の電気抵

抗が減って電流が多く流れることが知られている。この

変化の記録は機賊的にｸー 抵抗値の変化を示す曲線の形で

行われる。

従来この方法は，単一の刺激によって得られる反応量

を測定するために個人実験の形で行われてきた。かかる

生理学的定量的実験の結果は数多く報告されているがj

それらの報告は次のようなPGR測定上の問題点を提起

している。

第1にPGRは被験者の状態や実験条件などに非常に

敏感であるd従って個人差が著しく，また同一被験者で

も，姿勢，皮慮の温度〆疲労度，精神的緊張，室温，湿

度など多くの要因によって左右されやすい。そこでよほ

ど慎重に実験場面を整備しないとか測定しようと思う反

a 25、 － － 5
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率などを計算することにはあまり意味がないとしてjもグー

場面または一定時間（例えば15秒）ごとのPGRの出現．
や一h．』号一．

頻数や抵抗値の変化を全体の流れの中にとらえれば充分

である。
卜．‐‐2．

このような理由で，集団測定法は，まだ必ずしも充分

な基礎的研究がふみこえているとはいい得ないにして

も；すでに実用の段階に入っており,この方法は読書中

の'情緒反応の測定に充分役立ち得るものといえよう｡r

〔Ⅱ〕読書とスライドにおける情緒反応の比較

読書心理部会は軌読み物と他のマス・メディアとの』感f

動体験の比較〃を課題としてとり上げた6そしそ他のマ

吟
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1）スライドと文章では，どちらに反応が多いか（刺

激方法による差）

鋤山淑大夫とひとふさのぶどうでは，どちらに反応

が多いか（刺激種による差）

3）読書のあとでスライドを見ると歩どちらに反応が

’衰読謙書科学（Ⅳ、2）‐

'1ス・メディアとしてスライドを選び，同一作品をスラ

ドで与えた場合と読書させた場合とでは情緒反応がど

ように異なるかをしらべた。この結果の概要は日‘;本読

学会第2回研究大会（1958）に発表し，集録､読書と

→ス・コミュニケーション〃（1959，牧書店）に掲載さ

たので，ここではなるべく重複を避けながら補足説明

→加えて報告を完成するつもりである。

JJ実験材料蝋ひとふさのぶどう〃、山槻大夫〃の本

イ
の
書
乏
れ
を

多いか．その逆のときはどうか（刺激順序による

．差）、

4）中学生と小学生では反応にどのような差があるか

（年令による差）

ii皇一塁PGR曲線は前章に述べた如く，一定時間

（この場合15秒）ごとのPGR出現頻数および抵抗値の

変化の二つの観点から考察された。この研究のように比

較を目的とする場合には出現頻数の計測がより有効であ

り，抵抗値の変化の観察はむしろ場面（またはページ）

ごとの反応状態を分析するのに有効であった。、

PGR出現頻数による考察は前出の大会集録にくわし

いので，ここでは主要な結果だけにふれる。

15秒間にあらわれたPGR15秒間にあらわれたPGR
出現頻数の平均（1）出現頻数の平均．②

と

スライド，計4種．

i蓮L塵皇室学芸大附中2年女子10名ずつ4グループ，

？．
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同附小5年女子10名ずつ4グループ。

布逗l定Z塾i前章の観点から，集団PGR,アナライザ

ーを併用し,.あわせて実験後に質問紙と作文により内省

をとる。アナライザーのボタンの押し方についての教示

はj次のように決めた。

抄
年

ザたとえばAグループの10名は先に､ひとふさのぶどう〃

を読み，次にそのスライドを見た。また〆たとえば中学

生のAグループは，「中学ひとふさのR→S群（reading

が先，Slideが後の意｣）

Z塗理上の4つの柱

学生

刺激方法 |中21小‘

Ｆ
書
清
書

イ
イ

ー
ブ
一
ブ

ス
読
丞
読

読書

スライドP

読書

ズライ1s。

ひとふさのぶどう

ひとふさのぶどう

山淑 大夫

山淑大夫

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

一

一
」

ｽﾗｲ瞭'3'01M6

|;|三雲二霊f雪雲＝ I
先あと

文章'3381291

口
頭グループ｜作

’

子壬2三i童各学年の4グループは次のように配属され

た。

※※．.…:1％レベル有意※……5％レベル有意

③スライドでは中学生より小学生，文章では小学生より

中学生に反応が多い※※（年令による差）

⑧中学生ではスライドより文章に※小学生では文章より

スライドに※※反応が多い。（刺激方法による差）

A，Bの結果から次のように言える。読みの力が乏し

い場合は一般に文章よりスライドに強く情緒反応がみら

れる。読みの力が増し，読書が身につくにつれて文章に

も反応を示すようになる。読書から得られる'情緒反応は

読書能力と密接な関係がある。

⑥執ひとふさのぶどう〃でも、山淑大夫〃でも，文章

よりスライドの方が反応が多い※(刺激方法による差)こ

れは，マス・メディアとしてスライドが文章よりも情緒

・誘発性に関する限り優位にあることを示すものと思われ

る｡

⑪リスライドでも文章でも、ひとふさのぶどう〃の方が

、山淑大夫〃よりも反応が多い※※（刺激種による差）

これは，内容が身近で表現の容易な作品の方が'情緒的反

応を誘発しやすいことを示すものと思われる。

6 －－326
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読書中の情緒の測定
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ひとふさのぶどう一
一有島’武I一郎原作迂
遠藤てるよ画

(E》刺激順序による差は，それほど判然としないがジ文

章表現・内容などがやさしい場合にば愈先に経験したも

のに強く反応する傾向があった画

以上のような結果から，もしここで測定したPGRが

読書（またはスライドを見る）時に受ける感動と密接な

関係があるとすれぱ，印刷媒体（printedmedia）よりも

視聴覚的媒体の方がより有効に読み手（または聴視者）

に働きかけるということになる。しかしPGRはどちら

かといえば反射的な情緒反応であり，読書の感動のよう

に理解・思考を通して体験される高次の感動を反映して

いるとは考えられない。ここでは、PGRにあらわれる

範囲に於ては〃という条件をつけて上の結果を解釈しな

ければならない。

以上はPGR出現頻数の平均値による比較であった。

読書中のj情緒反応は，このような平均的な値よりも，･全

体の文脈に応じて現われる情緒の変化の中により多くの

意味を持っている。

ここでPGR（抵抗値）の変化を画いてみると図のよ

うになる。これは蝋ひとふさのぶどう〃の読みとスライ

ドの曲線で，被験者は小学生ういずれも先に経験した場

合（読みはR→S群，スライドはS→R群）の曲線であ

る｡横軸は場面(ページ）と時間を示し,縦軸は抵抗値

を対数目盛にプロットしてある。ただし図を見やすくす

るため，縦軸は原図とは逆に曲線が上昇するほど抵抗値

が減少即ち'情緒反応が大になるように画いてある。

また参考までに，ここに使用したスライドの画面と説

明文を示す。実験の際う説明文は女声で録音して聞かせ

たものである。

小5）

(1)ひとふさのぶどう

(2)横浜の，山の手の高台に立つ違う
港が，ひと目で見渡せます缶とくにP
よく晴れた秋の日などは，ほんとツ
に，美しい景色を，見せてくれま
す。皇

子正男は，ここに立つたびに域職がB

好きだった，小学校のころの戯､出
が,:なつかしく，よ采がえって|く為
のです。

U

抵而抗値の変化（ひとふさのぶどう

桑

ゾ

(8)学校は，やばり,､この高台にあり‐
ました、？

先生も生徒も諺外国人の錬刷学校一
です。

そして正男確,･学校のいきかえり
には，いつも石Iだた承の坂道を乱だ￥
って．いちよう並木のあるも海くり
の通りを．,､とおるのでしたr‐｡‐

瓦

(4)黒い大きな貨物船，色とりどりのj

客船。正男は，この景色が大好き姪よ
した。そして，なんども絵権かいで
蕊ましだ。でも，そのすきとおる裳

うな,海の色と,識底の2も柔鳥農
うな赤い色だけはうどうして』もうう、
まくかけないのです。

ぽくのえのぐでは，どうしてもだ
めだ。正男はぅいつか，そう毒える
ようになりました。

I(6)「さようなら－｡」
｜ジムが，二郎三人のともだちと墨
正男のそばを，かけぬけま.Lた◎f手
には，新い､えのぐ箱を鮭か力礎で
いました6

－－ジﾑはjいいなぁ一一b:健篭･

も，あんなえのぐ買ってもらいたい

筆竺蕊

；‐

なあ｡一一

でも，正男は，気の弱いこど＄で
した。

(6)ある，秋晴の日の，写生の時間で
した。

ジムは，となりの子と，.なにがお
もしろそうに，わらっていました｡

そばには,あの'新しいえのぐが
◎

正男の目は,"やきつくように，そ
れを見ていましたb胸が，どきどき
してきました。ほしくてほしぐても

たまらなくなってきました・今…

(7)明るい外とは，反対に，正男の心

は,;しずんでい童した。
昼休みの教室に，残っているの

は，正男だけでした。正男の目は，
ときどき、ジムのつくえの方に骸走
り霞した。
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読書一科学W62）

(8)ナイフで,いろいろないたずら書
きが，ほりつけてあって，手あか
で，まつくるになっている｡あのつ
くえ｡－あのつくえの中に.あの

えのぐ箱があるんだ｡あの,青と赤
のえのぐ力3．－

(9)「カーン，カーン｡」

午後の授業のかねが，なりました．
ぎょっとしたように，立ちあがっ

て，まるで，ゆめでも見ているよう
に，ふらふらと，ジムのつくえに，
近よりました｡

あたりを見まわした正男は,手早
く，えのぐ箱の中から，青と赤のえ
のぐを，とり出していました。

⑩一だれか見ていただろうか。ジ

ムは，気がついただろうかd

正男にとって,午後の一時間が’
なんと,長く感じたことでしょうか。

授業が終って，いそいで,教室を
出よう廷じたとき，一
「君,.も‘よつと，こっちへおいで
よ」

正男は，どきん，としました。ク
ラス委員の子でした。

⑪正男は，運動場のすぷに，つれて
ゆかれました。
「君は，ジムのえのぐを持っている
だろう。出したまえ｡」

‘閉んなもの；ぼく'持ってやしな
正男は，_つい，でたらめをいいま

したさ
すると,ジムが,声をふるわせてか
「ぼくは，昼休みの前に，ちゃんと
調べておいたんだよ。そのときは,、
ゑんなあったんだ。それなのに，昼
休琴がすんだら，二つもなくなって
いるんだ6休み時間に.敦室にいた
のは，君だけじゃないか｡」

(②正男は,まっかになりました。～
ジムが,.いきなり，正男のポケッ
トに，手を入れようとしました。

噛蕊窪鰐:｣瀧ｹｯﾄ・
を瀞青菖蒜駁涛懸
ました｡一
一どうして，こんなことをしてし

ま該離漉綴溌灘
た。

⑬「ないて，おどかしたつてうだめ
だよ｡」

「先生に，いいつけてやろうよ｡」
一一先生にずああ，ぼくの大好きな
生先に，いいつけられる。一
動くまいとする正男を，みんなは

かかえるようにして〆ひっぱりまし
た6

“「どうしたの｡」
先生は，やさしい顔をむけました。
｢正男君は，ジム君のえのぐを，と
ったんです｡」・

先生は，少し顔をくもらして，

1蕊:鰯'－，i…
正男はb自分がグそんないやなや

つだと，好きな先生に知られるの
が，つらかったのです。

8，－

、

喫餓潔蕊磯溌鵠
かにききました～～ｰ‘、、-‐Z

正男は，深く,うなずきました。
「あなたは，自分のしたことを，い
やなことだったと,‘‘思っています
か｡」
なみだが,．ぼろぼろ,こぼれまし

た。正男はb先生に，だかれたまま
死んでしまいたいような気持に｡な
ってしまいました

⑯「わかったわね。もう,なくんじ
ゃないの，ね。先生,ちょっと座教
室に行ってきますから，ここで,静
かにして,いらっしゃい。いいわね。
先生は，ぶどうだなから，ひとふ

さもぎとって,』正男の，ひざの上に
おきました。・ず

⑰正男は，いつまでも’ないていま
した。‐

そして，いつのまにか，そのまま
ねむってしまいました。

象んな，もう帰ったとみえて，学
校の中は，し－んとしていま･した。

‐⑱ふと'肩を軽くゆすぶられて，目
・をさましました。先生のほほえんだ
≦顔が，すぐ目の前にありました｡．
「あら'たべなかったの。では,-お
うちへ持って，いって，おたくなさ
いね。な承だをふいて，さ，先生と
いっしょに，帰りましょうb」

⑲夕ぐれの海が，目にしぶるようで
した。

「あしたも，ちやんと，学校へくる
のよ｡そして，先生に，元気な顔を
見ぜてね。きっとよ・約束しましょ
うね｡」
「ええ｡」
正男は，いつまでも，先生を見送

っていました。

”先生と約束はしたものの，つぎの
日，学校へ行くのは，気が重いこと
でした。

一見ろ，どろぽうの，うそつきの
日本人が来たぞ，とみんなにいわれ
るだろう。でも，休んだら，先生は
きっと，悲しい顔をなさるだろう。

もう一度，先生のやさしい顔を見た
い ◎ 一

”と，どうでしょう。むこうから，
ジムがとんでくるではありません

か。

「正男君，まってたよ，先生のとこ
ろへ行こう｡｣

きのうのことなんか，忘れたよう

に,．にこにこしながら，いうので

すb
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ジが直接提供されない読み”

るやかである。読みの場合は

通してうその中に読み手が各

段階にいたってはじめうて情緒

ドの場合とは異質の反応があ

。またそのような高次醐鐙

うことから，読書行動の垂I体

われてくると思われる6息ふ

な動きこそないけれども；各

齢
●
鵠

製織､雲陛澱》為溌'h〈F
れましたね｡」．一‐・
心先生がﾚﾉおっしゃいました。、
「ジムは，もう，あなたから，あや

§ﾐってもらわなくてもいい,といっ
ています｡…ふたりはヴ今から,いい
お友だちになれば,､それでいいんで
すdふたりとも，じょうずに，あく

し識}､ij｣しはずかしそうに,あ
－くしゆじました。

燭「きのうのぶどうは，おいしかつ
ソと？」

「ええ??…go」‐－－
「それなら，まだ，あげましょう．
ね｡」
先生は，まどからのり出して,､大ー‐

きなひとふさをもぎとって，ふ確り‘
にわけて，くれました。一

白いこなのついた，むらさき色の
大つぶのぶどうでした｡

“ぶどうだなは，秋になると，いつ
鋤でも〆むらさき色にいろづいて,－美

し:く'白いこながつきます｡、
それをとってくださった先生の，

大理石のような,白い美しい手。
正男はjそのときから，前よりも

少し，いい子になり,．少しうはにか
ぷ屋でも，なくなったのでした。

乳きわ＝り
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～まず全体の流れを大まかに考察すると次のようにな

る。

一導入部では，スライドの曲線がほぼ直線的に低下する

"（これは筆者らの映画の研究の結果と酷似している)d

しかし文章の曲線は低下がみられず，むしろ僅かながら

上昇を示している。このことは導入部に於ては文章の方

がより強く読み手をひきつける,言いかえれば読み手が

文章の中に自己をより早く投入させたのではないかと推

察される。

中間部ではスライドが二つの大きな雪山を画いている。

第11場面では一時的に文章の曲線の上に出るが，またす

ぐ低下し第16場面が深い谷となる。それに対し文章は細

かい起伏をくり返しながら,ごく僅かな低下傾向を示す。

終結部においてスライドは大巾に上昇するが，文章で

は終末効果が少ない。このようにスライドと文章と間の

情緒反応には大きな相違がみられるのである。一

この結果をもって直ちに媒体としての文章的手段とス

ライド的手段とを云々することはさけなければならな

い。しかしj少なくとも，ここに得られた結果を読み手

の側からみると，原作者が意図した効果をタスライドの

曲線は十二分に，ある意味では強すぎる程に再現してい

3 29－9

蕊
■．■.■.■.■：貼出

:.¥.､葺・:強

浩 二

擁

,ほとんど全ての抵抗値減少

擬叫音語の影響もいちじるし

－ン〃では一時的に抵抗値が

を与える会話調の説明文Iま

に関連している。その他，

く，第9場面の、カーン力

減少した。

このような具体的イメー

場合には，‐E下の振れがゆ

文章の受容･理解・思考を

自のイメージを作り，その

的反応を起すので，スライ

らわれるのではなかろうか

を経なければならないとい

性，積極性などの特質が現

さらに読みの曲線は大幅

蝿

｡＆会
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抗値）記録をした時と同じ被験者の反応である。アナラ前章の結果から，われわれはスライドとの関連の中に

イザ痔の欄は，場面ごとに＋反応（感動）と－反応隙読書中の情緒的変化の特質を僅かながらもうかがい知る

悪）を示した人数が記入されている。表から明らかなよことができた。しかしそこには次のような未解決の問題

うに,.一般にスライドの方が反応が多い。PGR（抵抗がまだ多く残されている。

値）との関連をみると，10人中8人以上が十または－のまず第一にPGRで測定しうる情緒反応が読書過程に

反応をした場面では，ほとんど全てが抵抗値の減少を示於て如何なる心理的意味をもつかということである。そ

している。このことは，PGRの結果の解釈に当ってアこで，より精密な個人実験の実施が要求され，また'情緒

ナライザーが有効であることを示しているbまた中に的変化と読書材料･読書の深まり．より深い感動体験･パ

:たとえばスライドの第10場面は，アナライザーに多くの一スナリティなどとの関係を研究しなければならない。

反応がみられたのにPGR曲線が上昇（抵抗値減少）し第2に方法上の問題がある。前に述べたPGR，アナ

ない場面がある。ここに前章で述べた情緒表出のレベルライザー使用上の問題は勿論のこと，被験者の選定，読

による差が現われているとすれば興味深いことである。書材料の適否，読みの実験的コントロールの方法などに

次に表の作文中の再現数は，実験後に、他人に伝えるついて，より一層の考慮がはらわれなければならないで

つもりで〃という教示のもとにあらすじを書かせた場合あろう。

に，その場面を何人が再現したかが記入されている。たなお，ここに報告した研究はつぎの読書心理部会のメ

とえばS→R群10名中7名が第2場面を再現している。－ンパーによって主として行われたものであり筆者らはそ

ごこで両群がともによく再現した場面を拾うと第3,5,9,の報告者である。

13,16,19,20,21,22,23場面となる。これらはスライドの 阪本一郎望月久貴松村康平佐藤泰正村石昭三

PGR（抵抗値）曲線の変化が大きい場面と著しく一致岡田明上野英夫宇留野藤雄阪本敬彦、

する傾向にある。即ち強い情緒反応がみられたスライドしかし本稿は単なる報告のみにとどまっていないd結

の場面は多く人に想起されやすいということになるbこ果の意味づけは必ずしも部会メンバーの総意ばかりでは

のことは，マス・メディアの効果の優劣からみた場合，なく，筆者らの討議によるものも含まれている。その意

スライドの優位を示すものであろう。味で筆者らは文責を負うものである6

－ 10－330

、‘

読 書き科学（Ⅳ、2）

ページごとに小さなピニクを画きながら動いていること

､が特徴である。これはどのような意味をもつか，この実

験からは明らかではないが，読書中の情緒反応は,ほぼ

ページごとに増加減少をくり返し，このリズムのくり返

しの中に読書の深まり，より深い全体的感動が得られて

いくものと思われる亙

次にアナライザーと作文の結果の一部をPGRと対照

させながらまとめると次のようになる。

表はいずれも先の、ひとふさのぶどう〃のPGR（抵〔Ⅲ〕今後の課題
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読書資料の連関性ということについ頓

いうことについて半読書資料の連関'性と

暁f星中 学校

文雄*＊飛田念

しかし，この「読書指導」は，個々の作品内に終始し′‐

て，その作品から他の作品への連関ということは，ほとぐ＝

んどあつかおうとしていないbここに問題がある6了

ひとりの読み手がある作品を読んだあとかならずそこ〆

に何かの問題を残す。能力が低くて読みおおせなかった

ときは，読みおおせなかったということにおいて，また

一応読みおおせても，なんらの興味も感動もおぼえなか

ったとすれば，おぼえなかったそのことにおいて問題が上：

残る。ましてその能力をもって作品を一通り鑑賞できた

場合は，いわゆる問題的に本格的な問題をさまざまに残

す。いずれにしても，ひとりの読み手がひとつの作品を罰

採り上げたときには，かならずそのあとに何かの問題が

残るものと考えなければならない。

1指導の一つの手がかり

このごろ少年少女向きに編集された文学作品集で，作

品のうしろに『読書指導」をつけることがはやってい

る。これは戦後出された国語教科書の「手引き」になら

って，かつそれを拡充したものであろうが，とにかく読

書指導の一進歩であった。読書指導には，いわゆる「良

書」選定をもっぱらの仕事にしていた時代があった。読

書指導といえば，良い本を選んでやることだといってお

かしくないくらい，良書選定が重要な仕事であったので

ある。これはしかし，出版事情からしてやむをえないこ

とでもあった。「売れればよい」と考える利益本位の業

者のはんらんする時代にあって駅年少者を守るために

は，まず読んでよい本とつまらない本とのしわけからか

かることが必要だったのである。今だって，こうした出

版情勢はあまり変わ･ってはいないが，それでも，「良書」

選定が読書指導の全体的な仕事だと考えるようなことは

なくなった。それ以上もっともっとしなければならない

仕事がたくさんあることがわかったのである。その傾向

の一つの具体的な現われが，先の「読書指導」である。

｢これが良い作品だ」と投げだしてやるだけでなく，「そ

れをどう読んだらよいか」というところまで手を入れて

やろうというのである。これは意義のある事である。一

つの作品を鑑賞して，その鑑賞について他人の意見を知

ることは，鑑賞を深める意味において，また自己の取っ

た方向や態度を反省する意味において，おおいに効果の

あることである。
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読書指導の一つの仕事は，そうした問題に対する解決

の方途を助言してやることである。それは指導者との話

し合いによってもよいだろうし〆同じ作品を読んだ友人

どうしの話し合によらせてもよいだろう6いろいろと方

法はあるとおもわれるが，その中で有力な一つはゥ問題

の性質に応じてそれに関連した次の資料をすいせんして

やることである。つまり一種の適書指導を行なうことで

ある。これはあえて文学作品に限ったことではないが，

少年少女の読書は，その八，九○％が文学作品ないしそ

れに準じるもので占められている事実に徴し，ここでは

文学作品のばあいを例として考えてみるa一

一つの作品の次に他の作品をすいせんしてやるにも緋

$いくとおりかの方法が考えられる。いちばん多く使われ

るのは，作者を基準とするやりかたである。これは国語

科などでよく使われる方法であるが，たとえば教科書に

lJJJ鞠
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読〈書一科学【Ⅳ、2）

藤村の｢嵐」があったとすれば，その学習的発展として

同じ藤村の他の作品，「伸び支度jとか「分配」とか駅

あるいは「破戒」とかいった作品のあることを知らせる

のである。同一作家の作品をつぎつぎと読むことは文学

の鑑賞ないし研究の方法として，一つのゆきかたをなす

ものであるが，問題は読み手の能力である。これが高校

・上級生あるいは大学生というのであれば，問題はないと

おもうが，小学上学年ないし中学生のぱあいは，たいし

て意味がないdというより，むしろ無理といったほうが

奄あたっている。この年代の理解能力一般として，ひとり

の作家に即してjその人間的なものを問題としてゆくこ

とは，高程度に過ぎるのである。

それでは，作品間の連関は何によるのがよいか．問題

意識を活用するのが適当であるとおもわれる。甲の作品

を読んでいだいた問題に即して乙の作品を提示してやる

〃ので色ある。しかし「問題」と一口に言っても，口に言う

ほど単純なものではない一Q・

同一の作品に対しても，読み手の能力の程度により，

その読み方はさまざまである。したがってそこから堀り

}起こす問題もいろいろである。

2「坊っちゃん」を読んだら

．、激石の「坊っちゃん」は，中学生の愛読書である。毎

年ひきつづいてこんなに人気のある書物は，あまり例が

ない。毎日新聞の「読書世論調査」の「学校読書調査」

弓編によってみてもジいろいろの角度からの調査におい

て,ご年生三年生になると，だいたいトップのことが多

く，下っても三位どまり,である。「坊っちゃん」は，読

の条件にあてはまっているように見うけられる。

しかし，それは形式的な見方の結果で，双方の事情に

立ち入って分析してみると，かならずしも，見た目どお

りの状態ではない。

だいたい中学生が「坊っちゃん」を歓迎するのは，次

のような理由によると考えられる。

1いたずらが得意げに語られている。

2あだ名が随所につかわれている。

3教師間の争いがえがかれている。

4暴力がふるわれている。

5坊っちゃんの江戸っ子かたぎが気持よい。

6全編にユーモアがただよっている。

以上は中学生の読み手の意識の表にあらわれる「坊っ

ちゃん」歓迎の理由であるが，意識にのぼらない理由が

ある｡

7坊っちゃんの家族や世間に対する反抗性が愉快で
すある。

8文章のつっぱなしたような調子が好きである。

の二つo

だいたい中学生の「坊っちゃん」歓迎の理由はこんな

ところにあろうかとおもわれる。

これに対し，指導のがわの「坊っちゃん」をすいせん

する理由は，一口に言って文豪夏目激石の作品で，あく

どいエログロがないからだというにあるとしてよい。作

品の性格を十分につきつめて考えているわけではない．

日本の現代Z虻学を読ませるとしたら，激石を欠くわけに

はいかない。ところが激石の作品は大方が程度が高く，
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み手のがわからもこんなに人気があるのだが，読ませ手中学にわかるというものはあまりない。そのあまりない

－指導のがわからも，たいていすいせんの範囲に入れ中でまとまったものということになると，さしずめ「坊

ている。つまり，「坊づちゃん」は読み手のがわと指導っちゃん」がよかろうということになる。だが，その

のがわとの双方から支持される作品ということになるが「坊っちゃん」は，いわゆる良書意識から中味を検討し

これは読書指導の立ち場からたいへん好ましい，それだてみると，あまり良い事ばかりでないのは，さきに読み

けにあまりの類のない例の当つのように見える。読書指手の「坊っちゃん」歓迎理由のところで調べてみたとお

鴬の理想の一つは,読み手が好んで読む本が指導者のすりである。あれは読み手のがわからの理由として調べて

ル､せん本であり，指導者のすいせんする本を読み手がよみたものであるが，そのまま指導のがわからの検討条項

員ろこんで読むという状態である6「坊っちゃん」は，そとすることができる。だとすると,「坊っちゃん」は，
－12－’332
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いわゆる「良書」として選定して投げだしてしまったの

では,ほんとうの良書たりえないと見なければならな

い｡-問題点に対して相当の指導があって，はじめて良書

となる性質のものである。読み手が読んで，そのまま読

みっぱなしでは，けっしてためになることはない。むし

ろ，中学期の少年少女が表わしはじめている注意すべき

性向，反抗意識･‘暴力ﾈﾋ賛。無思慮性などを，無批判に

助長する恐れなしとしない。ぜひとも何らかの指導を加

えることを必要とする。

指導の方法としては，問題点に関して話し合いをする

のもよいが，それに強い関連のある他の作品を指示して

やるのが有効な方法である。「坊っちゃん」の鑑賞にお

いて残された問題を，別の作品の鑑賞において，比較や

批判や解決を得るようにしむけるのであるq話し合いに

よるぱあいほどきちんとゆかないかもしれないが，他方
●

それだけ自分で考えてみる態度や力がやしなわれること

になる。

r坊っちゃん｣において予想される問題点は，すでにあ

げた「坊っちゃん」歓迎の理由の条々が,.すなわちそれ
・／

にあたると見てよい。読み手にとってもっとも興味のあ

るところが，もっとも問題を残すところであるし，また

指導的にも発展的に掘り返す可能性を十分に含むところ

である。よろこぶ，おもしろがる，そのゆえに,･そのこ
“ ～‐ ；

とが問題となるのである。おもしろがるのは，そのまま

手放しで捨てておいてよいおもしろがりかたか，よろこ

ぶから，そこをつかまえて思考活動をおこす，ましてそ

こに解決を要求する疑問が生じたとすれば，それはかっ

こうな発展のきっかけを提示するものである，等々，歓

少

なければならな

a「山のか

さて，それで

いことを，心得ておくべきであるq1

なたに」をすいせんする左

は「坊っちゃん」に連関してどんな作品

Ｊ
Ｆ

『
ユ

をすいせんするかということになるのだが， ここではダ

石坂洋次郎氏の「山のかなたに」をあげてみることにす

る。「山のかなたに」は，昭和二十四年六月から十二月

まで読売新聞に連載されたもので，いわば大衆文学で:あ

る。大衆文学というと，それだけで教育の場では問題に

ならないとする向きがあるかもしれない。特に文学教育

を心がける人々が，ともするとそういうことを言いたが

る。つまり，ものごとをたいへん純粋に考えす《ぎて，かり

りにも文学教育という以上’第一級の作品を取り上げな

いと，その趣旨にそわないというのである。これはじか

し，文学教育の「文学」にだけとらわれ，「教育」を忘

れた緋というほかない。いかにも文学だけを考えたら，第

一級の作品，少くも純文学作品を取り上げるのが至当で

あろうが，それが教育という場における操作であること

を考えるとき，かならずしも第一級の，あるいは純文学

の作品とはかぎる要はないのである。二流三流の，もし

くは大衆文学でけつこうである。要は読み手ｶﾐ,まだ十

分鑑賞能力をそなえておらず，文学の何たるかを理解じ

礎
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勾啓
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蕊

蕊

迎の理由はそのまま読後の問題的となるのである。ていない人々であることをわきま

よって，次にそうした予想問題点をよりどころとしまず文学に近づけ親しませるのが
‐q

て，連関的にすいせんすべき作品について考えてみる。ことを知らなければならない。い

その前に,もう一度問題点の条項を整理しておくと，ずこのあたりに思いをいたし，も

，一・いたずら五。 江戸っ子かたぎぷした行き方をこころがけなければ

二・ あだ 名六・ユーモア うか。もし，文学教育では，そん

三．教師間の争い七．反抗牲罰できないというのであれぱ，読書

四す暴力八・文体の「不純な」どろにまみれること

333－－13－

え，そうした人々を,J

，当面のめあてであるﾎif

わゆる文学教育も，ま

つと読み手の実際に即j；

ならないのではなかみ

な「不純な」行き方力訂

指導では，すすんでそ

が必要である。一F

ゲ
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読書資料の連関性ということについてー

意味で，うらなりはその人をあわれむ意味において，い

ずれも好意の表われであるdあだ名というと何でもなし、

ことのように見すごしがちであるが，やはり反省してみ

ると，こんな意義がある。これは「山のかなたに」におL

いても適用してみることができる。たとえば「山のかな矛

たに」では，主人公の上島健太郎は寒ぶなであるし〆山

崎先生はエラ先生であるし，その他きつね・なまず・南了

京豆等，中学生らしいあだ名がさかんに出てくる。これ

らも，好意か反抗か，ないしはその混合かのいずれかに

なり，指導のための手がかりになるのであるが，おもル…

ろいのは，女主人公井上美佐子の母親うみ子に「名前なく

んて,何に似るか分らない，ブヨブヨの赤ン坊の時につJ

けてしまうんだけど,デダ名はその人に特徴が出てから

つけるんだから，これあ確かなんだよ｡」と言わせてい

ることばである。これは名まえの本質を突くと同時に〆

あだ名の意義をせん明にしている。つまり，あだ名はそ

の持ちぬしからしたぱあい，本名とはくらべものにならf

ないほど，象徴本来の意味にかなっているというのであ

る。したがってこの点をつかまえてウあだ名ばかりでな

く，名まえないし名称一般について考えるようもづてゆ八

くことは，このぱあいの指導の有力なめやすになる。

要するに，あだ名に関して「坊っちゃん」から「山の

かなたに」に発展したぱあい，一つは，あだ名はつける古

人の単なる思いつきや機知にすぎないものではなく，つ可

ける入のつけられる人に対する一種の批判の表われであ勇

るということ，二つは，あだ名は本名に対し，より本質〆

的であるというところから外名称一般への思索のきっか

けになるという，二つの点に，指導のねらいが置かれる

ことを考えておくことが必要である。

4おわりに戸

このあと，教師間の争い暴力・江戸っ子かたぎ・ユー

モア，反抗性・女撚等の予想問題点ｶﾐあるのだが,五許さ

れた紙数をすでに越したので，別の機会にゆずることに

する。要するに，読書指導における資料間の連関という

とを,Z鱈学的作品に例を取って考えてみようとしたのでr

ある。

の主人公で，生徒に人気のある若手の教師が，自分が書

いたことにして，手紙を取り.Lげてしまったから，事件

はそれ以上大きくならないですんだものの，捨てておけ

ば，ふたりの一人まえの男女が，それぞれの立場におい

て，それぞれの傷つきかたをするところであった。これ

などは，もう単なるいたずらではなく，はっきりした悪

意の行動と見てよい。

そこで，「坊っちゃん」を読んで，いたずらというこ

とに興味を持った読み手は，「坊っちゃん」においてま

ず,〃､たずらの限界ということを考えさせられ，ついで

提示された「山のかなたに」においては，いたずらと悪

意の行動との区別を知らされなければならない。そして

これが，いたずら問題における指導のポイントでもあ

る。いたずらをいたずらとしておもしろがると同時に，

少くもこれだけのことを考えるようにしむけるのが，指

導のがわの責任である。特に「山のかなたに」では，い

たずらと悪意の行動のそれぞれの材料が豊富であるか

ら，両者の区別を考えさせるには適当である。

つぎに，あだ名の問題である。あだ名は少年少女にと

って，もっとも興味のあることがらの一つである。まず

教師に対して，それから友だちどうしの間で，あだ名は

毎日の生活の大きな関心事である。そのあだ名が「坊っ

ちゃん」では外主要登場人物のほとんど全員に冠せられ

ている6たぬき・赤シャツ・やまあらし・のだいこ，う

らなり等々。しかもそれがすべて先生のあだ名であるか

ら，読み手，ことに教師にあだ名をつけることにうつつ

をぬかしている中学生などには，うれしくてたまらな

い。だいたいあだ名は，つける人のつけられる人に対す

る好意の表われであるぱあいと，反ばつの表われである

ぱあいと，さらに両者の混合した微妙な色合いのぱあい

とがある。「坊っちゃん」においては，たぬきは腹黒い

という意味において，赤シャツは男のくせにきざなとい

う意味において，のだいこはおたいこをたたくがいなか

くさいというのを野大根の見かけだけで根がみすぼらし

いというのにかけた意味において，それぞれ反ばつ的で

ある。これに対しやまあらしは戦闘的で男らしいという

3 35－15

夢
一二戸

蕊
蕊
一

唖
》
蕊
謬
鶴
●
鐸
》
》

琴

'.ノ

灘

鞘・・・｡

:難:､蕊

■■.h：：:

自.ｮ.:肖当.瑚:.｡.･:::::、

、夕

壷

一：噌・1

．－，‘:‘如剃



完
生

議蕊ﾃ

iI蕊十J

蟹

鍵蕊蕊鱗蕊蕊識
ｐ
一

〆

2）読《蓬.'書墨科忌学 (Ⅳ

ミ

読二み，易 さ』のご研〆究誓

一一クローズ法の応用一

お茶の水女子大学波 多 野

東‘京大学，小笠原

拝

治
子

凸母

』

ヘ読承易さに関する研究は，外国ではうR・フレッシュ(8X4)，E・デール(1)(2)(8)などのものが有名でありう日本では

堀川直義⑨,~森岡健二(KXn)のものが知られている。日本におけるこれまでの読承易さの研究では，その要因となるべ

きものを，1．文の長さ，2．漢字の多少，3．構文の複雑さ等を主にとりあげてきている。

●本論文では，これらの要素主義的な方向とは全然異った測定法であるW､L､テイラーの発案なるクローズ法(5)(6)に

lま差実験的研究を報告するdｸﾛーズ法の日本語への適用はすでに芝祐順にルて発表されているが(7),氷論文では
その研究を基にして，さらに日本語の短い文章への応用と，教育的見地からの児童文への応用，さらに広告文のよう

なものにどのように適用出来るかの研究を試みた。

へこれまでのいろいろなクローズ法に関する研究からわかるように，文がある一定の長さ以上長くないと，クローズ

法のテズトを行うことが出来ない。

それは抜取率とブランク数の値でおのずから決めて来るので宴ある。日本語において，語単位のクロ､－ズ法を用う場

斗合伽語の抜取率は，10-20％が文脈を破かいしない限度であることが，先の発表において知られているq

又一文章についてのブランク数は,:大体，30～50個が必要とされていることも知られている。これらにより，クロ

ーズ法の実験可能な文章の長さは,おのずから決定されてくるわけである。
‐ここで40個のブランク数を必要と考え，ぎづと計算して承ると，一文章の長さは，少なくとも200語から400語が必

要となってくる。

上の条件の限界以下の長さしか持たぬ文章について，クローズ法を用いることは出来ないであろうか。つまり，か

なり短い文章についてのクローズ法の適用ということが問題となる。そしてこの場合でもやはり，抜取率とブランク
q･E－ Rle｡■.←,ウ

ラ数;はそのままにおかなくてはならないざ何故』なら，これらをかえることは，クローズ法そのものの測定法がなりたた

なくなるからである。

，そこでジ一つの短い文ﾄ章について，何種類かの抜取の箇所をかえたテスト用紙をつくハそれをふつうに行うクロ

ーズ法よりも，大勢の被験者を用いて，テストを行う方法が考えられる。

一例えば，ある文章について，始めから第4番目の語を起点として各8番自毎の語をぬいていく方:法を第1種類と

じ，昌次催始めから第5番目の語を起点として各8番目毎の語を抜いていく方法を第2種類とし，以下起点となる抜取

の語を義自らし蓮同様の抜取率で語を抜いていく。各煮の種類について約30以上の被験者を必要とするので，被験者総

数健’一ヨールー，_ず－．－，‐貞辱
30×抜取方法の種類数

_以上となる。

.‐これに.よってふつうに用いられるクローズ法でIは〆測ることの出来なかった短い文章についても，クローズ法を用

睡ることが出来るであろう。以下実験を行って承る。

ざ

…
…

、

参

溌
蕊
－
．
．
群
●
鍔
謬
●
鐸
難

識
譲
鍵
《
鍵
》

織
灘
譲
鱗
鐸
識

半AStudy噸]ReadabilihY--AnAdaptatiQnOIJ実験の目的ヘジ、ダ、〆Lハジ､〆､"、クー=

~ ClozeProcedureJ2I上述べたような考えにもとずき，短い文章を，抜取

響KanjiHatano（OChanomiz1iCO11egepfWbmenl～箇翫をかえた種類をいくつかつくることによってクロー

IknkoOgasaWrara（'no町oUniv6）、ズ法の適用を試みる。もしそれが出来るとしたら，一般
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豊， に短い文章である児童向きの文章や広告文への応用がど

れくらい役立つものであるのか検討してゆきたい。．‐

一般的手続き
宗､ハハジ、ハハJ～ペハダ､ハ

実験IⅡに共通な一般的手続きを列挙するd‐

L削除の単位～

語を単位とする。

2．抜坂の仕方

第1種類始めから第4番目の語を起点として各8番

目毎を抜きとる，

第2種類始めから第5番目の語を起点として各8番

目毎を抜きとる。

第3種類始めから第6番目の語を起点として各8番

目毎を抜きとる。

以呈下起点となる語を第7番目第8番目とずらしてゆ

き第4種類'第5種類までつくる｡

各種類はいずれも'2.5％の抜取率，各種類につき文章

のブランク数は7個とする。したがって一文章につい

て，全部の種類からのブランク数は総計35個となる*．

3副採点方法

原文との一致を基準とする。同義語を認めない。

実験I短い文章への適用の実験

目 的

すでにクローズ法のテストによって文章の難易の順序

づけが行われている8文章を材料に用い，各文章から適

勤当な箇所を60語あまりになるようにえらび出す。それら
！－．

の短い文章を抜取り方法をかえて5種類つくり,クロー

ズ法によってテストを行う。その結果をもとの8文章の

順位の結果とくらべて検討してみる。又えらんだ短い文

章の難易の順を評定者によって評定を受ける。

手続 ぎ J ゞ

1．被験者大学生200名（1種類につき40名）

2．テストを行った文章の原文につき,評定者群**に

直接読み易さの評定を受ける。

江

ゾ

11瑠礁
|,r
IE． ．

吟:蕊:雷盈
r:::…衿馨::i
い:零』A:癖:;:÷
r･:.．...．...;:．:::::蕊．:．』難患

雪『

●〆

－口

上〆

〔抜きとられた単位数9〕×醗験者数コ
*＊総平均適中率＝

器心理学研究で芝の行った実験に用いた文章をこれから多数標本とよび

本実験の分を少数標本とよぶこととする。

一._“ー‘空＝_L－－〔適中した単位数の全被験者合骨、

＊クローズ法のふつうのやり方では一文章のブランク数が30～40個必要

なのであらかじめ計算してこのように設定する。

＊＊評定者群は東大教育心理大学院生及び国語研究所員合計10名
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ピアマンの順位相関をとると．

γs＝､694を示し，これは有意性を示さない。

第三表テストの結果について多数標本の結果と比較
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この値はp〈0.001水準で有意である，

テストの結果を多数標本のテストの結果とくらべてス・
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･は有意でない。テストの結果と評定の結果のピアソンの
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相関係数を求めるとγ＝，834を示しこれは，1％水準で

有意である。
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この二つの結果のスピアマンの順位相関係数は
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評定の結果を多数標本の評定の結果とくらべてみる

と，スピアマンの順位相関で，γs＝､976を示し，1％水

準で有意である6
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壬読承易さの研究

実験Ⅱ児童文への適用の実験

目的一一而

前実験において，クローズ法の短い文章への適用が可、

能であることがわかったので，本実験では一般に短い文

章である児童文についての適用を試みる･

児童向きの文章を材料として，被験者を児童とする場

合，どのような結果が得られるであろうか。

調べる主な事柄は次の二点であるα

1．文章間の難易の順序がどのように出てくるかo学年、

別と文章別との関係を調べる。

2．クローズ法によって読解力の発達を調べることが出〆

来るか。教育的な面への応用。

手続き

1．被験者

小学校3年から6年まで各1組ずつ，中学1.2年各1

組ずつ，高校1年を1組。

2．評定

国語の小学校，中学校教師及び教育心理専門家によっ

て評定をうける。10名

材料

東京大学学力標準テスト＊〔国語〕の二年から六年用、

までの中に書かれてある文章につき，適当と思われると

ころの文章各60語あまりずつとり出す．各学年に問題と

なるべき文章を一つずつこしらえる｡‐

f文章の仮題一

二 年 用 * ＊ 問 題 1 た か

三年用**＊問題2つばめ

四 年 用 * * * ＊ 問 題 3 ミ レ ー

五年用****＊問題‘4絵

六年用******問題5権利

抜取方法，抜取率，ブランク数などについては，実験

Iと全く同じである。

結果

結果はテストについては，各文章毎，各学年毎，総合

についてまとめてみる。

塗
第五表実験1におけるテストと評定の読承易さの順位

患＃
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スピアマンの順位相関係数γs＝0.694ピアソンの相

関係数γ＝0.8341％水準で有意

考 察

まず本実験の目的であるクローズ法の短い文章への適

用の可能性について考えてみたい。

テストにおける文章間の難易の序列は第一表に示すよ

うに，大体において有意差が出てきている。叉ピアソン

の相関係数によれば，評定とテストとの結果は，、834を

示し，この方法によってクローズ法が短い文章に適用出

来ることがわかる。

‐テストと評定の結果の文章の難易の序列をスピアマン

の順位相関で求めると，γs＝､694で有意性が出て来ない

が，ピアソンの相関係数ではγ＝､834を示し1％水準

で有意である。これを統計的に考えると，二つの序列を

くらべてみるとき，難易の両端において大体一致してい

るが，序列の中間ではくいちがっている。中間の比較的

序列の間のひらきの（スコアの点数が中間では接近して

いる）少いところでは一致せず，両端において比較的一

致しているというのは，信頼の高い部分で一致している

事を示すもので，重要なことである。

多数標本と少数標本の評定結果を比較してみると，よ

く･一致しているが，テスト結果は一致しているとはいえ

ない。これは，標本数が少ないともとの文章からずれが

．出て来て，クローズスコアにそのずれがあらわれて来る

ことを示Lている。であるから，ここに本実験のテスト

方法の限界があろう。本実験で行ったテスト方法は，長

い文章のある一部分をぬき出したものに用いるよりも，

もとの母集団となるべき文章が短い文章であるような場

合に応用するのが妥当である。
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第八表10名の評定者による読み易さの順位づけ

第九表各学年における問題の難易の順位づけ
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読み易さの研尭

1．文章間の難易が出てくるかという問題については，している。

第1図第2図に示すように，各学年とも各女童についやさしい文章からむずかしい文章へどのように勾配が

てかなりはっきりした差をもって文章の難易の順序づけかわっていくか，モデルの図を書いてみると次のように

力§なされている。 な る。餌…

了誼
そしてその順は，小学校3年から5年までは,‘学力標

A図B図C_.図

‐fいも．

JJL雲り
蒜瀞

､‘

準テストによる難易の順にクローズ･スコアが一致する

が,'小学校6年，中学1年2年,高校1年では，その順

が違って来ている。すなわち，小学6年では問題rilた≠

か〃の文章がいちばんクローズ・スコアのたかいことは

低学年とかわりないが，2ばん目にクローズ・スコアの

たかいのは問題4、絵〃の文章となり，いちばんスコア

の低いのが問題3，ミレー′の文章となっている。

また中学1年から高校1年までは,低学年ではいちば

んクローズ・スコアの低い問題5、権利〃（論文調）が

スコアの高い方から2ばん目になっている。次にスコア

のたかいのが問題4､絵"と注って低学年と逆になって

いる。

これは高学年になるほど推理のはたらく論文的なもの

（問題5など）が容易になり，クローズ・スコアの適中

率も大きくなるからであろう．

2．クローズ法によって読解力の発達を調べることが出

来るかということについては，各問題の文章について，

大i本において，学年順をおってスコアが高くな・ってゆき

読解力を調べるめやすとしてクローズ法が使用出来るこ

とがわかる。（第1図参照）

第1図について考えてみると次のようなことに気がつ

く。…

1．勾配が右上りであること

日『

ス
コ
ア

ス
コ
ア

ス
コ
ア

￥
学年学年一．学年

A図は問題1の例，B図は問題2．3の例，C図は問題がr

4．5の例である。

これらの図でわかるように，ある程度以下のやさしい
‐ f

文章では，クローズ。スコアの勾配にはっきりした差が

出て来ない。しかし文章が適当に難かしぐ，子どもの能：

力の段階をつけられるものであれば，B図の点P'の左側

の勾配，c図の点Pの左側の勾配のように，非常にセン

シテイブな結果が得られるのである。とくに点P'の左側

の勾配直線などは，読解能力の尺度化を試みる時貴重な和

ものになるであろう。

叉このグラフと子どものカリキュラムとの関連を考え

てみる。子どもの読解力に応じて教材を選ぶ文章ばPI

の少じ手前左側のところあたりの難易度をもつ文章瀧よ

い。（この実験で用いた文章は学力標準テストからとり

出したものであるが，各学年のふりあてが大体結果的侭、

上にのべたようになっていることがわかる｡）つまり子乱

どもにとってやさしく読みこなせるものより少し難しい
．声（

ものを選ぶのがよく，その方面からもこのグラフはこれ～

から先の利用が期待される。

蕊
；

これは学年の順にスコアがたかくなっていることを示補そく実験広告文への応用

している。読解能力の発達に応じて，スコアがたかくな 以上の二つの実験で短い文章の読み易さが測れること

るようなテストはy子どもの能力と文章の難しさの両方がわかった。さらに広告文のような短い文の時になる

から考えた場合大いに有用であろう。と，クローズ法はどのように利用出来るであろうかdそ

2．勾配の角度が学年により差があること，れについての簡単な実験を試みる。、

叉この図について勾配の角度をとりあげるならば，問手続き

題1の文章はほとんどめだたないほどのゆるやかな勾配肖I除の単位は文字とする．
託．‐、1．. ｰ‐．与一’'1 －1

を持ち，問題2.3.4.5.とな電るにつれて〆急な勾配をな抜取の仕方は次のようにする。

3 4エ－21－

酢夕
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読；書、科学（Ⅳ、2）

第1種類始めから第4番目の文字を起点として第8

糾番目ごとに抜きとる。

第2種類始めから第5番目の文字を起点として第8

~番目ごとに抜きとる。

第3種類始めから第6番目の文字を起点として第8

番目ごとに抜きとる。

以下同様にして8種類の抜き取り方法別のものをつく

、る｡

被験者160名，各種類毎に20名が行う。

林料次の広告文*を用う･

1朝はサン夜はスター

2窓口は夜も昼も日曜も

3－クシャミが出たらアプロガン寒気がしたらアプロ

…ガン今年の風邪はアプロガン

4大丸は楽しいくらしのパイロット

5正しい時計はオリエント

6〆季節のお買物は優良百貨の伊勢丹へ

結果

結果は各広告文毎につき総平均適中率を求める。

第十表広告文について各文毎の総平均適中率

～結論

1．従来のクローズ法では，少なくとも200語から400＊

語なければ文章をテストすることが出来なかったがi，抜

きとりの仕方を操作的にかえ，被験者数を増すことによ

って60語前後の短い文章でもクローズ法のテストを用い

られることがわかった。

2．上の結果の応用として，一般に短い文章である児童

文につきクローズ法の応用を試みた。小，、中，高の生徒

につき五つの文章を用いてテストしたところ次のような

結果が得られた。

a）各学年とも各文章につき，かなりはっきりした差を

もって文章の難易の順序づけがされている。

b）各文章につき，大体において学年順をおってスコア

が高くなってゆき，読解力の発達段階を調べることが

出来る。

c）上の二つのことから，子どもの発達段階に応じた

適当な難易度をもつ文章を教材として選ぶことの出来

る可能性をもつ。

3‘広告文のごとく，さらに短い文につきクローズ法を

応用したところ，各広告文につき差のあるスコアを得
9‐

た。

これは，それらの広告文が相対的に被験者にどのてい

どファミリアーに知られているかを知る手がかりとな

る。ある広告文につき広告をする前としたあとにテスト

を行えば，その広告文の被験者への読み易さや知られ方

Iなどを測ることが出来よう**。

4．これらの実用的応用として考えられることは次のよ

うなものである。

a）文章の長さにほとんど制約なく，クローズ法が用い

られること。

b）児童のカリキュラムを考えた場合，その発達段階に

応じた適当な文章を選択することが出来ること。試案

として，モデルの図をこころみた。

､
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鮮
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陵
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爵
爵
溌
溌
儲
隣
隠
隠
隣
隣
鶏

、曇薮

＊大西雅雄，大伏肇著放送ことば

た。

'(朝は)'2(窓ﾛ)緯隻(門4卿|(正乞い)|(季晶の）

補そく実験の結果からわかること及び考察

広告文のごとく短い文についてクローズ法を応用した

ところ，各文にそれぞれ違う総平均適中率が得られた。

(第十表参照）・

ある広告文をつくり，このようなテストを行い，広告

をしてから皆にゆきわたった後，叉テストを行えば，そ

の広告文がどれくらい知られたかを測ることが出来よ

う。さまざまの広告文について，同時的にこのように，

ある一定時間の前後にテストを行えば，各広告文の知ら

；れ方が比較出来ることになろう。’

､9501．5801．9341．8361．8091．1384

＊従来のクローズ法では抜取率10％～20％ブンクラ数大体40個を必要と

1の中より適当なものを選び出しするので逆算すると出て来る。

＊＊この場合もいくつかの広告文について比較して相対的に出てくるわけ

である。 ‐‐
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読承易さの研究

､ClozeProcedureANeWToolfOrMeasuring

Readability〃

JournalismQuarterlyFalll953p､415～433

〃 ，IKyungWonLee

､WrittenKoreanandClozeProcedure〃、

Julyl956（unPUbliShed）

芝祐順

読み易さの測り方心理学研究Vol､28No.2P､67

波多野完治一小笠原生子

やさしい文章とむずかしい文章

読書科学4昭和32年9月p,58

堀川直義

文章のわかりやすさの研究

朝日新:間調査研究室報告1957

森岡健二

教科書文章の難易調査

言語生活昭29年3月p､35

〃

c）成人用，児童用の文章もともに代表的文例について

読み易さの尺度をつくっておけば，その尺度に，ある

任意の文の読み易さを位置ずけることが出来る。

追記

本論紋:は小笠原の昭和33年度お茶の水女子大学におけ

る卒業論佼の一部にもとづくものである。多くの資料と

援助を下さった芝祐順氏，その他多くの方々にお世話に

なったことを心から感謝いたします。
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読一書汁科官学（Ⅳ。2）

小｡中学生の中断読書について＊

－その実態と要因をさぐる－

岡本杢六*＊

4

に学級で授業中に一斎に行なわれたが，読んだ図書の発

行所やページ数などで正確に覚えていない部分は，家庭

に持ち帰って記入させた6

被調査者は，表1にみられるように，小学校6年生群

中学生群，女子高校生群に三大別される。これらの学校

の選択に当っては，積極的に御協力いただける学校とい

うことを目安にした。したがって,．この調査は日本全国

の児童生徒を代表する見本について行われたものではな

い。たまたまある学校について行われた資料であるとい

うことを，結果の解釈に当っては考慮する必要があろ

う。

Ⅱ読書量の調査結果

この調査の第一問は，5月中に読んだ教科書以外の単

行本の調査である。読み切れた本も途中で中断した本

も，共にその①著者，②書名，③発行所名，④ページ数

を書かせた。途中で中断した本については，⑤中断した

ページも書かせた。この第一間の調査資料について，先

Iはじ めに

ふつうの読書調査は，読み切れた本について行われ

る。この読書調査は，読み切れない本を中心とした，中

断された読書の調査である。

誰でも，読み切れないのに，途中で読書を中断したく

はないであろう。多くの場合，読書を中断してしまえ

ば，読書の目的が達せられないだけでなく，読書による

満足感を味わうこともできないからである。それにも拘

らず，読書の中断が応々 にして行われるのは，読書の途

中で種々 の障碍が現れてくるからである。その為に，止

むを得ず読書を中断するのである。

tこの読書調査では，たとえばつぎのような点を明らか

にしようとしている。

j「読書の中断は，児童の読書においてはどのくらい現

:われているか」
イ

「読書の中断は，どんな内的および外的障害によって

ひきおこされるか」

零

：ザ綴1f:農:;鰹:i蕊蕊1錘剥

1 「中断された読書は,~再び適当な機会に継続する気持ず読書量を調べてみよう。

があるのか」 （1）学校差の大きい読書量

ﾆのような点について，先ず大雑把な分析を試みるの表1は，一人一カ月当り読む冊数の平均を算出し，こ・

がうとの調査の目的である。その為に，主として客観的れにより群別の読書量を示したものである。表によると

ステトの3塁択法を用いた質問紙を作製した。そしてこれ一人一カ月当りの読書量は皿小学6年生群も女子高校生

ずを6月上旬に〆各学級単位に実施した。問題の解答は主群も2冊強である。筆者が他の研究の資料を整理しかえ
したところによると，一人一カ月当り2冊内外の単行本

葬AStudyonReadinginChildrenStoppedon を読むという結果がでているので(註1)，この調査結果
ずHalfWay
－一ChieflyabouttheirReadingLivesandthe は先ず穏当な線といえよう。ただ中学のTM中学1．2

"‐ReadingBarriers一 年生群の読書量は，表1によるとはるかに大きく，T中
**byKeirOkuOkamoto

f(RisSyogakuenCollegeforWomen） 学とY中学の3年生群の読書量は逆に小さすぎる。これ

－24－3響裂

々
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加藤輝男著「福沢諭吉」掘尾春史箸［勝

小中学生の中断読書にゑぃ歪

は田植の盛んに行われている5月の読書調査であったか

ら；その為にとくに陥没が著しいのであろう。．

（2）3冊に1冊は中断されている小学6年生の読書．

つぎに，表1の読み切れずに中断した図書の読書量を眺

みてみよう。これによると，中断した図書は一人一カ月

に一冊未満である。いま，読んだ本全体を100％とし〆

その中の中断された図書の割合を算出してみると，それ

は表2のようになる。この表でみると,小学6年生では，

は，前者においては読書力を向上させる為の組織的な指‘

導を3年連続行ってきている。（註2）そういう特別指

導の一つの効果が，読書量の増大となって現れたもので

あろう．後者の読書量の小さい理由としては，これは中

学3年生のためであろう。中学3年は進学や就織という

特殊な問題が横たわっている学年であるから，一般的に

は読書の陥没する時期ではないだろうか。なお同じ中学

3年でも農村のT中学の読書は陥没が甚だしいが，これ

寺

‘ず

(表1）一人一カ月当りの読書量
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欄のようになる。この表について，つぎに考慮してみよ

う。

(1)小学校6年生群は伝記・少年少女小説を多く読む，

表3によると，小学校6年生群は，伝記と少年も少女ZI3ir

説を圧倒的に多く読んでいることがわかる。このうち伝

(表2）読んだ本全体に対する中断された本の割合(％）

％
〃
〃
〃
〃
〃
〃

岨
別
妬
鴻
６
９
釦

①勾二|野

①生 Pj 唖 評’女？‐ゴー信11硬漂

小学6年|中～学￥

中断された本の割合が最も多く，3冊に1冊にものぼっ

ている。いかに読書の中断という，問題の読書が多いか

が明らかで:ある。

もっとも，この傾向は中学・高校に進むにつれて，漸

次減少する傾向はみられる。‘これは，上級学年に進むに

つれて，

①適書選択の技能が向上すること。

②読書力が向上すること。

③望ましい読書習慣がつくこと。

こういった種々の理由にもとずくものであろう。…

Ⅲ 読 書 内 容

つぎに，読まれた本を種類別に集計すると牙表3のA

-⑤

(表3）読んだ本の種&類別

灘i鍵
:..:::...:;蕊蕊．

蕊

中断された本

読んだ本全体．
(B）

T 小“ 学

R小 学

宮崎県郡部

東京都品川区

48人

42人

2.0冊

2.4冊

0．7冊f

0.9：冊～
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読書～く科学（Ⅳ噂2）ル

海ｿff｣，塚原亮一箸「コロンブス｣，中沢公平著「マルコ

ポーロ」などは比較的多く読まれている。少年少女小説

の方は北条誠著の｢幸は山の彼方に」「孤独の花｣式の

少女小説が多く読まれている。この他に小学6年生群で

多く読まれている冒険探偵物は，江戸川乱歩著の「少年

探偵団」「‘怪人二十面相｣に集中しており〆当然なこと

であるがこれは男子に多い。童話は主に著名な外国作品

で，たとえばグリム，アンデルセン，パーネットなどが

:あげられる。小学6年生群で意外なのは文学作品が約1

割もあげられていることである。これは原著そのままで

なく，子ども向きにやさしく書きかえたものを読んでい

琴るのである。この種のものとしては激石著「坊っちゃ

ん」｢わが輩はねこである｣，福田清人箸「古事記物語」

「平家物語」などが比較的多くのものに読まれていた。

石坂洋次郎（丘は花ざかり）

⑧大林清一(夢いつの日に）

北条誠く緑はるかに）

円蝿攻子（春待つ花）

⑥竹山敏郎（ベートーベン）

・池田宣政（リンカーン）

瀬沼茂樹（島崎藤村）

⑪柴田錬三郎（白馬の騎士）

呉承思（西遊記）

クリスチー（ABC事件）

⑧バーネット（小公子）

ウェブスター（足長おじさん）

リピポルフ（わが友キキー）

サッパー（母の一家）

ジイド（田園交響曲）

以上挙げた作家の作品が比較的多く読まれている。な

お邦人作家と外国人作家との作品の比はほぼ7対1とな《

っている。したがって，中学生では離訳物の占める比重j

はまだそれほど大きくはないといえよう。

(3)女子高校生は武者小路作品と離訳物が多く読まれ：

る。

最後に，女子高校生の読書内容をながめてみよう。先

ず，邦人作家の作品と外人作家の作品との読まれる比率

であるが，その比はほぼ2対1となっている。これを中

学生の7対1という比率に較べるならば，女子高校生は

いかに雛訳物を愛好しているかが明らかである。では，

具体的にどんな作家の作品が読まれているか，それはつ

ぎのとおりである。なお，このうち武者小路が断然トッ

プであった。（括孤内は作品例である）

武者小路実篤（友情･幸福論）

夏目激石（草枕）

山本有三（真実一路）

石坂洋次郎（丘は花ざかり）

,芥川竜之助（羅生門）

川端康成（千羽鶴）

ジイド（狭き門）
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参ら=菖畿

矛童話については，小学6

い。表3のB欄によれば2．

ないのである｡､これは，前

ジ数の多い雛訳童話が読ま

学では5冊に1冊しか読書

は事例数が少ないので統計

な意味で信用できないのは

これは小・中学とも読んだ

ある。に

最後に文学作品であるが

冊に1冊の割合で；比較的

ヘッセ（湖畔のアトリエ）

デユマ（椿姫）

スタインベック（赤い小鳥）

（4）読書の中断は冒険物・伝記に多い。

以上，読んだ本全体の読書内容について考慮してき

た。ここで中断された本について,．どんな読書内容のも

のに多いかを述べよう。表3のB欄は，本の種類別に読

んだ本全体を，中断された本で割った値であるひしたが

って，この欄の値286は,2.6冊読むうちに1冊は終りま

で読み切れないということである。～L

古表3のB欄の値をみると，小学6年群も中学群も,~少

年・少女小説欄の値は大きい。4,5冊に1冊ぐらいしか，

読書の中断が行われないのである。少年・少女小説は興

味本位で，軽い気持で読めるから,この結果は当然なこ

どである。J‘

表3のB欄をみるとう:冒険探偵物と歴史伝記は共にそ

の値が低い。つまりこれらの本は読み切れないで，中断

され易いのである。これは小学6年生群についても，中

学生群についてもいえることである．冒険探偵物は興隣ご

性は強いが,まとまったいくつかの事件にわかれていぶ

る。したがって事件のまとまりまで読めば，終りまで読

まなくても結構満足できる｡それに，冒険探偵物は自分

で本を買って読むよりも，ちょっと借りて読むというこ

とが多いであろう。こんなところに，読書の中断の多い

原因があろう。これに対して，歴史。伝記物はやはり興

味性がうすく，しかもかなりページ数があるという点にジ

中断の原因があるのであろう。

壷琴層のF回困rカミ理

3冊に1HIf0

ノ】■■

琴

割~9つ"とい，（ざ。

20刀叫巽

，

年群も他の群も，「楽しみ｣のためという答が最も多い。ため」という読書目的を加える＆7割近い数値にな

-とくに，女子高校の場合は著しい。これに「暇つぶしのる。余暇生活における自由読書である以上，娯楽的要素

34 ア、－－27－

冊に1冊の割合で；比較的読書の中断が多い｡L子ども融

きにやさしく書きかえても，やはり内容的についてゆけ，

ない文学書が多いためであろう。中学生になると，中断

は3．も冊に1冊であるから，かなり文学書についてゆく

ようになるci文学といっても，大衆小説もこれに含めてI

いるので，この点も加味して解釈せねばならないo…i

一Ⅲ中断された読書の分析

中断された本の種類別については，これまでにのべて；

きた。ここで中断された本について，その読書目的,読

書動機,読書の障害などの分析を行ってみよう9藤調奮

者は前と同じであるが，調査期間中に（本年5月1日言

31日）読書の中断のなかった若干名の被験者もいる｡こ・

れらのものは当然除外してある。

（1）読書の目的意識は娯楽的な線が強い｡

先ず中断された本について，「何のために読もうとじ

たか」を調査した。方法は選択法を用いて自分の該当す

る欄に印をつけさせた。結果は表4のとおりで，小学6

頃

画

(表3）中断した図書の読書目的
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が重視きれるのは当然なことではある｡が，それにして

震も教養や学習や知識の拡大ということを意識して読書す

当ることが,もっと多くあって然るべきであろう。つぎに，

学年別で比較的明瞭な傾向のあるのは，⑤の「学校の勉

強のために」と⑥の「(遠くのことや昔のことを）知る

だめに」という目的である｡これは，娯楽的読書の傾向

とは逆に茨上級学年ほど減少している。つまり,上級学

年になるなど,自由読書に対する娯楽意識が強く，教養

意識が減少しているのである。実際問題としては，読書

艇は娯楽的要素と教養的要素とが不可分に働いており，

両者を峻別することはできないbしかし読み手がそこ

に教養的要素を強く意識しているかいないかは，それに

より読書態度や読みの深さにおのずから相違が生れてく

るであろう。こうした観点からいうならば'上級学年に

おいて，自由読書に意識的には｢暇つぶし」やI楽しみ」

を求める傾向が増大するということは，一考を要するで

あろう。…

（2）読書の動機は主に自主的な選択である。

中断した本の読書動機は表5に示してある。表5によ

ると，(1)から(5)までは他の人の奨めにより読む場合であ

るが，これはせいぜい3割までで比較的少ない。これに

対して，(6)の「自分でその本を見つけ，読みたくなった

ので」という動機は圧倒的に多く，5，6割にものぼって

いる。つまり，どの群も約半数が図書の自主的選択を行

；

§

(表5）中断された本の読書動機
こ

：

きっているのである。それにもかかわらず，途中で障害に

jつき当って，読書を中断してしまうのである。

rつぎに個々の項目について，問題点を考慮しよう。

＝○他人からすすめられて読んだという読書動機の中で，

註先生のすすめは下級の小学6年群にやや多いが,これは

:戸当然であろう。この群より多いのはTM中学で，全体の

f23％が先生のすすめである｡､これは読書の指導を行って

-ル'ろ特殊な学校にみられる特色である。

1;○家の人のすすめ，新聞雑誌のすすめ，図書館のすすめ

Iましお；なくて少ない。全部多少なりともあるのはわずか

；艇TM中学だけである。これは中断された本についての

○友人のすすめは，女子高校生では，17％とかなり伸び

ている。読書環境としての友人の重要性を示すものであ

るo

○映画・テレビの影響は少ないが，どの群にもみられ

る。視聴覚的用具が，読書の誘発刺戟として，教育的に

利用し得る可能性を示すものといえよう。

○改たまった動機はないが，何となく読んでしまったと

いう項目（7）は，どの群も1，2割で，かなりある。暇

な時に無意図的に読むという読書習慣が，これに当ろ

う。こういう読書をする時には，もっと中断があっても

不思議ではなかろう。

溌
蕊.:.．：
騒藻

簿溌
群:増：

門

群

読書目的
(1)家の人の
すすめ

ｌ
Ｐ
－

(2)先生のす
すめ

(8)友人のす
すめ

(4)新聞雑誌
のすすめ

(5)図書館の
すすめ

(6)自分で本
をみつけて

(7)何となく
読んだ

(8)映画テレ
ピをゑて

小 J 学 6 年 5％ 15％ 0％ 0％ 0％ 54％ 25％ 4％

一
手
㎡
一

己

TM中学1．2年 2〃 23〃 4〃 2〃 2〃 48〃 16〃 2〃

Ｐ
ｇ
げ

中 ●

子

学 3年 1〃 2〃 7〃 0〃 0〃 56〃 20〃
、

5〃

女子高校 2〃 4〃 17〃 3〃 ． o 〃 52〃 18〃 4〃



蝉
錨
》
》
識
》

鑑
議
》
溌
一
溝
》

識
蕊
蕊
●
鞘
●
晶
．
．
》
●
●
．
》
．
●
●
四
・
．
．
叩
．
．

篭
鴬
婚
灘
蕊
胤

》
》
》
》
》

識
識
鶏
《
蕊
￥

灘
鋳
蕊

峰
蝉
礎
峰
一
瞬

1..士

蕊灘蕊識蕊溌灘鍛
M･識.::蝿.:::.::..:.:.､諜鮮.糠..:.:.:::溌騨
|:.．:．f､:::.･財．．:識.:.#･識蕪鑑識･輯

○先ず『文章が長すぎて飽きてしまった」という理由が

最も多く，特に小学校6年TM中学1，2年の両群では

全体の2割にものぼっている。そこでダ試みに読んだ図

書一冊当りのページ数を算出してみるとつぎのとおりで

あった。小学6年（232ページ）中学（235ページ）女子

高校（250ページ）

このようにページ数に関する限り小学6年も高校も大

差なく，いずれも200ページを上廻っている状態である。

活字は比較的大きく，ページ当り600文字前後であり，

また挿絵がかなり豊富に入っているとはいえ,200ペー

ジを超える図書が主である。これでは，やや劣った児童

には長すぎるであろうd時々 ，書店の店頭で，あるいは

小中学校の学校図書館で見ても，劣った子どもを対象と

するすぐれた短篇ないし中篇が少ない。そして多くは長

御

，

(表6）読書中断の原因
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○つぎに，関係的要因ではあるがどちらかといえば読み因であろう。

手の主体的条件に重みがかかるものとして，(1)の「予想○読書中断の条件の中で表の(6)～⑩はいわば外的な障害

とは中味が喰い違っていた」(2)の「中味がおもしろくなである。つまり’読み手と図書との関係的な要因ではな

かった」の二者があげられよう。この原因は図書選択のくてウしかも読書中断の方向に作用する要因である。こ

技能が向上すればもっと減少するであろう。しかし，後のうち，特に(17)の｢勉強が忙しかったから｣と⑨の「借晩

者の「中味がつまらなかったから」という答は，比較的た本で返さねばならなかったから」は比較的多くのもの＆

読書指導の盛んなrM中学と年令的に上の女子高校におが答えている。前者は，余習復習，あるいは宿題などが

いて，却って高い数値を示している。これらのグループ自由読書を妨げ，続けて読む意欲を損ねることを示すも

は，図書選択技能は高いと考えられるが釦同時に批判的のである。後者は,.読みたい本が好きなだけ自由に手に．

に読む態度もすぐれていると考えられる。その為に,'内入る読書環境に欠けておりジ貸本屋やおともだちから借

容批判を行いながら読み，無価値なおもしろくない図書り読みをする場合が案外多いことを示すものといえよう

は中断してしまうということもあろう。これがTM中や性）.中断した読書は，できたら続け度いと考えられだ

女子高校に理由②による読書中断の事例が比較的多い原いる｡弐：ル

3嬰 9、－－29－

(6)家の手
伝い

(7)勉強が
忙しい

(8)体のぐ
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(9)借りた
本で返し
た

側も げつ とお

もしろいこ
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この読書調査は，終りまで読み切れずに，中断された
私
〆読書を中心にした読書調査である。調査結果の主な点を

；まとめるとうつぎのとおりである。
i

（1）一人-一カ月の読書量は平均2冊前後である。しか

L学校差は大きく，エ韓均1’1冊から38冊にわたってい

る。3．8冊という群は学校で読書に関する特別の指導を

ﾉ行っている学校で1．1冊はある中学3年である。一般に

中学3年は読書量の陥没傾向がある。

②全体の読書量に対する中断された本の読書量の割

合は,小学校6年生群で約3割もある｡上級学年になる

とこの割合は次第に減少するが，これは読書力の向上や

:通書の選択力の増犬を反映するものであろう。

（3）小学校6年生群の読書内容は，伝記・少女小説が

第一位で，冒険探偵物や童話がこれにつぐ。中学になる

テ

いったところが，多く読まれる作品の著者である。と

（4）小中学両群を通して，中断される読書の比率の多

いのは伝記と冒険探偵物Q前者は文章の長い割合に興味

性がやや乏しいためか。後者はいくつかのまとまった事

件の集まりであり，個々の事件のまとまりごとに読書欲

がみたされてしまう為か。中断される読書の比率が少な

いのは少年少女小説。軽く流し読みができ，興味性の大

きいのがその原因か。．

（5）中断された読書に関しては，読書目的の意識は主

として娯楽性にある。この傾向は上級学年になるほど顕

著である｡-これは，上級学年では娯楽的な気易く読む本

だけしか中断しないということか。それとも上級学年に

なるほど自由読書一般が教養や学習を意識せずに読むよ

うになるということか。

（6）中断された本の読書動機は，先ず自主的な選択に

よるもので，これが約半数。他人のすすめでは下級学年

群の先生，女子高校のお友だちが目立つ。図書館のいざ

ない，新聞雑誌の読書欄その他のすすめ，家の人のすす

め，それにラジオ映画の影響等は，読書動機としては比

重が軽い。

（7）読書中断の要因には，先ず文章の長さ難かしさな

ど｡､これらは本の属性というよりも，むしろ本と読み手

との関係要因といえよう。これらより，やや読み手の側

によった主体的要因である，内容が，「つまらない｣，

「予想と異った」などが第二の要因。外的な要因の中で

は，「勉強がいそがしい」「借りた本なので返した」の

二つが比較的多い。これら読書の障害となり，これを中

断させる要因の除去は，読書指導や図書館教育の改善に

まつところが大きい。

（8）中断した読書については，再読の意図をもつもの

が約7割6つまり，それぞれの読書障害さえとりのぞか

､

巳

と，少年少女小説の人気は依然おとろえないが，伝記はが約7割6つまり，それぞれの読書障害さえとりのぞか

小学6年群にお株をうばわれたかたち。その代り，中学れるならば，再読される図書が多いということである。

やでは大衆小説を含めた文学熱が，他の読物を圧して第一‘以上がこの調査の主な結果である｡この調査は予備的

位に進出し，女子高校群になると，もっぱら文学というなものであって，さらにつぎの諸点について，一歩進ん

うところ。文学（女子高校群）では武者小路,少女小説でだ調査がのぞまれる。

は北条誠,探偵物では江戸川乱歩，伝記では福田清人と第一に被験者群の選択である。この調査は年令発達や
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小・中学生の中断読書について

知るためだけではない。読書力の高い児童とそうでない

もの，特定のパーソナリティ傾性のあるものとそうでな

いもの－こうした個人差により，中断された読書にい

かなる相違がみられるかを知るためである。

【附記）この研究には，立正学園女子短大児童心理班

の，つぎのものが参加した。
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.･蕊．：
地域差や男女差をみるに足るだけの見本選択がなされ

て，これに基づいて資料を算出したものではない。

第二に読書目的にせよ，読書動機にせよ中断された本

についてだけでなく，読み終えた本についても調査する

必要がある。これとの比対対照することによって，中断

された読書のそれらを，より正しく位置づけることがで

きる。

第三に被験者の中から10分の1とか15分と1とかいう

抽出比をもつ一定数の被験者をさらに選び，事例的に詳

細に調査することが大切である。それは単に個々の解答

の正確度を確かめたり，解答の意味するところを詳細に

鴬
惑
驚

、
．
．
・
砧
・
・
・
・
・
・
・
坤
貼
。
．

￥
●
●
●
．

貼
群

畦

(註1）岡本圭六「児童雑誌図書の心理学的考察」（中

山書店「教育心理学大系」13巻P53）

(註2）茅ケ崎市立鶴嶺中学校「読書力向上についての

研究」（昭和34年全校発行）
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；

つ物，怪物，ロボットの五つを選択肢としてあげ，その中ことは,男子の場合と同じように,年齢が上になるにつれ

の一つか二つにまるを付けさせた。その結果は第1表のて低率になっていくが，女子はその次に男子と同じくロ

ボットを好んでいる。これは4年生のころに第2位を占

獣＊ComiclntereStinPupils
める。しかし女子は怪物がきらいのようである｡その代

・津＊IChiroSakamoto（KodanShaChildrensCulture

～Reseamhlnstitute）わりおとなに対する好みが，年齢とともにふえてくる。

－ 32－352
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も，怪奇性よりは，そのかわいらしさ－人形性に引か

れているのではないかと考えられる｡）か

男女に共通なのは，低学年で動物への興味が高いこど

である。これはanimismの心性として理解されようd
q

2・時代背景について

次に漫画の内容が，どのような時代を背景に描いてあ

るものが好まれるかをたず:ねてみた。すなわち①むかし

の話，②いまの話③これからの話の三つの選択肢の中か

ら，好きなものにまるを一つ付けさせたのである｡結果

は第2表のようであった。

（aリ漫画の時代背景としては，過去がもっとも愛好さ

れるようで，ほぼ半数の者がこれを選んでいる｡次位が

未来である。現在を選ぶものは，もっとも少ない。

（bリ男女別に見ると，第1位が過去で‘あることは同じ

であり，その比率も等しい。ただし第2位に差があらわ

れている。すなわち男子は未来のほうを，より多く選ぶ

のに対して，女子は現在のほうを，より多く選んでいる

のである。

（C）年齢によっても,:好みの変動がみられる。すなわ

ち首位を占める過去（巌密ではないが時代漫画と言いか

える）は，低学年において高率であづて，年齢が上にな

るにつれて低下していくのである。この下降曲線は，男

女とも等しい。

これに反して未来漫画は，やや低い姿勢ではあるが，

年齢が上になるにつれて高率になっていっている。この

傾向は男子のほうにいちじ,るしく，5～6年では,:時代

漫画の首位を奪っているのが目立つ。‘

現在漫画は男女とも1年でわりあいに高率だｶﾐ,2年

で下り，男子ではそのままふえないけれども，女子で:ば

成長に伴なっていくらかふえている。

（d）地域差がある。時代漫画は郡部の子どもにもっと

も多く好まれ，地方都市，大都市と都会へ行くほど好ま

れなくなるのに対して，未来漫画は逆に，大都市の子ど

もにもっとも多く好まれ，いなかへ行くほど好まれなく

なっている。

（eリ子ども漫画の舞台として，過去がもっとも喜ばれ

＝「

需灘＝

珊母の秘密物〃などの類に興味が出てくることを示すの

であろう。

側地域別には大きな違いがみられない。

⑥これを要するに，男子の好む漫画の登場人物は，

ロボットと怪物であり，女子の好む登場人物は〆子ども

と動物というこどになる｡男子の選ぶものは,二つとも

架空の人物で;あって，その怪奇な，超人間的な性格と行

動とが興味をそそるのであるようである。かれらはそう

した超現実的な存在の神秘的な魔力に驚異し，あるいは

これに挑戦することの痛快さを漫画の中に求めているの

であろうか。

写:群.:認:.:雷
:■．■.L■■砧：：■■

灘;瀧

蕊識
鵜溌謹
jii:蕊蕊
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篭

Yii:蕊蕊
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§

第1表漫画の登場人物が好まれる率(横に合計100）

、これに反して女子は，身辺的な子どもと動物を選んで

いる。女子には，怪奇なものを征服するさつばつな闘争

のスリルのごときは，あまり好かれないらしく，むし

ろ，愛らしいものへの愛惰の刺激を求めているように思

われる．高学年でおとなへの関心が高くなっていること

も，女子におけるhumanintereStの強いことを反映して

いるのではあるまいか。（女子のロボットに対する興味

3 53－33
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::戸るのは’そのromanticism的性格の宿命に典るのであ

～ろうか｡低学年でとくに高率なのは，その年齢で昔話が

己T好まれることの連鎖反応であるとも解されるが，それよ

'上りも一殿に子どもは，漫画の中に，現実を逃避した夢や

ノ皇翌霞を求める傾向が強いことを物語っているのだと解す

:;ジ:侭きであろう｡かかる現実逃避の世界としては，過去が

巧丁も勺ともはいりやすい。作家にとっても,もっとも

Jeasygoingなのだ。

WJところが年長になるにつれて，未来漫画への興味が増

;亙してくる。これは後向きのromanticismから，前向きの

挙止麺manticismへの移行だと考えられる。現実からの逃避

r主であることには変わりはない。けれども前向きの逃避

了ひは,J後向きの逃避よりも骨が折れる。後には住み慣れた

#筆』:許世界があるがジ前には未知の世界が広がっている。この

口世界に踏みこむには一歩一歩新しい足場を発見しなけれ
●号

愛ぱならないdそれには知性を働かす必要があるのだ。も

側つとも漫画で使う知性の程度は知れたものだが，それに

i》しても一応は論理にかなった想像的生産をしなければな

はらぬ。かかる想像的生産への知的欲求が，年齢とともに

ｼ:巷強くなることを反映しているのではあるまいか。一

．ノノこの傾向が高専蜂昌の男子にいっそう強く現われること

JJと，かれらがロボットや怪物を好むこととの間には関係

己があるように思われる。また大都市の子どもがもっとも

一r多く未来漫画を好むこと，これに反していなかの子ども

f一ほど時代漫画を好むことも，かれらのrOmanticismが前

：向きであるか，後向きであるかを物語っていると解して

いよいであろう。一

j〆女子は，未来の世界への挑戦を，男子ほどには好まな

』Lい･しかし過去にいつまでも沈潜するのでもない。かれ

いらは，あまり骨の折れない現在の世界に関心を持ちはじ

，己める。これは横すべりの現実逃避である。この傾向は低

'門学年から男子よりも強く，5～6年では，過去と現在と

第2表漫画の時代背景及び構想の好まれる率

（横に各合計100）

3．構想について

次に子どもは，現実的な構想と，空想的な構想の，ど

ちらを多く好むかを調べてみた。、ほんとうにあるよう

な話〃と剛ほんとうにはないような話〃の，どちらが好

きか，まるを付けさせたのである。その結果は，第2表

に掲げてある。

側子どもの大部分は，現実的な構想のほうを選んで

いるo

（bリ男女別にみると，どちらも現実的構想のほうを多

く選ぶことは変わりがないが，しかし，この傾向は女子

のほうに，きわめていちじるしい。男子にあっては空想

的構想も，ほんのわずかの差まで高くなっている。

全、E到了I48
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小学生の漫画の興味

4内容について
ひ．

次に子どもはどんな内容の漫画を好むかを調べてみ

た。これを捉えるために’漫画の情緒的刺激に対する期

待の類型をあげ，その中の一つか二つにまるを付けさせ、

た。質問には次の七つの選択肢を並べた。①冒険め話

②おかしい話③ふしぎな話④こわい話⑤かわいそ

うな話⑥感心な話⑦勉強のためになる話｡その結果

は第3表のようであった。

（aリ小学生の全体の傾向は，冒険ものと学習ものとを

等しく第1位にあげている。第2位はコッケイものと恐

'怖ものとが同率で並び，悲哀ものがこれに続いている。

ついで奇怪もの,そして感動ものが最下位になってい

るo

第3表漫画の内容の好まれる率野(横に合計,00）一

が多く選ばれる傾向が出てきている。

側地域差も，すこしある。現実的構想のほうを多く

選ぶことは，いずれも同じで編あるがその傾向は郡部にお

いていちじるしく肖肪都市ではその差がやや小さくな

り,大都市ではさらに小さくなっている。言いかえる

と，都市性が強くなるほど，空想的構想のほうに傾く傾

向があるようである。一

（e）子ども漫画は，、ほんとうにあるような話〃のほ

うが一般に多く好まれている。、ほんとうにはないよう

な〃作り事は，そとれほど好まれない。これは前項の時代

背景の好みと表裏をなすようである。すなわち子どもは

〕固去や現在の住み慣れた現実に類する世界〆すでになじ

みの深い事物や，すでに承知している人間関係の描かれ

ている安定した世界を求めるのである。漫画における現

実逃避は，一躍して未知の世界へ飛びあがるのではなく

て，わりあいに近い隣で満足しているのである。かれら

はまだあまり遠出をしないbせいぜい遊び慣れた裏町の

広場へ行く程度なのである．
〆、

しかし空想的構想への要求は，未来漫画への要求より

も高いことに注意しなければならない。（約，割上回っ

ている｡）背景は現在ないし過去であっても，そこに架

空の超現実の夢を持つことには魅力を感じている者が少

なくないのである。この傾向は男子においてとくにいち

じるしく，’～2年の低学年を除いて，その上の学年で

はいずれも空想的構想のほうに多く傾いている。またこ

の傾向は'4農山村よりも都会に近づくほど強くなってい

るのが見られる。やはり知的な興味を反映するのである

らしい。男子の高学年や肌都会の子どもの科学的興味の

高いことに関係しているのであろう。ただし比率はかろ

うじて過半数を占める程度である。漫画においては，知

的生産的思考はそれほど高くは満足されないことを子ど

もは知ついているのだ。

（なお，低学年では現実と4整想との識別は困難である

と思われるので,〔数字は上記のように出てはいるけれど

も，’～2年は現実と空想との未分化期と見て，問題外

に置いたほうがよいかもしれない｡）
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（b）男女の好みの差は，いちじるしい。まず男子は冒

険ものを圧倒的に多く選び，これについで恐怖ものを選

んでいる。以下，学習もの，コッケイもの,奇怪もの，

感動もの，悲哀ものの順になる。これに対して女子は，

悲哀ものに集中し』､学習ものがこ｛れにつぎ，以下，ロヅ
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分けて考えるべきである。

さて男子が冒険ものを好むというのは，男性的な行動

意欲の補償を漫画に求めているのであろう。（これは読

み物，映画などにおいても同様なのだ｡）かれらは現実

に解消しえない行動意欲の高揚を漫画を通じて発散し，
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読書::＃I学（Ⅳ、2）

ケイもの，恐怖もの，感動もの，奇怪もの，冒険ものの

順になる．

．これによって大別すれば，冒険もの，恐怖もの，奇怪

ものは男子のほうにファンが多く，悲哀もの，感動も

の，学習ものは女子のほうにファンが多く，コッケイも
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のは男女ともに等しく好まれているということになる。現実に克服しえない行動の障壁を突破する夢の中に補償

一(｡11年齢による発達的推移は，次のようである。的な成功感を味わって，満足しているのである．高学年

男子ではどの年齢でも冒険ものがトップを占めているでこの興味が急昇するのは，かかる行動意欲がこの時期

カミ，これは5年6年において急にふえている。そして第にいっそう高揚することから来ているのであろう。

2位を占めるものは，かなり動く｡1～2年では学習も男子の生活態度が意欲的であるのに対して，女子は愛

のがわりあいに高率であるが,これは学年が上になるに情的である。かかる女性的な生活態度が，悲哀ものの愛

つれて次第に低くなってしまう。3年からはこれに代わ好にみちびいているのであるように思われる。、かわい

＝って恐陥ものが第2位にせまっている｡そして，6年で．そう〃というのは，自分よりも逆境にあるものに対する

ルまコツケイものが進出してくる。コッケイものは学年に愛情である句女子は，そのような窮地にある者を愛する

伴って上昇してきたのである。奇怪ものは，どの学年でことに満足する。それによって自分の生活の安定感が得

j蝉3～4位を占め,率の変動はほとんどない。られるからである｡登場人物がかわいそうであればある
！ 1．

－女子xでは，1年から3年までは，学習もののほうが第ほどj自分の立場との落差が大きく感じられ，かえって

.-錘位を占めている｡悲哀ものは第2位にあるが,学年が自分がなぐさめられるのである。したがって，かかる感

|尾Ii匡織つ紋次第に高率になり,4年から首位とな傷的満足は,自分の社会的地位の自覚が高まるにつれて
iっヱlさやに暇していIく｡そこでおもしろいのは,5必要になってくる｡4年ごろから急に悲哀ものに集中す
!-'6年に恐怖ものが第2位に進出することである｡コツるのは，この故であろう。
『：、罰．｛‐

菱ｲIもの,!“鯉は,どの学年でもほぼ同率で変動が擁ものは,肌ぎを感ずる知性を必要とする｡未知
癒いい｜薯Jな物に対する好奇心が;なかなか解消されずに,引きず

I，

，IjI）地域差{*,あまりいちじるしくはない。ただし大られていく．そのサスペンスに自虐的な快感が｡あるの
’1－；

;都市では冒険ものが第1位で，コッケイもの，恐怖ものだ。言いかえると，これは知的に不可解なものの肯定の

などがやや多く受げているのに対して,郡部では学習も世界への逃避なのだ｡女子はかかる興味を次第に失って

のが第1位となり,悲哀ものが相対的に高い率になっていく。、

ル ､ る の に 気 付く。。′一！恐怖ものは，危険な場面を設定して，そこから脱出す

（eリ以上のデーダについて考察するci子ども漫画の内ることが不可能な事態に読者を追い込む。かかる事態に

容からみて，小学生に愛好されるものの両横綱は，冒険わざわざとび込むことを好むのは，その実害が読者自体

‘ものと学割ゐという結果が出ている。しかし冒険ものには来ないからである。その危機にさらされるのは話中

Iま女子には好まれていない｡それから学習ものは，男女の人物であって，読者はこれを傍観し，あるいは共感す

を通じて低学年で迎えられているだけで，学年が上にな．る立場にある。それだけに読者自身は安全なのである。

ると孜第にかえ助みられなくなっている｡だから小学生また登場人物もなんらかの方法で，その危機から脱出す

全陸に愛好さ織る漫画の横綱はないわけで，男子は冒険るであろうと期待する｡この意味で冒険ものの愛好とつ

もの，女子は識藻もの，そして低学年では学習ものと鋲ながるわけである。しかし男子の2～3年生ごろから画

一錨 一 356
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小学生の漫画の興味‘

向が，男子よりも強いことを物語っているのであろう。

5．ペストテンについて

最後に，子どもが現在もっとも愛好している漫画のベ

スト。テンを数えてみた。、あなたが知って‘､る漫画の

中で，いちばん好きな漫画の題を一つ〃とたずねて書か

せたのである。その結果をまとめたのが第4表である6：

数字は順位を示し,一男子，女子，男女計の各総合の欄は

30位まで，他は10位までを記入し，それ以下は空欄にし

てある。

（al予期のとおり，v(月光仮面1Wが第1位にあるか

帆さざえさん〃の人気はまだ続いて第2位を占め,r側赤

胴鈴之助〃は第3位になっている。以下，表で見るどお

りであって，ベスト・テンのうち；男子向きのものが7

点，女子向きのものが3点である。‐‐、

これらが上述のどの類型に属する漫画であるかを分析

して考察する予定であったが，そこまで手が回らなかっ

たので，ここには，資料として掲げるにとどめる。

なお,.多くは雑誌に掲載されたものであるので，雑誌

の配給状況によって，票数が違ってあらわれることを考

慮に入れる必要がある。すなわち男子向き雑誌と女子向く

ぎ雑誌，学年雑誌，都会向き雑誌と農村向き雑誌例え

ば、家の光"）などの別で，愛好者の分布が規定されて

きているはずである。

（b)男子のあげる漫画の種類は，女子よりも非常に多

かった。言いかえると，女子の人気漫画ばわりあいに少

数のものに集中している傾向があった。

男女の各のベストテンを見ると，共通のものは蛾月光

仮面〃と、赤胴鈴之助〃だけである。かかる共通性はお

そらく放送の影響であろう。

この二つは男子向きの1漫画であるから’女子はj男子

向きの漫画をも見るが，男子は女子向きの漫画にはほと

んど反応しないことがわかるdこのことはタ学年別に対

照するといっそうはっきりする。…ミ

また低学年では男女に共通のものがわりあいに多く,…

1～2年では5点を数えるが，中学年では3~4点に濯

り，高学年では1～2点というふうに減ゎでいる｡≦勇女

これがふえるのは，ちょうどかれらが親の保護から独立向が，

することによって，現実にも不安を経験することが多く5．‘

なるのと関係があるように思われるbかかる現実の不曽§最｛

から逃避して，、より安全な不安の世界〃に遊ぶのであスト

ろう。女子もまたこれを愛好するのも，同じ心理による中で，

と考えられる。ただし男子よりは1～2年遅くなってかせた，
．j

らである． 数字’

よコッケイものは,直接に読者の幸福感を刺激する。そ30位j

のために漫画はナンセンスな世界を描く。ナンセンスとてあj

は，不合理なものの合理化である。理届に合わないこと，側

がグ漫画の中ではツジツマが合うdおろかな行為が成功、さ’

するd勝つはずの強者が負ける｡その不合理の論鯉がお・胴鈴】

かしいのである。そして笑っている自分は，その世界のりで‘

外にいて優越感を味わうd現実逃避としては，いちばん点，：

手つとりぱやい世界であるが，愛好の率はそう高くはなこ

い。この種の子ども漫画には佳作がとぼしいからではあしで

るまいか。多くは，わざとふざけた，あくどいもので，たの

くすぐりが強すぎるように思う．男子の高学年で，これ な』

が高率になるのは，一方では知的な判断の矛盾がゲームの配i

的興味をそそるからであり,他方では他人の行為のﾅン慮に

センスを笑う非人'情的な態度が出てくるからであろうき雑

か｡人間的なﾕー ﾓｱや社会風刺はまだ理解できないはぽ、
ず である｡~

きて

感動ものは,可読者の良識に共感を与えるもの｡これは （b)

もはや現実逃避ではなくて，人間形成における自己充実かつ

の要求を満足させるものである。この種の要求で漫画を数の

読む子どもは少ない。真に満足できるような作品も少な 男：

いのが現状である。 仮面

学習ものは,年低学年で愛好されているdあるいは櫛鳶そら

者の声の反響であるかもしれない。でなければ低学年向．・こ

きの読み物に，他に適当なものが少ないからかもしれな向き

い。都会よりも農山村のほうがこれを求める率が高し､こんど

とは，その関係であるようにも考えられる。照す

、また感動ものジ学習ものが，どちらかというと女子の ま

ほうに愛好されることは,｢女子は漫画において現実逃避1～

を企てるだけでなくてタむしろすなおに教養を求める傾り〆

35？ － － 3 7－
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刑一読…書ご科一学《Ⅳ、2）

Jfの興味が年齢とともに分化するからであろう。…

戸．J⑥学年別に見ると,;全学年を通じて好評のものが，

J7かなりある。いずれも上位のものは，たいてい年齢の別
品

則二なく愛好ざれている。しかもそれが男子のほうに6点〆
・〆 と

予防女子のほうに2点あることから,年齢にかかわらず多数

Ⅷご愛好される‘ものは男子向きの漫画のほうに多いという

詮ことができる｡すなわち男子向きの漫画は》縦におおぜ

いのファンを持つことができるが，女子向き漫画ではそ、
f・‐

二Jれがむずかしいのである｡これは女子にあっては興味の

F中心の発達が男子におけるよりもいちじるしいというこ

と､とを示しているのではあるまいか。

戸と,くに低学年で愛好されるが，高学年では人気が下る

tのは，男子では凧月光仮面〃、赤胴鈴之助〃、猿飛佐

屋f助〃などである。これに反して，高学年で初めて人気が

一計出るのは蝋鉄人28号〃、鉄腕アトム〃蝋与太郎君〃、じ

､rやじゃ馬君〃などである。ここに何かの原理があるよう

＃こ思われるが，作品を検討していないのでなんとも言え

たない。なお第1位が，、月光〃から帆鉄人〃に5年生で

〒移行することも注目に値しよう。

が一つで多数のファンを持っているのである。ところ

が，郡部の子どもは，少数の漫画に少数の投票をしてい

る。郡部では漫画の配給が貧困であることから来ている

のであろう。

（e）次におもな人気漫画についていささか考察するこ

とにしょうび

蝋月光仮面〃は男子の第1位，女子の第6位で，どち

らかと言えば男子のほうに人気がある。しかし学年的に

は低学年に人気があり，4年生ごろまでが山である。ま

た都市部に人気があって，郡部ではそれほどではない。

、赤胴鈴之助〃の人気はこれまでの他の調査でもトッ

プを維持してきていたのであるが，この調査では第3位

に落ちている。女子よりも男子に愛好される度が高いこ

と，しかも低学年のほうにファンがあることは，蝋月光

仮面〃によく似ている。だが地域的にはまったく逆で，

都市部よりは農山村のほうにファンが多く，農山村では

今や第1位の人気である。

この二つの漫画は，いずれも電波メディアの上でも最

高の人気を博したもので，前者は雑誌から電波へ，後者

女子の低学年で愛好されるのは、白雪姫〃、かの子ちは電波から雑誌へという対照的なコースをたどってrい

やん〃、月光悠、赤胴〃帆猿飛〃などで，高学年で愛好る。ところで電波の上では蝋赤胴〃が早く，これが退い

されるのは、少女三人〃、ペスよ尾をふれ〃、山彦少た後へ、月光〃が登場した｡したがって雑誌ないしは単

女〃、ママのバイオリン〃、月のひとみ〃蝋東京の青い一行本における両者の人気も，時期的に前後しているわけ

.空〃などである。そして、さざえさん〃の低学年におけで，、月光〃は、赤胴〃の王座の後継者という形であ

る第1位は，3年で蝋ペスよ〃に移り，4年からは、少る。

:女三人〃に移っていることが目につく。 ところが、月光〃は現在，大都市と地方都市とでは首

｛d）地域による差も目立つ。都会の子どもに愛好され位になっているが，郡部ではまだ第5位にあり，、赤

るものは，、月光〃を筆頭に帆さざえさん〃、鉄人〃胴〃は郡部では依然第1位を占め，地方都市では5位，

一､ロボット〃咽鉄腕〃などで．郡部に愛好されるものは大都市でば第7位というふうに，地域的に逆なファンの

仙赤胴〃を筆頭に，咽ピリーパヅク肌執少女三人〃、ぺ分布を持っている。このことは一つには生活文化の都会

霊スよ〃弧まぼろし探偵団〃などである。から郡部への伝播という一般の法則に従っているものと

’なお都会の子どものほうが，あげる漫画の種類が多か解される。漫画の人気もまず都会で開拓され，それが次

‐た。これは男子のほうが多種をあげたことと事情が違第に地方に及んでいくのである。

っている。男子の投票は多種に分散しているが，女子の第二には、赤胴〃が時代ものであるのに対して，、月

殺漂は少数に集中しているので，票数からいえば女子の光"が現代ものであるところに，ファンの地盤の相違が

人気漫画のほうが得票が高い｡つまり女子の漫画のほう考えられるd現に、猿飛佐助〃、天馬天兵ハ高丸菊丸〃
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4

第4表子ども漫画のベスト・テン（昭和33年11月現在）

、矢車剣之助〃蝋くらま天狗〃などの時代ものは，みな第四には，、月光〃も、赤胴〃もそして、さざえさ

郡部に地盤を持っていて，大都市のファンはそれよりもん〃も，みな低学年のほうに多くのフアンを持ってい
･弓，

ずtっと少なくなっている。これに反して，、鉄人28号〃る。多数のファンを獲得するものは，低学年にもわかる：

、鉄腕アトム〃、少年探偵団〃その他のロボットもの内容で,しかも年齢にかかわらず興味を刺激するもので

は，みな大都市のほうに多くのファンを持っている。かあることが条件となっているようである。このことが，

かる事実からすると，、月光〃が将来郡部にも地盤を広人気漫画が低調だと批判される原因をなしているように

げ得る可能性は皿当分望み薄であると考えられる。 も思える。ただし、さざえさん〃は子どもの世界を主題：

第三にはこの両者が男子向きの漫画であることに注意としているので論外である。

したい。女子は男子向きのものをも見るが，男子は女子第五には，両者とも子どもの正義感に訴えることをね

向きのものを見ないd多数のファンを獲得するには，男らっている。帆赤胴〃は，、親おもいで，心がやさしく，

子向き漫画でなければならないのである。ただし男女の正しいことのためには，なしこものもおそれずぶつかって

両方に訴えるものがあれば，これに挑戦できるわけであいく勇気のある少年〃とうたい，蝋月光仮直i〃は，蝋月〃

る。、さざえさん〃はその好例であろう。これは主人公よりの使者月光仮面は，正しいものの味方で，悪人をあ

が女性であるが，登場人物はその弟妹などで，いわゆるいてに明かるく正しい活躍をします〃と宣伝している。、

homecomicとして成功したものである。そして主人公を破邪顕正の英雄と奉り上げ，子どもの英4．

35 9、－39－

灘

雪
氏
鴎
隔
仁
工
叫
肌

罰
ｈ
鴬

疎
．
へ
咽

胴
鈴
之
勘

聖
三
少
も

靭
汀
雑

・
醒
叩
．
●
●
●
●
●
●
篭

。
．
●
●
録
●
唖
●
●
●
●
●
●
唖

・
・
叩
叩
・
苧
■
・
哩

舞
叩
●
牛
鐸

●

●

●

●

●

●

叩

●

●

●

●

●

●

》

●

、

・
・
・
玲
踊
叩
雅

判

叩

．

叩

●

．

叩

哩

●

●

謬

寿
Ｐ
Ｆ
，
肥

J皇蕊

J蕊
琴凝
…哩燃蕊

勾さJ鵠

JJ蕊

JImJJ蕊
厚蕊蕊

JJJ篭

Ｌ
３つ

毒

弓P､.:.:．1．F
i舞鵡

Ｊ
８
６
４
６

列
〕
陣
【
〕
【
固
い
】
【
嵐
蒔
』
【
【
し

６
圭
肥 ３

７
９

Ｊ
ｎ
山
４
士
一
、
ろ

》
織
鑑
》
蟻
》
蟻

・
・
曲
。
．
．
・
，
山
上
・
叩
．
。
・
・
・
．
・
・
．
。
．
。
．
・
・
．
・
・
・
。
・
・
叩
・
・
・
・
・
．
。

韓穐

０
３

Ｌ言
貼
、

蕊
蕊
蕊
撫
蕊
Ｊ
》
蝋
蕊
蕊
識

■

■

や

■

■

■

叩

．

叩

■

・

・

■

叩

叩

■

叩

■

■

■

■

■

》

》

■

》

唖

叩

唖

・

辞

・

■

■

・

・

・

■

■

叩

■

叩

・

・

叩

．

・

・

・

叩

■

・

叩

■

・

・

■

叩

醒

哩

・

・

・

・

・

・

叩

・

・

・

・

・

・

叩

・

・

・

■

・

哩

唖

・

・

・

．

．

。

■

》

．

．

・

・

．

・

・

唖

・

・

・

■

・

・

・

・

・

・

叩

哩

・

■

・

》

叩

．

哩

唖

・

・

、

・

・

・

・

・

．

》

・

・

■

・

・

■

唖

・

唖

・

■

■

■

。

．

・

・

・

・

・

■

■

■

叩

叩

■

■

・

叩

。

．

哩

哩

叩

、

叩

■

叩

・

・

■

・

唖

叩

哩

酔

。

．

叩

・

・

・

・

叩

》

・

・

・

・

・

》

■

・

・

・

孔

■

■

■

・

・

唖

貼

唱

亘

､

4 8

9

9

9

10

10

lO1112 131415 161718 192022 232526 27282930



じな力;ら，何を与えるかの再検討から手を着けるべきで

あろう。f

けれども，子ども漫画は，それがジャーナルに掲載さ

れるという現在の発表様式を脱出しない以上，その根本

的な改善はきわめて困難であるように思われる。一度，

ジャーナリズムの支配から離脱させてみることはできな

いであろうか。初めから書き下ろしの単行本として，雌

雄を決せしめる道を開いてやれないものであろうか。

（貸本業界を対象とする漫画本にはこのことが行なわれ

ているが，事'情が違うのでいまは別問題である｡）子ど

も漫画が単独でその価値を世に問うということになれば

その中から真正な作品が生まれることの希望が確実震と

私は思うのである。

一度この試みをして，名作漫画の真の姿をつかみたい

ものである。、名作漫画〃とは今日では文学名作を漫画

化したものを指しているが，そんな借りたフンドシで土

俵に上るような根性は捨てなければだめだ。初めからの

漫画の中での漫画こそ名作漫画であるべきだ。そのよう

な漫画が，長いその歴史にもかかわらずまだ出ていない

ことを恥ずべきだと思う。（最高人気漫画がこの意味で

の名作漫画の名に値しないことは前述のとおり｡）

．とは言え，ジャーナル的子ども漫画の存在を私は否定

するのではない。これはこれとして育てなければならな

い。しかし今日の野放し状態ではだめだ。一方では強力

な漫画評が必要だし，他方では編集者が真の名作漫画を

育てることに協力する必要がある。

（以上のうち，調査データに関連する論考は筆者個人

のものであることをおことわりしておく｡）
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雄崇拝の心情をあおっている。それはチャチなプロット

ではあるが，それだけに低学年にも共感をよぶのであろ

う。

戯改善について、

一以上によってj子どもの漫画の興味がどんな方向に向

かっているか，またそれがどんな条件に左右されている

釣葛がおよそ明らかになった。性による興味の差がかなり

ムル､ちじるしいし，また年齢による発達的変化もかなりい

『ちじるしいことから，漫画は性別に，また年齢別に多様

なものが生産される必要があると考えられる。さらには

地域差もいちじるしいから，配給が別のルートに乗る場

合は，地域差に応じた生産も考慮されるべきであろう。

さかのぼれば，問題は，漫画の発表機関が，雑誌（及び

斗その付録）新聞，週刊誌などのジャーナルに限られてい

ヌるということにあるようだ。したがって，編集者の意図

＃こよって大きく動かされている。手塚治虫氏が、家を出

て読み始めて，途中読みつづけ，学校に着くときに読み

終るような漫画を書いてくれ"jと注文されたと語ってい

る。漫画は初めから読み捨てられるべきもの，一瞬の楽

しみを与えるもの，したがって強烈に子どもを引き付け

るものが生産者で意図されているのである。かかる政策

,に乗って生産された漫画が，上述のような興味の多様性

を培養してきたのだとも言える。しかし子どもは，いや

な食べ物には手を出さないのだ。だからこの現状を作っ

たのは，やはり子ども自身の噌好でもある。与えるもの

と与えられるものとの働き合いからウこの現実が生まれ

メニのである。

一だから漫画の改善は，現実の子どもの興味の実態に応
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これによってみれば各因子の平均は全国平均を上まわ

り，偏差値45～65が全体の70％を占め，最も伸びの犬さ

い読字力においては14才2月の読書年令を示している。

しかし今，これを細分して受験全員（32年1年生】

;繊灘灘i蕊蕊鱗蕊識蕊蕊
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読書力診断テストにあらわれた
1

J中学生の国語力
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垂

味類似語を含む千個の選択肢から近いものを選

ぶ。

実施の結果集計されたものを各因子ごとに平均を取り，

これを発達グラフに図示すれば次のとおりである。

1診断テストの採用

国語科の学習指導の計画をたてるにあたって，私たち

教師は生徒の学習成績と知能テストを手がかりにするこ

とが多いのだが，それに読書力診断テストの結果を加え

て重視するに至ったのは昭和32年以降である。知能テス

トと学力ゐ相関々 係が｢0.32｣であるのに対して,診断

テストのそれは「0.78」であるといわれるとおり，その

結果は私たちが担任する生徒の国語力，なかんずく「読

む力」の実態をあらわに示し，さまざまな示唆をあたえ

てくれた。その後33年6月に第2回，去る六月に第3回

を行ったのであるが，過去3回にわたってこのテストに

参加した現中学三年生の成績を提示し，その変化を見る

ことによって国語学力推移の一端をたどってみたい。

2第一回診断テストに表われた結果-32.6.27

実施従

診断テストは阪本一郎氏D式C号を採用した。このテ

ストを構成する因子は次のような内容をもつ。

l速読…2行－4行の平易な短文に対し，選択肢四個

を配し，これに答える。

2読解…文章完減法であり〆社会，理科，職業各科の

知識を要する問題。

3読字…音訓両読みに答える。

4単語…言林中より適宣に78語を摘出。言いかえ，意
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図3三段階平均得点

上位
1～50

速 読150 97.2

読解156 97.5

読字100 72.1

単語150 74.5

中位
118～168

68.7

79.9

〆

51.5

59.9

下位
237～287

30．2

35.1

24.6

30.6

287のうち上，中，下位の総得点50名を選んでその平均

値を求めると図3のとおりとなる。上位50名の数値は速

読において高校一年の二学期か他の因子においても中学

終了時の能力を示し，下位の50名は同じ中学一年生とは

いうもののその読書能力は速読と単語力において小学校

四年,読解と読字においては小学校五年程度の力しか持

っていないことが明らかとなった。この大きな落差を持

つ約300名の生徒の国語科を担当し，学習をともにする

こと－年，昨33年6月，第二回診断テストを実施したの

でjあるが〆その結果は次のようであった。一

J3第二回診断テストに表われた結果-336.28

E、実施、

､図4＝第2回テストの得点平均

蕊｜乙弓二gEF辰

3.916．8

49． 3149.C

3I6C

J､8150.C

すなわち速読における伸びが最も大きく，読書年令1

年9月の上昇を示しているが，これは中学三年二学期の

〆能力に該当するものである。読解力においては'3才7月

から14才5月に移るにとどまり，さらに読字においては

1嫁吟2月が14才8月に，単語力は13才2月が14才2月と

速読の大きな上昇に比して，明らかにアンバランスを示

しているざ

平均値において全国平均を上まわるとはいうものの，

灘灘蕊蕊蕊識灘灘灘灘識灘灘

この曲線にあらわれるアンバランスは私たちに大さな警

告を与えるものである。（図2発達グラフ……線）

再び，これを前年度L上･中d下位に分類した生徒各50

名について，その上昇得点の平均を見ると，図5のよう

になる。すなわち，速読における伸びは中位の生徒にお

いて著しく，読解力においては上位の生徒が依然他を引

図5上昇得点平均

上位｜中位｜下位

群’17．6110．01G

9．718．017．8

きはなしての成長を示している。これは読書力を身につ

けはじめた中位の生徒が読むこと自体に関心を持ちはじ

めたのに対し，上位の生徒の「読み」が内容的な方向に

向いつつあることを意味するものであろう。事実，速読

の確度における数値において，

図6速読の確度

上位｜中位｜下位

毒読農'96.6%'85.3%'5M％

と表われるごとく，かなり高い正確度を示している。し

かし問題は，全生徒に共通する単語力の著しい不足であ

り，総点566に対して120.5という得点しか取りえない

不振児（遅帯児）の指導である。

前者に関して，私たち国語科に携わる者として次のよ

うな点について反省させられることが大きかった。

(1)読書の奨励がその量や内容，鑑賞に傾いて，正確な

一語一語の認知に対する関心が高められていないこ

と。

値)日常の教科学習が，ともすれぱ内容を主とし，読解

中心に流れ，不断のドリルに欠けるところがあるの

ではないか。

一応読めはするが，その根底ともなる語棄の豊かさにお

いて欠けるところが多いというこの生徒の実情は，その

362－－－．42‐一一
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読書力診断テストにあらわれた中学生の国暑語;力で
．、‐

その数にして約50名。それらの生徒と他の生徒との間にj

いかにして橋を架けるか，現実には週5時間，6クラス

の国語授業をいかに操作するかが私たちの日々の課題で

ある。

教科学習のスター的生徒とエキストラ的生徒が同居して…

いる教室という場，．しかもスター的存在をその能力を存

分に発揮させつつもスター意識に捉えられぬようダヱキー

ストラ的存在を放置することなくスターの座に近づくべ

く高めるよう日々の工夫をこらし，教科学習の計画を押：

し進めねばならぬ私たち教師は，まこと人間形成の真譲

なる演出家であらねばならぬごとを痛感させられるので瓦

ある。

過去三回にわたる読書力診断テストを通して〆すぐれ

た能力を示した生徒はその生徒なりに，劣るものは劣る．

なりに何かそこに共通した型があるのではないか，それ｛

を知り，それを捉えることによって国語学習の上に,易Uよ

して読む力の診断と対策の手がかりが得られるのではな

いかと，私たち職を同じうする現場の同僚と相諮り発達j

グラフの個人別類型をまとめてみた。その結果大きく分よ

けて10類型，細分すると30類型になった。参考までにそ~、

の類型と診断を掲げてみよう‐◎

一

まま現代の若い世代の弱点を示すものであって，私たち

教師の現場における国語学習も，週わずか4～5時間と

いう制約のうちに，知らず知らずその弊を犯しているこ

とに気づかせられるのである。

この点に鑑み，昨33年度の国語学習の努力事項に継続

的なドリルの実施を掲げて一年間，去る6月には第三回

読書力診断テストを行ったのである。

4第三回診断テストに表われた結果

第三回テストも例年同様六月下旬に実施した。テキス

トも同じく阪本D式C号，同じものを再度用いることに

ついての疑義は多いのであるが，今の場合前回との進度

を比較対照;するためやむをえなかった。そ、の結果は下図

のとおりである。

今

春

図71.2.3.回対照表

200220240260280300320

4単語

国
均

48525良606468’72-

第1回
1学年

第2回
2 学 年

第 3 回
3学年

全
平

56606468727680648892

3540／h550556065

速、読｜‐66．5182．7184．1178．1

士.･舞鴬

読解’72．1178．9188．0182．2‘

6066”／788490
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系

１
２
３

総点’246．31279．71312．71285．3

偏差値’53．3154．1 50.0

8A

速読がほとんど頭打ちになってわずかな上昇しか示し

ていないのに対して，従来停滞気味であった読字，単語

なかんずく読字力が著しい上昇を示していることは，一

年間継続し来ったドリルの結果であることを再確認させ

られるのである。

単語，読字の停滞を継続的ドリルによって打開しよう

と努めた私たちではあるが，上述した不振児，中学三年

に在学しながらも速読力において小学四年，読解力にお

いてすらも小学五年程度の力しか示し得ぬ生徒の指導に

は少なからず頭を悩まされた。能力別の学級編成も，特

殊学級の設置も種々の事情によって持たぬ私たちの学校

で，それらの生徒が高佼三年，叉はそれ以上の読む力を

備えた生徒に立ちまじって，ひとり国語のみでなく各教

科の学習生活をともにしているのである6
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この型は案外少ないが，学習態度も真面目な優秀生に多
、

い。速読の正確度も95を上まわることが多い．
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この型の生徒は知能の良い割に読書に親しまず，国語科

を好まない。叉家庭の読書環境が悪い場合〆貧困，身体

的欠陥もその原因となり，極端な漫画愛好者もこの型に
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属する。
f型
⑦

11ﾙﾊ上
b型

⑦、

斑蕊

知能発達度の割に真面目な学習と努力を続ける型であ

る。既習の語，漢字の認知に努力する反面に読書量の少

ないこともその特徴である。教科書のみの勉強という生

徒にこの型が多く見うけられる。

この型の大半はよみ仮名のつけてある本しか読まぬ者が

多い。しかも多読するので速読と単語の知識にはすぐれ

ても,安易な本が多いので思考に欠け,漢字を知らない。

C 型

⑦、

蕊
⑦9型。⑪e

yiH
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読書力診断テストにあらわれた中学生の国語ガJ←

理論から言えば，まだまだ他に多くの型を数えあげるご≦j

ともできるであろうが”私たちが日常接している生徒に一：

おいては，これ以外の型はあまり見当らない。その数か匡誕

ら言えば一年生当時にはi型が最も多く，二年生になる、

に至ってd型に，三年生に進むとf型へとその類型も変｛
．！

化してきていることに気づく。

唇から眼z、，黙読という操作の末熟な中学一年生がやぶ

がて中学校における国語学習になれ，少年期の読書生潅…

が開けると，雑多な濫読の傾向が見うけられるようにな;ぶ

ってくる。それが中学二年の時期である。いきおいその5

読み方は上っすべりな正確な語の認知に基かぬものにな

ってくる。この期において精読と文意の巌密な把握の指一

導を講じなかったならばおそらく卒業するまで（卒業後

もまた同じく）その国語力,T読む力」は根なし草にもJ

似た脆弱なものになりはてるであろう。その点からして一津

も心I唐発達の段階と等しうして国語力の上において中学ぃ

二年という一時期のもつ重大さをこの診断テストを通しみ

て知らされるのである。．

L型

⑦＠

強
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JJj

この型の生徒は一般に朗読も下手で内向性が多い。しか

しj速読の正確度も高く，語の認知力もすぐれている。

適書を与えること，本に親しむ習慣をつけることが先決

問題である。

00

可

（47ページより）

昨年度で､言えば，東映のオール・スターキャストのの青年男女が圧倒的で，中学生は学校で禁じている所がX
｢仁侠東海道」や，「旗本退屈男｣，裕次郎の「陽のおた多いので渉集団観賞以外は少ない。

る坂道」「俺は待ってるぜ」などが，御多分にもれず大ところが，盆，正月，お祭といったいわゆる祝日腫

入であった半面，日活の麻薬・ギャング・セヅクネものは，レクリエーションに乏しい農村では，老若男女が童
が興行的に駄目であり，「喜びも悲しみも幾歳月」や｢集つと押しかけるが，この時には，東映時代劇がゥ小学生

金旅行｣が四月後に再上映されても相変らず満員で，「純から老人組までの広い層に受けるので，必ず組み入れ愚

愛物語」や「無法松の一生」「楢山節考」等が予想以上という。よく浪花節的センチメンタリズムなどと悪口を。

の興行成績をあげていることは，それを物語っている。言われるが風浄瑠璃，歌舞伎などで培われた農村大衆‘酸

また田舎の特殊事情としては，暖房設備もなく，交通感受性には，理窟抜きの娯楽として迎えられるためであ．
機関も乏しいため，二月，十二月の厳寒期はガラガラでろう。

ありジ六月十一月の『農繁期は，ともに映画どころではなまた農村の生活を鋭く弧刺した「気違い部落周遊憾
くなる。しかし農繁期でも，最近は雨天の時は骨休めに行」「台風十三号始末記」などの社会ものが最も売りに

かなり入るようになったと言う。くいと言われることは,〆今後この種の力作で期待される

番組は一週間を水木，金土，日月，火の四つに分けてだけに一考を要する問題である。

編成し，土曜に重点を置くため，興行者から言えば犠f牲この貧しい電波の谷間では,まだまだテレ瞳の脅威は
番組が出来，観客側は見たいものをつい見す.ごすことが程遠いのであろう。

Ⅲ多く准るわけである。観客層は，やはり高校生以上未婚

雛;5～－45－



非行少年を見なおす

＃
文庫本だけではなくB6，A5，いや雑誌，週刊誌にま

でもカバーを用いている。例の自由なのだから，どうし

ようと差支ないものの，表紙はすでに衣裳であるからカ

バーは不用であるときめている筆者の眼には，その本の．

内容がハダカだから，マントまで着せて守っているのだ

と勘ぐりたくなるのである。いずれにせよ，カバーを用

いることは，本を大切にする心の現われの一つにちがい

ないから悪いことではない。

いたが，やがて古典を学んで「手沢本」のゆかしさを知．が1年後れが2名，2年後れが2名;3年後れが1名，
るにおよんで,この習慣と訣別した。近ごろ電車の中な4年倉後れが2名，5年後れが3名，6年後れが1名あっ

遮で,カバーをつけた本を読んでいる人が少なくない。た。3年以上も後れている子どもは何れも1．969以

下（魯鈍か白痴）であった。こんなのは教護院から離し

粥VbicesfmmMemberS(HisatakaMochi2uki〆て精神病院に収容すべきものであろう匂
：MaSaiWatanabe，MitsuoMine，Iwao一1．Q､70以上の子どもについてみると，普通少年より
Anzako）…刊ま1，2年程度の後れでしかない。この程度の後れなら

会？ 員 随想＊
騰
灘
軒
議

ハダカの本

望月久貴

； 』

さ戦後は，よるずハダカばやりである。筆者のいる学校

；”で，終戦直後の文化祭の演劇に，学生が出したのが「ハ

多摩力の王様」であった。学内では，天皇制論議のやかま

Lかつたころであったから脚演技がわりとうまかったに

おもかかわらず，とかくの批評が一部に行なわれた。劇の

塞典は隠れもない名作であるから，近視眼者流は，われ

われて然るべきであるが，それに対する当の学生たちの

；弁明は，。｢衣料切符では，舞台衣裳を簡素化することが

、必要jでしたから｡」というのであったようだ。

一一ギリシャ・ローマの昔から，美術の世界ではハダカが

了,まがり通っている。だから，裸体の油画や石像の前に立

つことにも馴れているのであるが，これも終戦して数年

"綾の秋，上野に新興美術展を見に行ったらジ思わずたじ

jうがざるを得なかった作品に出会ったd明らかに構成の．

新をねらったものであろうが，豊満な女体の寝姿が，真

土から描かれているのである。天井からのぞき見すれば

,かくもやあらんという態で，それは新よりも奇であると

~感じた。画家は，筆者と親しいH氏であることを知って

鍵二度のオド‘ロキであった｡

J本やによっては，代金を受取ると手早くカバーをつけ

‘てくれるところがある。文庫本を買った場合にはしばし

ば出会う｡もちろん箱入りの本にはこのようなことをし

少ない。しかし，今度は買った方が帰宅してから箱から抜

《いてカバーをかけることも少なくない。本は，表紙のま

Jまではハダカなのか，表紙はすでに衣裳なのであって装

‘釘ということばもあるとかどうとか’－これらは議論

の限りでない。どう考えようと，どんなことをやろうと

勝手次第という自由論もあることだから。

“筆者は，学生のころはカバーをかけることを励行して

－46－ 366

里

渡辺正亥

非行少年の読書能力について調べてみて，まことに常

識的なことがら，悪事を働いそ学校を逐われるような子

どもは，結局のところ頭が弱いからだということが更め

て判ったのである。その例として非行少年群中の中学生

についてふると，，1．Q，80－89（普通の人よりもやや

下位）伽9.2％，70－79（遅鈍）が，28．8％，60－69

（魯鈍）が13.5％，59以下（白痴）が17.3％となってい
た。

このように常人以下のものが合計78.8％も占あている

のが非行少年群の姿である。1．Q・の標準分J布を見ると

上記と同じ範囲のものが27.5％であり，新潟市の中学生

のぱあい10.2％であるから驚くべき隔差がある。やはり

一般的に承て，非行少年群は知能の低いのが多いという
ことになる。

非行少年は，この知能の低さのために（もちろん他の

要因もあるが）自制がきかずに非行に走り，その故に学

校から放逐され，世の中を更に狭く生きるのである。だ

からそんな非行をする前にさっさと施設に収容して暖い

処置と教育を与え非行を予防すべきであろう。

知能が低いと多くは教育を簡単にあきらめるが，あき

らめてはいけない。彼らはいつまでも低い状態にとどま

ってはいないのである。

非行少年を施設に収容するときは,.学業テストをして

更めて適当な学年に編入するのである。私の調べでは，

生活年令から率て中学3年に相当するもの19名中，学力

鴬:~::.:.･:~;､

iI

寡



一会員随斗想、

ぱ，中学浪人や高校浪人のことを思い合わせて，そんなことばを媒介とすを精神生活を否定することは，人間ぢ

に気にかけることはないだろう。として不可能であろう。読書は，ことばの一種としての

特に興味を感じるのは，阪本式読書能力診断テスト施文字を媒介とすることである｡ひたすら打坐する場合に6

用で，1年生から2年生に移るときはゆるやかに上るもうその心がまえをつくるために行われる提唱は，こと

が，2年生から3年生にかけては急カーブで上昇するのぱを媒介として行われるのである。こうした読書の意味

である。この急激な上昇カーブは大きな意味を持っていをふまえて，道元禅師の，この一文を理解すべきである

て，見逃せないもの.である。う。

また知能程度が同様である非行少年群と普通少年群の 悟道を，人生の真実の智慧というようなことにとりか貝

読書能力を比べてみると，前者は後者よりも成績が悪えてみても，同様の考え方は成り立つであろう。今日,T

い・得点で，8－13％，読書力偏差で5.7-7.4％低・い。 図書が，われわれの周囲に多すぎること，したがって多
？弓

この原因は，それを素行不良に求めるか，読書習慣の欠くの図書を手にとりやすいこと，そのiため粗雑な読承方

除におくか，あるいは他に見つけるかはこれからの問題をしてしまうこと，いろいろと趣向を変えた同工異曲と一

である。 もいうぺきものに一応刺戟されることで読書が終ってし

ル､ずれにしても，非行少年についてはいま少し見直さまうことである。読書によって，人生についての真実のr」
なければならないと思っている。 智慧を得るのではなくて，日常生活のアクセサリーとし

ての知識ぐらいを得ているのではなかろうか。そしてグー

読書無用j論。ある意味では馬鹿になっているのではなかろうか．．’r

いわゆる読書人は，このような反省をしながら；やは
嶺光雄

り読書をたよりにしているといえるのではなかろうか｡釘

吾，在宋の時，禅院にして古人の語録を見し時’ある読書人は，このようななやみの中から新しい道を求めて

西川の僧,道者(真理を体得した人）にてありしが，我いる｡古典的図書についての入門的な講演会が，多く開
艇間うて云く， かれているのも，このwあらわれと考えられるd熱意をも。

「語録を見てなにの用ぞ」 って，読書会に人の集ってくるのもまた，その一つだと
答 へて云く～ いえよう。

『古人の行李（行状）を知らん」

僧の云く・田舎町の映画館て

『何の用ぞ」‘

云 く弐一あんざこ・いわお
『郷里にかへりて人を化せん」．ある晴れた冬の日の午後，私は町で唯一の常設館で〆，

フ‐

僧の云く顔見知りのマネージャーと話の花を咲かせていた。以下一

『 なにの用ぞ」は ，映 画館 の窓 口からのぞいた農村人のマス、コミ接近

云くの一面である。

『 利生のためな り 」 こ の 僻 地 で フ イ ルムが上映されるまでには，封切後東

僧の云く 映東宝で約百日，松竹日活もので百十日，大映では百二

「畢寛して何の用ぞ」と 十日位というから，都市の封切館からはざっと三月半力可

予，後に，此の理を案ずるに，語録，公案等を見て，古ら四月おくれてようやくお目にか上れるわけである。僧、

人の行履をも知り，あるいは迷者のために説き聴かしめのことは，良い意味にも悪い意味にも，大きな意味をも

ん，皆，これ自行他化のために畢寛して無用なり。只管っ。一方で，封切りの新鮮さが失われ，秋風が肌寒い巽

打坐して大事をあきらめなぱ，後には一宇を知らずとうになってから,･怪談ものに胆を冷したりする滑稽さを

も，他に開示せんに用ひつくすべからず｡故に，彼の生むと同時に〆他のマスメディア－－－新聞，雑誌，放送

僧，畢寛してなにの用ぞとは云ひける．などの映画評も出つくして〆各地での上映の反響，人気
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.･これは道元禅師の正法眼蔵随問記の中の一節であるひ も伝えられて，ほぼ確実な評価の決定された後になるた

只管打坐して身心脱落・し悟道の境界に住するには〆読書めか，結果的に見・れぱ，かなりすぐれた選択眼を観衆が

｜は無用であるというので:ある。もつことになる。（45ページへつづく）

急 6グ－47－

零

、両

因

ワ



韓:託...

#:藷:：

》
鋳
》
Ｊ

》
溌
一

弓
三
Ｅ
Ｊ
』

》
撫
垂
玉
垂
Ｊ

鐸
》
識
》

栂
Ｆ
－
Ｆ
Ｊ
Ｆ
Ｊ

蝿
縦
ユ

識
瀞

~

霧

字

読書科学（Ⅳ、2）

マスコミの中の読書とその調査について＊

これは9月4日，日本読書学会が読売新聞社と共催で行なった読書調査に関する講演会における講演の速記要旨で

ある。参会者はおもに出版社関係の方,§rであったので，その方,々 の関心にこたえるように述べられているが，学界の

資料として採録し，参考に供する。
急

,平沢薫読書とマスコミュニケーション‘

私は主として従来のいろいろな既存の調査，あるいは

これ蛍でわれわれが行なってきた調査に関連した事柄

と，もう一つは諸外国ですでに実験ずぶの，ある程度証

明された事柄を中心に，読書とマスコミュニケーション

という問題についてお話ししたいと思う。

ラジオ，テレビ，映画というようなものが発達しない

‘時代には，文字によって表現されたものを通してのいろ

いろな読書活動があった。ところが最近は映画，ラジオ

テレピというような他の媒体が発達してきて，読書その

もののあり方がすでにいろいろな影響を受けj従来のよ

うに読書そのものを切離して見る考え方では適当ではな

くなってきた。そこで，読書をマスコミの全体の中にも

う一ぺん位置づけて見直すことが必要になった。

今までは主として読書の心理学的研究と生理学的研究

が行なわれていたが，最近読書活動そのものではなくて

読書にいたるまでの条件を調べていく，むしろ読書の

客観的条件を調べるといった研究が現われてきた。たと

えば図書に接触するまでの条件が広告によってどのよう

にL変わるか。あるいは読者そのものが集団関係，人間関

L係などによって変っていく状況。あるいは他のマスコミ

の媒体であるテレビと読書との関係'映画と読書弓の関
係蛍た子供の社会科的な学習状況を見ると，テレ菅で見

たある事柄を，ラジオ放送でも聞き,．さらにまた翌日の

f新聞でも見るというように2－つの事柄について三つの

媒体によ-ってこれを知ることができ，これによって理解

､計の仕方とか，またそれに応じたいろいろの変化が出てき

1こ．-このようにラジオ，テレビその他の媒体があまり発

達じていない時とはずいぶん変ってきているので，読書

②社会学的研究が当然現われてきている。読書社会学と

いうような名称は，日本ではわれわれの学会で最初に使

ったような形になっている。もちろん外国では，すでに

1950年に読書社会学という名称のもとで，幾つかの研究

がある。
一′

もう一つは読書そのものを育てて1，，くための条件，こ

れは指導という形で過去においてはかなり研究や成果が

あった。

このように読書の心理学的・生理学的研究分野と，杜

会学的研究分野，それから読書指導の研究分野の三つの

研究分野が犬ざつばに言って考られる。

いま諸種のコミューケーションがもたらす社会的共同

の順序を表示すると，次のようになる0
ノ･

社会的共同が大
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ActivitiesamongMassCommunication

Survey；byKaoruHirasawaandTakeo

Reading

andtheir

Urata．

私的会話

討議グループ

非公式集会

電話

公式集会

映画

テレピ

ラジオ

電報

私的通信

公的文書

新閏

掲示板

雑誌

図書
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社会的共同が小、

このように,1頂位が下になるほど社会的共同が小にな

り，図書というのは,完全に孤立した形でめいめいが読ま

なければならないdだから今のようなマネコミ時代では

過去におけるように決して安易なものではなくて，工夫

と努力がないと生活から離れやすい条件になっている。
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こういう形で結局読書1そのものの，マスコミの中での’それからこれも仮説としていろいろ言われているとこ

位置とか，あるいはまた他の媒体とのいろいろな影響力ろなのだが町過去においては，本を読むということは個

というようなもの，あるいはそれによって従来の読書の人が一人で選択し，自分で自主的に処理しているという

あり方がどういうふうに変っていったか，といった問題ことを，私たちは想定している。知識階級の特に読書人｡1ヶ印●

は，ただ現象的にある一部分だけはある程度つかむことというような人は，おそらく自分で図書の選択から’~読
ができるが，これを細かく見ていくとなると，かなり継む態度y読んだ後の処理などは，自主的なものであるか

続した研究をしなけれぱならない。同旭ことは他の部面も知れない。ところがある段階までくると，特定の集団

でも考えられ，日本の出版の状況を見ても，明治，大正関係の中である特定の読物が読まれたり読まれなかった
昭和というふうに，大まがに時代の流れを通してみてりする状況が出てくる。よく言われる「人間の条件」の

も,『たとえば戦争の時といった,歴史的か社会的な変化ような,ある特定の読物が,実は出版部数だけ見ると,

3”－－49＝一
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マスコミの中の読書とその調査について

従って読書するために嘘，何らか特定の方法が考えられ・に応じて，実は読書がある一定の傾向をたどったり〆あ
なければならない。現に個人読書という形態が，集団読るいは各個人の読書に対する態度が変わっているという
書という形に変っていき，読書サークルとか，読書会とことは，常識的にはわかる事柄なのだが,-そういうこ迄
いうようなものが作られ，結局個人的読書が集団的読書もおそらく日本において十分な研究はなされていないと

へ変っていく動きが承える｡もはや読書というものだけころである。
方釦雛Lでそれに瀞ずろ蒋宗の努力とか工夫をするだ、さらにまた私たちは，読書というものを，すぐに内容

〆

を切離して典それに対する特定の努力とか工夫をするだ

けでなしに，ある場合には他のマスコミとの相互作用を

考える必要がある。テレビの発達による読書そのものの

一番大きな変化は，量的に時:間が減少してくるというこ

とだとよく言われている。しかし質的にどう変っていく

かという問題については，まだ十分研究されていない。

これは今後研究しなければならぬ領域ではないかと思

う。

一それからよく問題になるのは，並行していく活動。例

えばテレビを見ながら，読書できる方法とか，またそう

いう読物の工夫がある。たとえば相撲の放送は，仕切直

しのところがずいぶん長い。そうすると子供は，あの退

屈な仕切直しのところを見ないで〆学校の宿題なり,､簡

単な漫画とか，軽い読物を読んでいて，ワーツといって

立上ると，その取組んでいる数秒間だけテレビを見てい

て，すんでしまうとまた本を読んでいる。だからある場

合には，3時間の相撲番組の間に実は簡単な一冊の本を

読んでしまう。成人の方はどうかというと，ていねいに

あの仕切直しのところを見ていてj煙草を何本か吸って

いたり，あるいはビヤホールあたりではジョッキを何ぱ

いかあけている｡そういうマスコミの発達によって，子

供の読書の仕方が変1つた部面がある。もちろんこれがい

いかどうかということは問題がある。読書の質，内容に

よっては，並行的な行動ができる場合とできない場合が

ある。たとえば作文を書くという課題があるとすると，

おそらく子供はいろいろな構想を立てたり，一行一行書

いていかなければならぬから，そういう場合にはテレビ

を見:ながらやるということは非常にむずかしいと考えら

れる｡：：

の側，たとえばこれは科学読物だとか，一般教養だと浄

か，児童文学，あるいは経済に関するもの，というよう‐

に，大体学問的な体系に基いて内容の分類をやる。これ；

は一つの学問的な分類としては意味を持って鐙るが，読峰／

む側の問題を考えると，必ずしもこの分類だけでいかな～
‘i

い問題が出てきている。これはアメリカでも調査が行わ~入

れているが，特定の読者の階層性と称するもので班読者

がどのような社会的の一つの階層の位置にあるかという‐

ことから，自然読書に対するある一定の相互関係が出て

くる。一例をあげると，社会の上層部にある階層の場合＃

には，一体どういう読物が主として読まれ，あるいは関f

心を持たれるか，あるいは中間層に相当する人たちは，…

どのような読書傾向なり，またある特定の内容に関心が

持たれるのか，あるいは社会の下層にある人たち一農、5．

家とか，ずっと下町とか〆その他生活条件の非常に低いJ

人狗の場合には，一体どうなるのだろうか。こうした問

題はアメリカの一部の調査などでは，たとえば社会の階勺

層の低いところでは，子供の読物と，母親の読物が似た‐

ようなものになる。漫画などは子供だ-けが貸本屋から借

りて読んでいるだろうと調べてみるとジ東京でも下町そ
｡●●一『

の他では，あの貸本屋の漫画を，子供の1,,ない間に実は一

親がけつこう読んでいる。それから児童文学とか，ある…

いは冒険物語的なものが'母親その他に読まれている。

このような事例が出てくるので，私たちが無造作に，こ工

れは児童読物だといって，何かそれは児童だけが読んで、

いると思って調べてみると，実は成人がかなり読んでい

るといったような，読者の階層性の問題という形で，ど

うしても調べなければならぬ問題があると思う｡．．
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読書､科学（Ⅳ、2）

そのまま読者の数に見えが，これを押えていけば，おその人間関係一パ岩ソナリテイ．コミュニケーション－
らくどこかの集団関係，たとえば職場などというある特との両者の関係はどういう形になっているだろうといつ

､定の集団の間でいろいろな影響があって読まれているのた問題も，やはりまだ十分なデータは日本の場合出てい
かもしれないd同じように，子供の世界にもおそらくあない。だからこうした面なども研究されなければならな

る特定の集団関係があり，その集団の中に，特定のあるい。で，前述のようにある特定の出版物が，ある時期に

意見を促進したり，リードしていくようなオピニオン・非常に読またれりする場合に,その出版そのもの噸容
リーダーという形の人が存在していて，これによってあがアヅピールしたのか，あるいはそこにたとえば小集団

る特定の動きが見られことがある。これは部分的にはす的な人間関係なり，職場その他のある一定の人間関係が

でにわかりきったことなのだが，そういうような問題も促進させたのかどうかということを見ないと，たとえば

やはり一つの研究領域として残ってくる。そうすると出ベストセラーという形である数としては出ていても，そ

版そのものが，一人一人の大衆'をねらっているのか，あれだけで見ていいのかどうか。その数が高まったのは，

るいは特定の集団関係をねらう出版が可能なのか，可能内部にどういう条件があるだろうかというようなこと

でないのかという新しい問題も起ってきはしないかと恩は，読書の科学的研究の領域になってくるのではないか

う と思う。．◎

ぞそれ力琴ら，日本のように非常に交通が不便であり，あ 次に私たちの社会ではダ広告が本を知る場合に大きな

るいは社会全体の釣合いがとれた形で発達していない社役割をしている。化粧品の広告みたいなものと，図書の

会の場合,捌市社会,村落社会，あるいはもっと辺郡な広告の場合は一体どういう違いがあるだろうか。化粧品

地域などjその杜会の条件そのものがある特定の図書との広告は，実にうまい広告の仕方を持っている。つまり

か〆読i書環境を作っている。ある地域では自然のままに入気のある映画スターとか，スポーツマン,、あるいはミ

r放みておけば;ある特定の読書の状況一明治，大正頃ス・ユニバースその他，人気または権威を持った人が広

:の特定の読書傾向が，ある村落にはそのまま残っている告に出てきて，非常に有効な働きをしている。それなら

というような事例もやはり現わｵfしてくる。大都市にはあ図書の広告の方はどうかというと,‘たとえば教育関係の

｡らゆる出版物が，絶えず洪水のように現われてきているに場合には教育に関係のある学者とか評論家が，ある本に

し，また村落にはある特定の図書が，非常に限定されたついて推薦したり，あるいは解説をする。広告にその人

形で現われてきている。あるいはその他の条件が，そのの名前が出たり,写真が出たりする。そのことは,その図

､地域の読書をどういうふうに変えているだろうかという書を選定するのに，ある場合にプラスになったり，ある

･問題も当然一つの研究領域になってくると思う。いはマイナスになる事例も日本の場合にはずいぶんある

もう一つ私たちは人間の一生涯の中から，子供の時期わけである。特に日本の教育問題は非常にデリケートな

の読物というものを一つ切離して，これについてある一状況になっていて，実に整然と二つに分れるような陣営

つのとらえ方をするということはもちろんやれるわけでがあるdそうするとある人がある本について推薦したり

ある｡児童の段階，学校教育の小挙生，中学生，高校生。解説したりするということが，有利な場合と不利な場合

という段階ダ青年期，成人といった一つの体系があるわが出てくる。そうするとこういう点からイデオロギー的

けである。ところが従来欠けておった問題は，幼児からな問題が考えられるわけである。図書，雑誌の広告が，

成人まで一貫して読書そのものがどういう形で発展して新聞，ラジオ，テレビ，といった媒体を通して，個人に

いっているのか，あるいはある個所では停滞しているの、対してある特定の態度の変化を来たすという場合には，

か，ある時期には全然違った傾向に変っているのか，とこの媒体に対してある意見の指導者となる人のある一定

いうような，幼児から成人を貫いて，読書のある一定のの屈折を受け，あるいはまたその個人の持っているイ，

’動きを見るということは，今･までのいろいろな研究ではデオロギー的な一つの体系なり考え方か立場というもの

あまりなかった。もちろん一個人がたどってきた自分のが，最後にある特定の態度の変化をする，その本を選定

読書経歴というものはあっても，それを客観的にとらえしたり，それについてある特定の理解を進めるというこ

ていくということはなかなかできていない。このようにとが出てくる。そうするとある本が，大衆にバラバラと
一貫して読書の過程を調べることも当然起っ､てくる問題直接にいくのではなくて，いろいろな屈折をしながら，

．’ I ．

'である。 特定の本が読まれたり読まれなかったり，またこの間の

：いま一つは，マスコミユーケーションの関係と，特定､､ろいろの条件が，ある本の読者の率を非常に促進した

－－50－370
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マスコミの中の読書とその調査について

り，あるいは逆に促進しない条件に･もなってくる。こう．買う際－私どもは主として外売の調査をしたわけだが
したことはおそらく読書ということからいくと,i何か読岬一どういう刺激によって特定の雑誌を買うようになつ‐

書の手前の問題が大分あるようだがJそうした読書その・たかというようなことを調べたり，あるいは買った雑誌
ものの活動の他に，読書に至る社会的条件というものがについてどのような環境で，たとえば一人で，あるいは
たくさんあるのではないかoこれも読書の社会学的副研究多人数で読むとか’その読んだ内容を後で話合うとかい一

うふうなことなど，いろいろな角度から調べてきたわけ
の一領域であろう。

以 上 ゴ 私 は 主として今の読書というものの，マスコミである。笹
イギリスにはフルトン・リーダシッフ・・・サーヴェイと

全体の中での位置をもう－ぺん考え直すという問題と，、

さらにいろいろな条件が読書というものを高めたり，ゆいうのが毎年行われていて，そのレポートが大きな形で
出ている。それからアメリカの場合には，しばらく前はがめたり，ある場合には抑圧していくような問題とか，

さらにまた読書そのものを，明治，大正の，映画，ラジリンク1，．ホップという人が中心になって，マーケツト
オ，テレビなどが発達しなかった時代の読書の一つのあサーヴ雲イをやった結果が出ておるが,その郷バブゾﾘ、
り方を，そのまま現段階まで持越してきていいのか，あツシヤーウイクリーという雑誌に，時'鳥『調査結果が発表
るいは読書を，他のマスコミとの間で再編成することがされている。日本においては，おそらくこのような大が
考えられないかどうか，などということを申し上げ，何かりな調査は，われわれの読書学会と，‐それから.東販のi
か皆様にむしろ問題を提起し，それから将来の一つの研出版研究所あたりでもやっているように思う。またその
究領域のある姿だけを申し上げた。何か御参考になれば他のマーケットサーヴェイを含めて，広告関係の会社が
幸いと思う次第である。非常に大規模にやっておられることもご承知だろうと思

裏田武夫一読害社会調査からみたマスメディア5。私どもの学界としては，別に特定の出版社，あるい
辰一は特定の新聞社，あるいはスポンサーをサポートするよ

読書社会調査とマスメディアのお話をするが，まず読うな形で調査したことはないし,また出てきた結果につ

書社会調査という言葉を使って，一体今まで学会はどういても，決して私心を狭まないで，われわれの解釈した

いうことをしてきたかということを簡単に紹介させてい限りにおいて公表してきたわけである。ぶ

ただきたい。読書学会としては，今まで単行書と雑誌の そこで私はこの前行なった雑誌の調査で判明した鮎雑

二つの分野にわたって読隻書社会調査を行なってきたが， 誌購読者のマスメディアとの接触という問題と，もう寺

大体二つの調査とも，一応われわれはマーケット？サーっは広告媒体としての新聞というもの,：この二つの角度

ヴエイの領域に入れて考えている。しかしマーケット．力§ら主としてお話してふたい。ここに出てくる調査結果

サーヴェイと言っても，その中でいろいろ結果として出の分析ないしは解釈は，ここでは裏田個人がお話申し畠&

てくるデータについては，たとえそれがある特定の購買げるけれども，各委員が委員会全体の責任において行な

行為であっても，われわれは十分に社会教育的な角度，ったものを私が代弁しているにすぎないのであるα一

あるいはその他の角度から，出版社の方々とは違った角それでまず最初に雑誌購読者のマスコミエニケーシヨ
ヂ

度からこれを利用できるものが非常に多いために，幾度一ンとの関連であるが，一体人々は,．自分の購読している

かこれを続けてきた次第である。－、雑誌に何を期待して買っているか。というと，大衆誌は

で，その大部分のレポートは，直接，間接的にご覧に娯楽性，婦人誌は実用性，総合誌は時事性，教養性とい

なっておられると思うので，ここでくどくどしく内容はうふうになっている。これは決定的に言えるかどうかわ

申し上げないが，たとえばこの前行なった雑誌の調査にからないが，婦人雑誌の最大の特徴であるかの如く言わ

ついて申し上げると,たとえば雑誌を主として読む時間れておった付録について,,それがいいからといって購入

とか，あるいは主にそれを読む場所とか，どのような新した人は意外に少なかった｡．もっぱら雑誌全体によって

聞内容に接しているか，どのようなラジオ，テレビの内受ける実用性というものを期待して買っているという答

容に接触しているか，あるいはどの程度映画，演劇を観えが出てきたのはわれわれの多少意外に思った結果であ

ているだろうか，その他どのような期待をもって雑誌をづた。、，咽1K日・重‘ず．一．．‐：

読んでいるだろうか。あるいは一体雑誌の購読が中止さ。それからマスコミ活動を,､新聞,‘ラジオ，テレピジリ映2b ,◇EC■~｡■ﾛ‐｡p凸｡：。-."、｡‘

れたり，他のものに転換した原因にはどういうものがひ画演劇の四つの分野に分けて考えてみ‘ると,J大体雑誌を
‘－=◆●｡、0F’も'･〃．P．

そんでいるだろうか，また，雑誌を店頭ある1,,は外売で読んでいる人は平均二種類の新聞を読んでいる6そして

3 両－－甑＝一
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読書～科．学（Ⅳ、2）一

それぞれの購読者がどのような新聞記事に関心を持って

いるかというと’大体大衆雑誌の購読者は社会面jスポ
ロ･＝？E‐『

－ツ認家庭婦人，娯楽演芸，小説bそれから総合雑誌は
？ ． .

大体社会〆経済，政治，外電j社説，スポーツ。婦人
－，今 ． ｡』 ~。 ．- '

』pq手，-

雑誌･は社会，家庭婦人，娯楽演芸，小説’番組予告。こ

ういったまうに，かなり顕著な傾向が見られるようであ

るoラジオについて言うと，大衆雑誌の購読者はニュー

ス，ドラマの中継，軽音楽,ジャズ，歌謡曲。総合雑誌

3D購読者はニュース，古典音楽。婦人雑誌の購読者はニ
ー ヒ ー .一・.ノ

ユ宇久〆婦人，ドラマの中継jというような結果が出て

いるd震たテレピの場合は，大衆雑誌の購読者ほ劇場中

継虻ドラマ，映画，という番組に強く，総合雑誌の購読

;者はスポーツ,､婦人雑誌の購読者はニュース，劇場中継ぅ

ドラマ映画というところに集中しているようである。映
侭．‐‘5＞‐

画う演劇については省かせてW､ただく。押

一それから次に雑誌あるいは単行書を購買する刺激とな

る，いわば決定契機として，どういうものがあるかとい
．“。‐

うと’､『書籍；雑誌とも非常に新聞広告が大きなウエート
ー？ﾇｨ ｰ－5『＆､､

を占あているbこれはアメリカの調査でも，大体新聞広
左･淳一一ロと，それから新聞の書評，あるいは雑誌の書評という
〆包‘P294－-‘ひ甲一q-

ようにダトヅフ・もスリーは大体日本の事情と似ていると

乏ろを見詑，天体共通の現象であるように考えられ

る。で，単行書，雑誌のどちらの調査についても言える

芝となの藍泳う．電波媒体によって特定の単行書,あるい
､-･2．8ヶ9.4－．、

砿雑誌を知って購入したということは非常に少ない。と
｡ ,!･･･､トナ-一．､

れはJﾐくわからないが，一つは出版社側の電波媒体の使

い方に外少問題があるということと，もう一つはプリン

崇旅もえ識テによらなければ,広告の効果が非常に

本についての情報をつかんでいない。あとの四割ないし

五割の人たちは，全くの未知の状態で本屋へ尋ねてきて

いる。では一体その五割ないし六割の人たちに，どうい

う情報が一番本の選択に当って影響を与えたかというこ

とを見ると，やはり新聞広告で見たというのが非常に強

い。現在日本の新聞における印刷物の出版広告というも

のは，ある一つの文化欄と同じような役割を果している

のではないか。化粧品や食料品の広告を見るのと，毎日

の新聞の出版広告を見る態度とは，本質的に違っている

ように思われる。それから五割ないし六割以外の人たち

では,実際に店頭で決まってしまう。こういうことを考

えてぶてもやはり本屋さんの文化性というものが非常に

教育的に見て，大きな意味合いを持つのではないかと考

えられる。それから特定の図書あるいは雑誌を選ぶとい

うことについては，いろいろな情報の源があるわけだ

が，それぞれの情報の源と，実際に書店で買ったものと

相関させて承ると，やはり日刊紙の広告がもっとも大き

な役割を果たしている。その他日刊新聞の紹介であると

か，週刊誌の紹介というものが，やはりトッズスリーと

して出てくる。その他ラジオ，テレビの紹j介であるとか

ポスター，図書目録，内容見本，チラシjダイクトレメ

ール，後付広告といろいろあるけれども，やはり日刊新

聞の広告とか，あるいは日刊紙の紹介，週刊誌の紹介に

は倒底及ばないのである。

われわれは，普通の民衆がどのような特定の本に接近

するかということに非常に関心を持っているのだが，そ

れについてもやはり調査のプロセスでダ配給ルートがま

だまだ全国的にはっきりつかめない。つまり本が生産さ

れて，特定の読者に到達するまでのプロセスが，北海道

から九州まで全国的に，ここではこうだという形ではっ

きりわからない6本屋さんには，何番地の誰がどういう

雑誌をとっているかという完全なリストさえもほとんど

ないという状態で，まだまだ私ども調査する側と，出版

社あるいは本屋さんと歩承寄って，ほんとうに本が読者

に到達するまでのプロセスの解明に協力していかなけば

いけないことは，非常にたくさんあると思う。不十分な

がら従来何回か調査を重ねてきて，今後ももっともっと

私ども虚心担懐に言うべきことは言い，また教えていた

だくところはお教えをいただきながら》調査を進め'て参

りたいと思う。その結果われわれの学的な関心も満Lたさ

れ，かつは皆様の事業の中で，臨床的に多少幾らかの調

査結果が生かされれば，非常にわれわれとしてもこれに

過ぎる喜びはないわけである。

望

息

詳薄いのではないか。これはどちらもはっきりわからない

けれども，ただマスコミュニケーションの発達と歩調を

:合せてクローズアップされてきたような内容の出版物，

たとえば具体的な例として当っているかどうかわからな

いがスポーツの週刊誌のようなものは，案外電波媒体，．

礎よる影響が非常に大きいのではないか。したがって，
マスコミの発達と歩調を合せて，非常にポピュラーにな

ってきた犬衆誌の中で幾つかの雑誌は，かなりラジオ，

ラ弓レピの広告が高率を示している。この解釈はどの程度

｡当っているかわからないけれども，そういう問題がある
ウ‘1－．.

よう､に思う。、．

n雑誌については，外買について調査したので，大体予

(約注文して届けてもらうことが建前なのでよくわがらな

モ､けれども,:単行書について言うと，大体本屋へ寄って
■ 令一■｡｡C

きて本を買う人の五割から六割程度く・らいしか，事前に

零

3γ2
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高校生は流行f書をどう読んでいるか

L高校生は流行害をどう読んでいるか*(2)｡

資料4流行書読書調査統計 一一‘.今

調査対象

第四章流行書読書の基礎調査

流行書1読書の第一次調査は恥第三章における一般的読．

書調査から出発してj流行書と思われるものについての

み，どんな作品が多く読まれているか，どのくらいの生

徒が流行書に接しているか，について概略の傾向を探る

ことを主目的にし，そ?の読書環境の調査の一部として入

手経路をたずね，さらにマスコミとの関連を知るため

に，読書の動機を調査することにした。調査結果は次の

通りである。
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調査実施昭和33年2月5日，
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問I’下記の本の中で読んだことのあるものを全部あi

げよ･ i，
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読哉書科学（Ⅳ、2）

問Ⅲ上記の本の中で，今まで読んだことのある本を4.友人たちと話を合せる必要のため

五冊以内をあげ，その各為について，読んだ動機を5.いろいろの広告に引かれた

答えて下さし､。‘ 6.ラジオ・テレビのi紹介を聞いた

0 . 家 に あ ったから7通映画を見て原'作を読承たくなった

1.友人・先輩・家族などにすすめられた8.新聞雑誌【週刊誌を含む）の紹介記事から

2先生にすすめられた‘aその他

3.本校の図書館にあった
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霧の山

鍵穴の中

問Ⅱその読んだ本の入手経路を記して下さい。

0.自分で買った1.家庭にあった2.先生に借りた

3.先輩に借りた4.友人に借りた5.本校図書館で
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高校生は流行書をどう読んでいるか？
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であると否とにかかわらず，出版社に依頼した調査に基

づいて，調査年月現在発行部数の最も多いものからl順次

羅1列し，それに調査研究の立場から若干の取捨選択を加

味したものである。いわば，いわゆる流行書とそうでな

いものとの綜合リストの形式をとり，生徒に任意摘出さ

せて，その中における流行書の占める地位を探ろうと意

癖
》
垂
Ｆ
》
吾
』

灘
織
脚
ぷ
ふ

蕊
溌
搬騨

蕊蕊蕊蕊譲灘灘蕊

．．.．．．：:：．：..．．.......:.:...．．.......．：．......::........:..:..:リl蕊簿:議識べ÷…:ザ：:i入心

ぎ ぎ‐･

読書､科一J学（Ⅳ､2）

珍
幸

､e、調査対象匙

一調査実施期日が大学の入学考査に迫った時期になった

i結果う大部分の第三学年の生徒を対象とすることができ

ず，1，2年生徒も学年考査をひかえた時期だったの

で，全員を対象とすることをはばかられた結果，1，2

年男子，2，3年女子，計約200名にとどめねばならな

I1i

参

③

が？た。手本校在籍生徒数は約1,200名であるから，調査図したものである。教師の側から流行書をあからさまに
一対象はその六分の一,-16％強である。調査人員としては指定して調査することは，当初にも述べた通り，教育上
少なきに過ぎる嫌いがあり，この調査の結果をもって全の危険性を伴うことであることに配慮を加えたわけであ
〆体を推すことは，極めて不十分とも見られたが，傾向のる。

一端は伺うことはできるし，数値を6倍するかわりに適この統計でも見られる通り，世上でとかくの批評を浴
当の倍数にとどめてみれば，全員調査の結果に幾らかでびつつあった，いわゆる流行作品が姿をあらわすことに
も近づけられるのではないかという，｡極めて非数学的非なった。たとえば「挽歌」は74名の読者を得たから，調
:論理的立場で，調査を強行した。査人員中の約40％に相当している。「美徳のよろめき」
P調;査山実人員188名に対して回答を寄せた者，つまり少「永すぎた春」「鍵」なども若干数ながら生徒に読まれ
〈とも流行書らしいものを読んだことのあるものは143ていることがわかる。
:名,76％強の結果を得た。この結果を全校生徒に布えん白入手結路

Lて類推すれば少くとも過半数の生徒は，何らかの流行問Ⅱはその入手経路をたずれたものであるが，統計の
f書を読んだことになる｡.そうして残された未読の生徒示すところによれば，「家庭にあった」と答えた者が統
哨か遅かれ早かれ，さらにその中の何％かの者が流行書計で大の数値を占め，全体の約30％になっている．次
を読む可能性があると見なければならない。従って，将は「友人に借りた」と答えたもので，これが約24％。第
j来のある一定の時期を区切って再調査を予想するなら三位が「貸本屋で借りた」が約12％。「その他」を除い
'磯-どういう結果が出てくるかは，容易に想像できる状た他は皆10％以下の小数値となっている。
f態である。文学的意§義はたとえ感じなくとも，いわゆるところで，「家庭にあった｣，「友人に借りた｣，「貸本
流行書に接した読書生活の事実がかくされた大きな事実屋で借りた」という最も大きく浮かび上がった入手経路
’として浮び上ってきたことは事実である。の三つのケースを考えてみると，「友人に借りた」とい
．カミつ，男女の差を見ると，男子よりも女壬が,より多うその貸した側の友人は，「自分で買った」というケー
い数値を記録していることも，見逃がせないし，男子のスの数値がそれほど高くないところから見ると，恐らく
場合では高学年の方が高い数値を示していることも同様その本を家庭から持ち出して友人に貸してやったという
である｡女子の場合は3年と2年が逆の数値になってい場合が多いのではないかと想像される。従って，「友入
るが，これは恐らく調査員が少なかったための現象で，から借りた」と答えた数値の中の若干数は「家庭にあつ
実際には3年生の方が高い数値を示すことはまずまちがた」という答えの中に還元されてよい。もち論友人同
いない。これらの傾向は，男女の将来の進路の相違と，志の貸し借りは，おそらく少数の本が回覧式に持ち廻わ
寵体的精神的発達の相違とに起因することは論をまたなされる場合が多いと想像されるので，「家庭にあった」
い●

に還元される数値が大きいか小さいかには疑間の余地は

砦リ流行書の占める地位あるとしてもとに角，「家庭にあった」と「友人に借り
工では,ピういう作品を読んでいたかを問Iによってなた」との二項目は少なからぬ関連をもって結びつけられ：少．．

薄きめてみよう．問Iに挙げた28の作品は，あらかじめ教ることは事実と見なければならない。
師の側で選んだものであるが，これは，いわゆる流行書「貸本屋で借りた」と答えたものの数値が大きかった

－ 5 6－－ 376

全

尋

■
岬
・
・
・
・
一
・
・
唾
・
■
■
■
■
■
》
・
・
一
■
叩
孔
・
・
》
・
・
・
叩
叩
叩
・
争
・
一
・
・
■
・
・
■
》
■
■
■
・
唖
・
・
■
唖
・
・
■
叩
哩
■
■
一
・
》
》
・
叩
・
年
■
唖
■
一
■
一
■
》
■
■
■
■
■
一
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
叩
叩
・
・
・
・
一
・
・
・
・
・
・
・
一
二
・
・
．
■
》
・
・
唖
・
・
・
・
・
・
・
・
》
》
■
詩
型
。
．
■
一
・
・
亜
■
畢
叩
年
■
唾
Ｉ
》
■
■
叩
・
■
叩
哩
・
・
・
・
・
・
・
年
■
■
・
・
・

職
…
騨
溌
灘

り
ゆ

計 ｡

●ダ 84 49 12 22 29 41 13 5 85



#露:::蕊:溌蕊識:議議綴::蕊騨識簿蕊窯騨:::::簿識溌蕊蕊韓琶識蕊蕊:＃
灘
騨
哩
哩
●
●
叩
●
四
．

軸
群
稚
●
●
叩
●
漣
●
》
岬

器
報
群
衿

蝦
浄
錨
哩
叩
叩
●
●
叩

継
蕊
●
●
●
「
．
蝿

》
》
》
》

唖
．
●
争
貼
。
．
。
．

．
．
。
．
髄
●
●
●
唖
．

謡
一
》
●
●
●
●
●
●
心
●
叩
．

騨
濡
蝿
峯

姫
埼
吋
●
●
●
容
叩

。
Ｌ
・
・
．
ｍ
Ｌ
Ｌ
・

稗
哉
〈
●
鋸
●
●
叩
●
晶
●
》
．

唖
学
齢
■
■
■
■
■
■
■
叩
。
．
・

鍔
》
》
●
》
叩
叩
》
《

叩
・
叩
叩
・
て
、
叩
叩
叩

謡
蕊
討
叩
●
●
．
叩

》
》
●
叩
津
》

蟻
●
率
●
叩
．
．
．

貼
眠
●
蝿
●
、
。
．
●
●
●
●
．

蝿
●
叩
、
●
孔
●
●
砧
、
唖
．
．

干
唖
醗
哩
．
●
率
．
叩

》
》
一

群
稽
群

辞
鵠
》
蝿
坤

騨
韓
●
●
●
●
●
●
●
●
●
．

…
・
叩
津
●
●
．
ｍ

鍔

●

咽

．

●

亜

●

蝿

．

、

哩

叩
・
・
・
叩
・
母
・
・
・

一
喜
群
群
●
》
．

》
》
》
《
》
●
》

騨
騨
耕

哩

判

叩

叩

．

●

●

●

●

山

副

鐸
》
●
一
●
》
》
轟

器
轟
雑
》
●
唯

轄
蝿
溝
●
》
．

韓
斗
叩
．
．
叩
叩
稲
．

劇

鰯
蕊蕊蕊識鍵灘瀧蕊蕊蕊蕊

〃 L

へ高校生は流行書をどうf読んでいるか

と「友人に借りた」との二項目が，これほ淫顕亨著な姿や1、

出てきているという事実は，もっと深く-真相を追究して…

みてよいことだと考えた．すなわち久家:庭揮おいて偽上．

果して家庭の中のだれがこの種の本を手に入れておく｡弓

か，家庭における読書環境の実態侭どうであるのかなど史
といった点や，生徒間における読書に関しての相互の,＆

理作用の実態ぅ読書興味の実態，その他の諸点看あろう淀

統計の一応の分析は以上のごとくであるが,この入手

経路に関する調査脇次の「動機」調査とも深い関係力＆
あるので，次に移ることにしよう。

{ 匹 リ 読 書 の 動 機 へ ～ ，

問Ⅲの質問は，マスコミの影響の強さがどれほど大き即

いか，生徒相互間の心理作用やその他の日常のかげに読ん
書興味を誘発するものがどれほど大きく現われてくる＞

か,といった点を教師の側であらかじめ想定し,-それを

統計の上で実証して承ようという意図があった。A表は:計

読書動機の概略を知るために｡用意し，B表は同時に28冊汐

についての個倉の読書動機をたずねたものであるが〆Ar…

表とB表との数値は必ずしも一致しないところもあやこ

た。

まずA表によって一般的概況をさぐってみると汎映画

によって読書動機を誘発される場合が一位を占め飯家庭

の読書環境によるものと新聞雑誌の影響が同数値であら、

われている。しかし広告，ラジオ，テレビ，映画〆新聞か

雑誌などは一括してマスコミの中に含めれば，いわゆる託

マスコミの影響は約34％の比率となって第一位に上るこ

とになる。すなわち，いわゆる流行書を含めた新刊の問1

題作品は，マスコミによる影響を最大とし，さらにそ:の

影響を受けたと思われる家庭の読書環境を次とし’第『三

には，生徒同志の間における興味の伝播作用によって読き
まれていくという順序が明確になっただけである。力、

つ，生徒間における興味の伝播作用は，同年代における

好奇心の雷同性ということも大きな役割を占めているがj
その好奇心をあやつるものの根源はやはりマネコミの力出

のは〆実は教師の側としては予想外の事実であった。小

中学校の生徒が貸本屋に出入りし元漫画や少年少女小説

などを借りてくる風潮はとみに増加しているということ

ば聞き知っていたが，高校生ともなれば貸本屋への出入

りは，自覚的に抑制されるものと考えていたことに誤算

があった。貸本屋にちん列されている本は’ほとんどそ

の大部分が少年少女相手の本と大衆向けの娯楽読み物で

あり，いわゆる流行書といわれるぎわ物も’その都度市

村の読者の興味をびくエうに用意されているのが現状画

ようであるOいずれにしても「貸本屋で借りた」と答え

たものが，意外の数値を示したことには，あらためて分

析を加えねばならないことを知った。

しかしこの28冊のリストは先にも述ぺたように混合リ

ストであって訓今Ⅱ分析した数値と比率は’その混合リス

・トについての回答統計に対するものであるから’いわば

黒白混合の形となっている。そこで，我ﾉ§rは，いわゆる

流行書と目指されているものだけについて数値と比率を

割り出してみなければならない。その結果は次の通りで

ある。ただし入手経路10項目の中，共通して数値の極め

て少いものは削除した｡

叩

曇

りにつけてその手に渡ったものと考える以外に理由がな○であると考えてさしつかえない。これはマスコミが生従
く，図書館事務担当者の不行屈を弁角せざるをえない。の心をさらっていくというよりも，大人も子供も総ざら
さて，上の統計によって承ると，さきに分析した結果いにさらっていって，その果てが子供の好奇心という素J

が，ほとんどあやまたず実証されていることがわかつ端に及んだと見る方が適当であるかもしれない。
B表は,A表にあらわれた動機を,28冊の各作品につた。この統:計では，「家庭にあった」・と「友人に借りた」。

との二つが特に顕著で，『貸本屋」の影は，それに比しいてさらに細かくたずねた結果の統計から見ると〆新聞
てずつと薄れているが，それでもやはり，「挽歌｣や｢美雑誌の紹介によるのが第1位で，それとほぼ同数で，家
徳のよろめき」についてはかなりの数値を示しているこ庭の読書環境があげられ，ややさがって友人，先輩；家
とを見落せない。族のすすめによるものと，広告によるものとが位置し，
率どに角か相互連関に立つとみられる「家庭にあった」友人と話を合せる必要性が次に出てきている。A表にお’

1 〃ク－57－一

タ 曇

勺

上の％は各作品のそれぞれの入手経路回答総数に対す

る％である。まず断っておきたいのは，「挽歌」と「永

すぎた春」を「本校の図書館で借りた」とあるのが若干

数記録され:ていることだが，これは本研究実施に当って

研究資料として買い入れた流行書を図書館事務室に備え

つけて教師の便宜をはかったのだが，生徒の自由な出入

衣棒の図’1罫本屋
輩に
りた

4．6119
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読書予科:;学（Ⅳ62）・

らわれ篭瑛画の影響がB表では影をひそめていたり，そ

り他統計上AB二表にくい違いの出たことは,調査方法

お里ぴ生徒の記入方法などの不手際から生じたものと思

おれるが，いずれにしても〆広告，ラジオ，テレビ，映

画〆新聞雑誌などマスコミの影響力は，B表でも圧倒的

』ごなっており，次いで家庭における読書環境が出てくる

i点碓,:A表の分析結果と同一である。「友人か先輩卿家

1族などにすすめられた」という答えは，「家にあったか

らj，「友人たちと話を合せる必要のため」の二項目に深

くつながっていることはいうまでもないが，ここでも，

'生徒同志間における好奇心の伝播性は，A表におけると

同じように強調されなければなるまい。

墨要するに我煮は，この動機調査の結果，いわゆる流行

一書なるものが広く読まれるに至る原因を,‐マスコミの影

響と生徒間における好奇心の伝播との二つに要約するこ

とができた。後者は特に心理学上の連鎖反応と解釈して

よい｡しかもこの生徒相互の心理的連鎖反応は，さらに

外部的にはマスコミの作用につながるものであることは

前に述べた。すなわちこの連鎖反応を誘発する原≦動力

は，人間が生来持っている好奇心もさることながら，や

iまりマスコミの強力な力ではないかということである。

我倉はシ好奇心なるものを教育的立場において否定しさ

るものではなく，むしろ好奇心とか興味とかは，これを

まい方向へ育てるのが教育の役目と思うが，この統計に

あらわれたところによれば，その生徒の好奇心や興味は

洗れんされない素朴な姿のままマスコミの旋風に吹きき

*rBettinaEhdich； 即ち，物語は本の主節であって，挿絵は伴奏のような

SforyandPictureinChildren，sbooksd－ものである。物語の長所はそれ自身の中にある。挿絵の‐ I

TheHonBookMagaziI1e 長所は一部分はそれ自身の中にあるが，大部分はそれが

．．J息0ct,195ZVOLxxviiiNb､5P､301-308読者に物語の理解を助ける程度によってきまる。・

－．58－ 378

らされていることがわかったし，これに対する防禦育成

の措置は，教育の場においても家庭の場においてもとら

れてはいないという現状があからさまになった。そうし

てその一方，問題視されるような作品は書かれ放題，そ

してその紹介に当るマスコミの嵐は吹き放題，という実

状と見てよかろうと思われた。

なA表にならって，いわゆる流行書と目されるものにつ

いての数値を比率化したものを次にかかげてみよう。
当塁

この抄訳は，ホーン・ブック・マガジンという1冊平均60頁位で年6冊発行の児童文学評論雑誌に発表した，ベッ
テイナ・エールソッヒという人の論文である。｡

：子供の本というとまず，それは物語と絵から成ってい 大人や青年向きの挿絵入りの本は挿絵が取り入れられ

,ると考えられる。しかしこの二つが一緒になって子供のてなくても物語ば理解されるにちがいない。しかし，子

本は出来ている。実際，挿絵入りの物語というものは子ざ供の本では，この文章と絵は別々 に分けられない相即不

供向きの本を作る場合になくてはならないのである。離なものである。だが，そういっても常に物語が本の基
本的な要素であることには変りないだろう｡．

！

､子供の本における物語と絵についで抄訳＊
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J､0110．0110.C

ぺた傾向とは決して変っていないことがわかった。ただ

「挽歌」と~｢美徳のよろめき」はマスコミの影響力によ

るむきが強く，「永すぎた春」と「鍵」は，家庭環境に

よる方が強いという結果があらわれているが，これは回一

答者数が少なかったことが原因となっているのではない

かと思われるので，その点の修正がもしなされるとすれ

ば，前二者と変らない結果があらわれてくるものと予想

される。～

鍵’60.C J､0120.C
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子供の本における物語と絵につい輝子

する。そしてフロイド以前の時代には学習することは恐』

威を伴っていたが，そうい？た学習する場合の恐威を誰．_.ウー.、､

供の心から取り除いてやることが近代では教育目的の亨令

つになっている。今日，そのことは我食がなし得る最慰

偉大なことの一つでもあり，その方向へ向ってなきれるI

すべての試みを達成された結果の功罪についてどうご量．

とはいえない｡しかしながら，学習に際して子供に恐威／

を与えないようにといった配慮をあまり押し進めて’子

供に本を与える場合に，易しい簡単なものにする結果釧

子供をあまやかすという極端なことになることは避けな

ければならない。:凡べての人之は筋肉を発達させるおめI

には子供は訓練しなければならないという点では一致す？

るαひるｶﾐえって，･このことは精神の面でも適用され‘る蟻

べきものであるが次に，子供向きの作品を書く場合臥考で

えなければならない第二の点であるがが精神的甘やか唾

の傾向は，子供向きの本に悲しい章節を入れたり，人:生

の災難についての記述となって出ていると，こういった

ことに対して汎大人が憤慨することに見られる｡子,供は:

これらのことに立ち向うことも出来るし，また,それを
楽しむことも出来ると私は思う．悲しみに直面したり，柊

悲しみを恐れたりするのは大人であって子供ではない。

ご子供の本に楽しみを警求めようと飽くなき欲望をもつの

は子供でなく大人である。

子供は人生の凡べての面を知ろうという内的希望をもザ

つだいる。:そして，我'々 ほこの希望を低く評価したり，:ご鳥

我女自身が理解出来る希望の中でその充足を考えること2、

をしないで〆不合理なことだが，子供は陽気でいつも希灯

望を持っているものだと望むべきであるoこう考えると

子供向きの本としては，物すごいもの虻気味の悪いも

の，ぞっとするものなどは精神的かてとしては不適切熊、

ものであると思うが，｡しかし〆ほんの少盈の悲劇は物語

に必要とされる緊張を加えることになるだろう。ーそし～

て，最後の判断に於て子供の持つ信念を失望させないよ〃

うにして,･提供されるべきであると思う。丁度「黒ん坊

サンポ」を取り巻く処が太陽の中に溶けてしまったり,・斗

或いは，「赤ずきんちゃん」を食べたおおかみが射たれ

だから，よい絵が必ずしもよい挿絵となるとは限らな

い。物語のもつこのような役割に注意すると，両親や教

育者や出版者が絵の選択より泳物語がどんな文章で書か

れているかといって文章の選択に多くの注意を払ってい

ることが分る。その場合〆確かに彼等は言葉は絵よりも

もっと子供に直接的な影響を与えると感じているのであ

る。そして，絵についてよい悪いの判断を下すのにため

らうよりも，書かれた言葉についての判断を下すのにた

めらう人の方が多分多くいることだろう。こういったこ

とから，色彩の再生に負わされた色狩の制限を伴いなが

ら，挿絵入りのよい本よりもよく書かれた子供向きの本

が存在する結果となるのである。

子供向きの作品を書く時に大切と思われる二点がお

る。その一つは難しい言葉に関することである。すべて

の子供向きの本は子供にとって始めての或る言葉を含ん

でいるべきである，と私は信じている。部分的には，子

供が知らない言葉を見たり学習する場合,-理解出来ない

表現に直面孝るととで;或る恐怖が生じるといわれる。

しかし，私はこの見解に.賛成することは出来ない。なぜ

ならば，私ほ言葉が完全に理解出来なくても，特に想像

的な子供ならば，そのようなわからない言葉に関心をも

つだろうと思うからである。そして，もしも，子供が読

む本の中のあちらこちらに新らしい言葉を見出さないと

したら，どのようにして,:子供は自分の語い数をふやす

ことが出来るか？子供が語い数をふやしたり，表現法

を発展させることは，只単に表現法をより豊かにするた

めというだけでなく，思考のより広い分野を開拓した

り，正確な思考が出来るようになるといったことからも

重要な問題である。

時々，子供に言葉の意味を説明してやることは大人に

とっては迷惑Lなことである。しかし，そういった迷惑な

事は非常に価値のおることである，と私は考えている。

多くの子供達は説明を求めることもj説明を得ようと注

意を払うこともしない。だが，あいまいで完全に説明出

来ないような言葉は子供心には非常に魅力のあるもので

ある。ある場合には余りにも易しい本は不満足なもので

あり，恐らく余りにも難しい本よりももうと子供に避け

られることが多いにちがいない。勿論,子供向きの本は，

ある。ある場合には余りにも易しい本は/iW両疋なもので．ｼ､‘、、索’，…〃ー～一、ーｰ一一‐一

あり，恐らく余りにも難しい本よりももうと子供に避けてしまって,彼女がおおかみのお腹にいることに対し
て，矛盾を感じないというような具合である。一られることが多いにちがいない。勿論,子供向きの本は，

関心を持たせるために，複雑な言葉を多く使ってはなら私はケイトという七才になる少女に，、ココロ,、ア家

ないけれども，あちらこちらにあるそのような言葉は子リカに来る〃とい題名の私のJ本を与えた。そして，二,圭一

供の心を鍛練するように働き，結果として〆子供心を豊三週間後に私は再び彼女に会った。そこで，彼女がいう

がにする｡一には，‘"あの震本で私が一番気に入った所はどこか知って

通常,t我々 は子供達をのんきで幸福な存在と見ようと、いる"｡といった。、何だね，ケイト〃というと，、それは

379－＝59＝一
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旦 読 ～書 呈科 学〈Ⅳ､2）金

ぶれ，ココロが自動車にひかれた時よ"うと落着いていつ

た,、本当にそうなの"といって私は一寸まごついた｡と

ゴいうのは，続けて〆彼女は剛ええ，そこんとこと，．。

”毒が結:婚した時よ〃といったからである。このことは，
私に何かを考えさせた｡即ち，危険と愛情という二つの

雲入間劇(Hdmandrama)の永遠的な主､題が他の面白い内

容を含んで私の物語の中の他の出来事よりももっとこの

二少女に印象的であったという点である。しかしながら，
‘私ほ幼年向きの本では物語りは幸福な結末で終るのがよ

－賊と確く信じている。一方，十代の者達にとっては，た

Jをえ目に涙を浮かべて彼等が本を閉じたとしても，それ

Wま『悲しむべきことではない｡泣くことは若者にとっては

，喜ぴの一つである。そして,〆涙をもたらさないようなも

IDを含んだ本棚は笑いをもたらすものを含まないような

I本棚と同様に不完全なものである。

をそず子:供向きの本では挿絵の問題は注意深い調査を必要と

了する。

シ私が最初に子供向きの本を出版して間もなく,或る

日ダ:友達の芸術家がやって来たので私はごく自然に出版

、した本を彼に示した。すると，彼はぱらぱらと，しか

し，注意深く本を見て，、よく出来ている，子供はこの

’縄どよぐ読むだろう。なぜなら，君も知っているように

‐子供はこんな風に絵を読むからだ〃といった。

吋言そしで，なおも，ぶつぶついいながら，丁度小さい子

一がするように人差し指で絵の色々 と細かな部分を軽く押
〆し始めた。私は前の年に子供の絵を書く活動についての

-:調査を行った。

W量その時’彼等の創造性を注意し，子供達とそれについ

』て論議をしたりした。そして，私は子供の絵というもの〃

、砥絵話しであるということと，それらの絵は成人の場合

＆ちがってそれぞれ違った動機から画かれるものだとい

なる。それ故に挿絵が主要な部分となった本は,､十才以

上の子供には，:勿論，彼等はそれを楽しむには楽しむけ

れども，赤ん坊じ象たものとして考えるのである。小さ

い子供は考えてることや思ってることを描いたり切身の

回りの目に見える世界を再生しようとする。そして，普

通には，自分が受情を感じたり，持ちたいと望んでる対
象を描くものである。

例えばジ母とか父，または，家の前にいる自分自身と

か飛行機，馬などである。また，子供は，大人の芸術家

は敢えて書かないようなもので，自分も見たこともない
L‘

ような対象をためらうことなく描くだろう｡

子供は絵を自分が見て記憶出来るような型に結びつけ

て描き，そして子供が描いた絵を保存しようという気持

になる時は，子供自身のうちに芸術的性向が現われたき

ざしと取ってもよいだろう。

さらに，子供は読承もしないし，他の子がした、絵話

し〃を見てもその何かを読もうともしないという点は重

要な事項である。凡ぺての子供にとって，絵話しといっ

たことは個人的な作品であり，書いた本人以外には理解

出来ないものであり，他人には説明を要するものであ

る。そして，大なり小なりそれは個人的なものの象徴で

ある。さて，我為は，子供は文字を読めるようになる

と，明瞭な，非個人的な文字，即ち，挿絵に対して活字

印刷面を欲し，子供は読んでる挿絵の明瞭さを要求する

ようになることに我々は気が付く。このことは文や絵は

普遍的に有効な象徴から成っていて，目方ひとりが用い

る個人的な象徴からは成っていないということに子供が

気付いたことを意味する。このことは，幼児にとって挿

絵の最も重要な性質はどれであったかを全く自然に分ら

せる。絵で告げられてる物語りは文によって告げられる

物語りと完全に対応していなければならない。即ち物語

曇

寸凸

．

鼠汽::”弓：＝

－

４
１
．

．
●
ｋ
・
可
。

辺

雛
こうことを学んだ‘正しい視知覚は，後年になってから始は絵や文で成っているか，絵も文も同一の物語について
ムあて発展をするもので，そして針子供は除々に，或いはなされているようになっていなければならない。もし

突然ダ絵をかくことを止めて両親は失望することが多も，物語の中で家が森の近くに立っていたといわれるな
い汁い･これは大体十才以後はなっておこる。とにかく，そらぱ〆森は家を示す絵の中に目立って書かれていなけれ
;雪～の時は〆子供が人間の眼に事実現われるものとして事物ぱならない。もしも，物語中の一人の人物が緑の帽子を

L上さ童見始める時であり，困難を感ずることなく読んだり書かぶっていると記述されているならば，挿絵中の帽子は

2恥たり出来るようになる時でもある。視知覚が発達する緑色でなければならない。もしも，こういった場合，絵
顎，

声楽J達とによって子供に芸術的再生が余りにも困難なもの本の中に緑色を使うことが，経済的又は他の制約によっ

きいfで罫失望させるd読んだり書いたり出来る能力が発達すて出来ないなら，その時のひとつの方法は著者が文章を

回ることによって〆表現の手段として絵を余分なものとす変えるか，挿絵を書く人がこの特別な章節の挿絵を見捨

与るようになり，挿絵をもはや本質的なものでなく,語をてることである。文章と絵の不一致は子供にとって許し
一i・

懲脅うがり易くするための補助的なものとして’見るように－得ないことである。そして，大人は，緑色の帽子はうこ
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子供の本における物語と絵について

多くの事物から美を吸収し，絵本からも美を吸収するdか

両親は子供の身体のためによくパランメの取れた食事を

与えようと非常な注意を払うのにどうして美に対する感

覚をにぶらせないものを子供の目の前に与えようとし瓶

いのだろうか。しかしながら，オレンジジュースなるも“

のはその栄養的価値は別として，味のよいものであるこ

とを我々 は忘れてはならない。かくして§もしも,､絵の脳
． 良

美しさが快し､ものであるならば，子供にとっても目の坐前

に横たわる絵本について見たり考えたりさせるにちがい

ない。こうして絵は知識や意味や物語や詳しいことを子‘

供に提供するだろう。子供達に美しい挿絵と同様に良い

挿絵を製作するためには芸術家は子供達を愛しゴ彼!等のI

要求を理解しなければならない。また，或る程度芸術家i

に自分の子供時代の生き生きとした記憶を持たなければ、

ならないし，子供時代にまい戻ることが出来る能力ヰク

その頃に何を好ましいと感じたかを再生出来る能?力を持

たなければならない。しかしながら〆芸術家は決して子

供のように絵を書こうとしてはならない。子供の絵に似一

.せた様倣はより悪ずれした性質をもつ現代の挿絵が当面

する大きな危険である。このような模倣は決して良い緯

果を導びかない。大人の芸術家や作者は子供の画く絵を『

製作したり，子供がするように自分を赤ちゃん語で表斑、

したりする素直さも空想力も持たない。そして子供達に

話したりすることは幸運にも非難されないし，子供達に后

絵を画いてやることは忍耐することでなく，反対にしば：

しば勇気づけられることである。だからこそ，この種の等H

問題は近頃の子供向きの本が直面する最も重;大な危険iで

あると思う。凡ぺての未だ損われていない人（UnSpoilf

humanbeing）がそうであるように，子供は完全なるこf

とを欲し，人工的な赤ちゃんぽさに退行しない。

子供向きの本に出て来る風船を頭につけた子供や愛玩

物について一つのことがいえエう。愛らしい皿抱いて可

愛がるような物を造り出そうという欲望は’特にその可：

愛いい動物についての欲望は，子供の関心にふさわしい

ものと思う。しかしながら自由で個人的で素直な意志に

ついての深い研究に基づいた描画はより多くの愛らじを

い，人の心を動かすものを持つと思う。

子犬のひたいのしわや，ロをあけてるひな鳥の巨大態

こでは赤色なんだなと思うことが出来る｡一方，子供は

色が注目される章節を白黒の挿絵で表わしてもそれを普

通は心に止めてはおかないだろう。想像がそのギャップ．

をうめるだろう。しかしｳ白黒で挿絵が書かれるような

本で余りにも多iくの色については述べないように配慮す
ることは非常によいことである。子供の本に於ける挿絵

が明るい色であることの重要性は一般的に購買者である

大人や販売者によって過度に評価されている。より小さ

い子供達は明るく彩色された対象を把む傾向があること

は確かであり特に目に刺激的である所から，その色は赤

であることも確かである。しかしながら，こういったこ

とは，彼等の規覚の識別能力が未発達である結果おこる

のである。ただ，ほんの少しの子供達だけが，一色の微

妙な影を区別したり或いは，微妙な色を思い出すことが

出来るのである。しかしながら，挿絵ともなると，絵の

内容とか読者の読i書能力とか，絵そのもが親密さとか愛

_すべき所をもっているかといったことも，もっと重要な

要素となって来る。絵は多くの読む部:分;を提供する。つ

まり，本の内容を詳しくするのに役立つ。たとえ，デザ

インや文章や色彩といった面が芸術的に優れたものであ

っても，殆んど事実を提供しない絵や，人'々が二回目の

読書を終った絵は小さな子､供にとっては不満足なもので

ある。大人が書物を読む場合に文字は全体として理解さ

れるが，絵はそれに比べて全体として理解されないもの

"だとはいえない。だから，絵が詳細にわたって分析さ

れ，そ．して，意味が多ければ多いほど，絵はよりよいも

のを伝達する。

大人の}鑑識眼からすれば，美的でも芸術的な結果でも

ない絵を子供達はしばしば非常に好くという事実に対し

説明しなければならないと思う。子供が醜い絵本を非常

に好むのを見ることで挿絵画家はしばしば最も落胆させ

られる。，

そして，芸術家は彼の最善を尽すごとが馬鹿らしくな

る。或いは，出版者によい仕事をしようとする勇気をそ

く．ことになる。しかしこういったことは，確かに間違っ

ている。もし，子供に美しい絵本が与えられるならば，

後年になって，自分の生涯を非常に豊かにする美的感覚

を発達させることによって副子供は大きな利益を得るだ

，
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読書科学（Ⅳ、2）

るから，もっと劇的な意味に於いても，大きさの割合と

』､う問題は子供には多くの意味をもつものとなる。それ

"故，大小の対応は子供にとっては物語と同様に挿絵に於

~て重要な要素である。

大きさは子供の所有感の中で大きな役割を演ずるか

ら＞子供の本の挿絵中の魅力的な大きさの割合について

の精巧さは明るい色の使用よりもより大きい価値をもつ

だろう。

も重要であると私が信じているのは何かということをま

とめていうならば次のようになるだろう。すなわち，明

らかに要求される事実や知識は別として，世の中のこと

や美や情緒的面についての広いそして複合した考えを子

供に与えることだといえよう。

最後に，この抄訳に目を通して下さって，種々，有益

な御示唆を下さった，講談社のたのしい一年生編輯部の

斉藤氏に深く感謝いたします。

（野間教育研究所田中博正）

l塾

最後に，子供向きの本で，その文章や挿絵について最
、
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′ ×× ×× ×× ×，×× （書騨ユリ､イカ発行）に決定した。（同上）

、』j読書時潮や宮崎県立図書館は5日,火災をうけ全焼した｡損害は
季． ×× ×× ×× ×××『

図書40,000冊にのぼるが，テープ･・レコーダー，映写
－4月一

機等視聴覚器材等は無事で，5月から館内奉仕をおこな

＃愛知県文化会館愛知図書館が，’日竣工，開館式をあっている。（図書館雑誌5月号）
;げた6同館は地下1階．地上4階に分れ〆延5,940平方週刊誌ブームはいよいよはげしく，現在30余誌，総発
メートル，書庫は430,000冊収容でき，総工費250,000,行部数10,000,000部を越え，4月に創刊されたものだ
000円のデラックス図書館で，さきに完成した美術館，けでも，次の7誌を数えている。「週刊実話特報」（双
文化講堂と3館’体となって運営される筈である。（図葉社）「週刊野球」（博友社）「週刊文春」《文芸春秋

一・駒一一

書館雑誌5月号）
新社）「週刊サンデー日本」（東日本新聞社）「週刊映

第14回オール新人杯賞は1日，高橋達三氏の「匙一ロ画タイムス」（森脇文庫）「週刊スリラー」（週刊スリ
ーシカ」に決定した。審査員は松本清張，円地文子，有ラー社）「週刊映画」（週刊映画社）（図書新聞5月
:馬頼義，戸川幸夫，山本健吉の諸氏で，候補作として滝2日）

1ｺ康:彦「水ケ江落穂捗」が最后まで残った。（日本読書東ドイツから8月1日～9月30日間，ライフ°チッヒ市

新聞4月13日）で開催される国際書籍展へ参加の呼びかけが日本の出版
第5回文芸春秋漫画賞は3日，長新太氏「おしゃべり文化界にも寄せられた。この展示会は東欧諸国，社会主

なた室ごやき」（福音館書店）に決定した。候補作にや義諸国をはじめ，世界各国の製本，印刷技術を交流し，

なせ．たかし「メイ犬BON」，佃公彦「ほのぼの君」歴史的な技術を保存する目的で開催されるものである。

岡部冬彦「アシちゃん」，佐藤六朗「動物記」，小島功（日本読害新聞4月13日）

「仙人部落」等があがっていた。（同上）文部省社会教育審議会読書指導分科会では，青少年向

，第8回児童文学者協会文学賞は該当者なく，新人賞に「選定図書」の選定基準と要綱をきめた。5月中に選定

4氏が決定，4日の同協会総会で授賞式がおこなわれ、図書第1号が街に出ることになった。（朝日新聞4月

た℃受賞者および受賞作品次の通り。11 日 ）

岩崎京子「さぎ」（日本児童文学33年5月号）社会教育法は4月30日成立，同日付で公布施行され，

森宣子「サラサラ姫の物語」（日本童話文学会発文部省は5月2日全国の都道府県教育委員会に対して次

行）宮と社会教育局長名で運用についての通達を出した。

立原えりか「人魚のくつ」（著者発行）【図書館雑誌5月号）

小笹正子「ネーとなかま」（いたどり1号（同上）日本書籍出版協会では，5日のこどもの日を中心に

迄r現代詩人会の第9回H賞は5日，吉岡実氏の「僧侶」「こども読書週間」の運動をおこなうことになった。こ

へど屯たちへの良書の普及と児童書の販売拡張が目的であ

へTheMaPoftheReadingWbrld．る｡X図書新間5月9日）
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読書時潮F・

でも文部省「図書選定制度」が問題になり，いろいろ論－5月一一

13日，日本書籍出版協会では，図書選定制度に反対議されたが，結局昭和29年度大会で採択された，「図書
し，申請はおこなわないという声明を発表した。一方日館の自由を守る宣言」を再'確認することに落着いた6
本出版協会は敢て反対しないとの意見を発表し，出版界（図書館雑誌8月号）

は分断した恰好になった。（朝日新聞5月14日,15日）一6月－

今年度レーニン賞文学部門受賞作はムフタル・アウエ週刊ブームは頂点に達し，40余誌，毎週10,000,000部
ゾフの長篇「アパイの道」とニコライ｡ボゴージンの戯が市場_にはんらんし‐中には早くも脱落組が出ている“
曲ルーニン3部作」の2作にきまった。アウェゾフはこれと共に警視庁が4日，不良出版物の取締りに乗り出
1昨年来日したこともあるカザフの長老作家で，受賞作し，東鉄が8剛管内鉄道弘済会に対し，不良週刊誌の
「アパイの道」は前世紀後半のカザフ遊牧民の頭領の子駅売り自粛を要望したのをはじめ，日本文芸家協会,日
として生れた民衆詩人アバイの生涯をえがいた歴史小説本書籍出版協会，日本雑誌協会，中央児童福祉審議会等

であるoまたゴージンの戯曲「レーニン3部作」は，戦の団体，業界が不良出版物の追放に乗り出した。（朝日

前に書かれた｢銃を持った男｣(第1回スターリン賞受賞）：新聞6月5～6，9～10，21，23，26日）．Ⅷ

戦時中の「クレムリンの大時計」および近作「第3・パ ー第2回東京国際書籍展示会が22ケ国から502000点の図レ

セチヅク」から成っている。（日本読書新聞5月11日）書を集めて，産業会館で開かれた。（朝日新聞6月25
本年度ピューリッツァ賞小説部門受賞作はロパート．日）

テーラーの「ジェイミー，マクフイーターズの旅行」 後楽園野球場にある野球博物館内に，日本ではじめて

に,．また演劇部門はアーチボルド．マクリッシュ，国際の野球図書室が設けられた。広さ6坪，定員16名iでJ野球峰
関係の図書，雑誌2,500冊を有し，非公開ではあるが，へ

報道部門はキューバのパチスタ政府崩壊を報じた＝ユ

ーョーク.完イリーニュース」紙の_ジョセフ．マーチ篤志家，研究者には大いに利用してもらうとのことであ
る。（図書新聞6月27日）

ン,フィリップ・サトラ両記者にそきれぞれ決定した。
－7月一

（同上）
3月15日創刊された朝日新聞社の「朝日ジャーナル｣r

「出版白書」ともいうべき出版指標が，東販の出版科

学研究所でまとめられた。（図書新聞5月9日｝は，一般の悲観的な予想を裏切って’300'000部台を確保ウ週刊誌に新分野を開拓した。（日本読書新聞7月一
ケーテの生地ブランクフルド市が贈る「ゲーテ杯」の

受賞者に日本ペンクラブ会長川端康成氏が選ばれた。今，6日）
「図書選定制度」をめぐる文部省読書指導分科会委員

年の受賞者は川端氏のほか’米劇作家ソーント・ワイル
と日本書籍出版協会との話合いは折合いがつかず，分科グーら4氏である．（日本読書新聞5月25日）

日本雑誌協会は，かねてから要望のあった「日本雑誌会委員の一部に改訂論がおきている。（図書新聞7月
協会記者クラブ」を，いよいよ結成，21日創立総会を開11日，週刊読書人7月13日） ③

第41回（34年度上半期）芥川賞，直木賞の選考委員会き，正式に発足の運びとなった。このクラブは講談社11ま
は21日開かれ，受賞作品をつぎのとおり決定したαじめ新聞社等から選ばれた10氏の取材委員会が運営し，

カメラ取材，その他の編集取材上の便宜と円滑化をはか芥川賞斯波四郎「山塔」（早稲田文学5月号）‐”
ることになっている。（日本読書新聞6日15日）直木賞渡辺喜恵子「馬測川」（光風社発行）

今年度のサントニブーブ賞の受賞作品がきまった。小平岩弓枝「蕊師」（大衆文芸2
説部門はジルベール・エカールの「ルトとサペリス」が月号）

獲得，評論部門では当初の予想を裏切ってジャンdカトさ芥川賞選考委員は滝井孝作，佐藤春夫等11氏で，第1
ランが受賞者となった。カトランの評論はマルセル・ェ且次選考で上記「山塔jのほか，北杜夫「諮問にて」，佃
一メを扱ったものである。その他審査員の間に好評だっ実夫「ある異邦人の死」，古田芳生「三十六号室」の4

ものに，小説ではジャック・マツサの「愛は冒険なり」篇が残っていた。また直木賞選考委員は海音寺潮五郎”
評論ではアンリ・ギュマンの「パンジャマン・コンスタ村上元三氏等8氏で，第1次選考で上記2作のほか〆池

シ論」などがある。（同6月15日）波正太郎「秘図」が残っていた。（日本読亘書新聞7月

日本図書館協会主催昭和34年度全国図書館大会および27日）

同協会総会は27～29日間，名古屋市で開催.された。ここ－8月一！：

aB 3－6 3－
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1．.第4特別委員会は研究に着手。

2．第2回研究大会紀要「読書とマスコミュニケーシ

ョン」は6月18日牧書店から出版。

3‘読売新聞社が賛助会員として入会。

訓審議

1．本年度研究大会は11月14日(土)15日（日）教育大

一学で開催。主題は「マスコミ時代における読書教

一育｣。

2〆会員の研究費補助は，10月末の申込〆切を待って

主決定する。

蕊蕊

；
1－

古読ユ書ご科学（Ⅳ、2）

罰:教:青課程の改訂にともない，小学校の教科書が36年度

から変るので，文部省の教科‘用図書検定亨調査審議会は，

噺教科書の検定をおこなってきたが，4日第1次審査の

結果を発表した。今回は小学校1年から4年までの分

で，23社から286点を申請したのに対し，無条件合格は

1点もなく，条件付合格が210点(73%），不合格が76
t点=(27％）もあった。教科別では，算数，理科に比べて

社会か国語の合格率が低く，とくに社会科の不合格（37

％が目立っている（朝日新聞8月5日）

全国学校図書館協議会他主催の第10回全国学校図書館

大会は,6～8日間早稲田大学講堂その他でおこなわれ

た。今年の主なテーマは10年の反省と今後の進路ヅ人;格

形成のための読書指導の方策，資料を活用した学習指導

溌溺･研究等で,一約50の分科会に分れて討議をおこなっ

た。（週刊読書人8月17日）

第5回江戸川乱歩賞は，新章文子氏の長篇「危険な関

係」カミ受賞した．（週刊読書人8月17日）

釘日，文部省は現行の「図書選定制度」をとりやめ

て，_「図書目録制度」に切りかえることにきめ，日本書

籍出版協会にその案を提示した。（週刊読書人8月31

他が審議されて，正式に発足した．参加団体I鶏日本書籍

出版協会その他業界7団体である。（週刊読書人9月

7日）

文部省は7日，図書目録制度に関する省令を公布，施

行すると共に，「図書目録登載申し出で要領」を告示，

「図書目録制度」のスタートをきった。この制度は日本

書籍版協曜会の主張を大巾に織りこんで居り，9月末目録

第1号が出る予定であるが，岩波書店などの一部有力昔出

版杜は申請をおこなわないもようである。（朝日新聞，

毎日新聞9月8日）・

長野県のP.T､A・母親文庫10周年を記念した本を読

む母親の全国大会が20日，長野市で開催された。この

大会には全国から約6,000人の芸母親が参加，市内の小学

校，市民会館等で11の部会に分れ，臼井吉見,円地文子氏

等11名の作家を講師として活発な討論がおこなわれた。

この大会は長野県教育委員会，長野県図館協会，長野県

P.T､A・母親文:庫運営協議会等の主催で，読んだこと

を皆で話合い，また文庫を通じて母親たちと深いつなが

りをもった作家11名を招いて母親たちの読書熱を深めよ

うという趣旨の会であり，マンガや丘週刊誌の児童たちへ

の影響，家庭育児の問題，女性の在りかたについて〆農

村と都市の母親たちのちがい等，幾つかのテーマを出し

合って話合がおこなわれた。（朝日新聞～9月20日）

（北島武彦編）
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日）

－9月

3日，日本出版クラブで読書普及推進協議会準備会が

業界団体代表委員30名出席のもとに開催され，規約その

蕊

if

会 報

常任理事会

報～告_陰

(8月4日） 第6回公開研究会19月4日）

別項参照

常任理事会（10月1日）‐

審議

第3回研究大会要綱を既報のように決定。

常任理事会（10月19日）

審議

1．大会予算の承認

2．大会事務分担の決定

3．大会日程第1日午後4時から理事会，5時から懇

親会を追加。
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